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TIwao Otsuka 
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筆者 が 使用 し た 自動 翻訳 サイ ト 。 そ れ は 、 以 下 の 通り で す 。 
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動画 と 画像 に よる 説明 。 
基本 パタ ー ン 


ある 同じ 2 つの パタ ー ン が 、 色 々 な 叙 域 や レベ ル で 、 共 通 に 見 られ 
ます 。 
ある 同じ 2 つの パタ ー ン が 、 以 下 の 内 容 に 当て は まり ます 。 


色々 な 領域 や 世界 。 そ こ に お いて 、 基 本 的 で 重要 な 、 粒 子 や 個体 の 
行動 、 運 動 パ ター ン 。 


次 に お 見 せ す る の が 、 そ の 2 パタ ー ン で す 。 
動画 その 1 


動画 その 2 


その 基本 的 で 重要 な バタ ー ン は 、 以 下 の 様 な も の で す 。 
以下 の ( 1 ) が 、 以 下 の ( 2 ) を 実行 する こと 。 


( 1 ) 一 般 的 な 個体 、 粒 子 。 
( 2 ) 以下 の 二 つ の 奈 件 を 満た す 動き を する こと 。 


する と 、 以 下 の ( 1 - 1 ) が 、 以 下 の ( 2 - 1 ) の 状態 に な る こ 
2 

(1 - 1 ) 個体 群 、 粒 子 群 

( 2 - 1 ) 互い に 明らか に 異な る 特徴 的 な パタ ー ン で が 動く よう に 
な る こと 。 

その 奈 件 は 、 以 下 の 通り で す 。 

( 1 ) 速度 が 速い / 速度 が 遅い 

( 2 ) 相互 の 間 の 引力 が 働か な い / 相互 の 間 の 引力 が 働く 


速度 が 速い & 相互 の 間 の 引力 が 働か な い 場 合 、 それ が 、 パ ター ン そ 
の 1 で す 。 

速度 が 遅い & 相 互 の 間 の 引力 が 働く 場合 。、 そ れ が 、 パ ター ン そ の 2 
CK の 


この 2 パタ ー ン は 、 生 物 や 人 間 や 社会 の 特徴 や 主義 、 主 張 を 表し ま 
す 。 それら は 、 従 来 、 政 治 、 社 会 、 歴 史 等 の 分 野 で 、 繰 り 返 し 取り 
上 げ ら れ て きま し た 。 


この 2 パタ ー ン は 、 特 に 以下 の 実現 に 大 き な 力 を 発揮 し ます 。 
民族 性 、 国 民 性 の 違い の 解明 。 


この 2 パタ ー ン の 社会 の あり 方 を 、 こ こ で は 、 以 下 の よ うに 名 付け 
ます 。 

( 1 ) 気体 的 行動 

( 2 ) 液体 的 行動 

( 1 ) 気体 的 行動 の 行動 様式 で 動 こ うと する イデ オロ ギー。 筆者 
は 、 そ れ を 、 以 下 の よ うに 名 付け ます 。 ガス v 主 義 。 

( 2 ) 液体 的 行動 の 行動 様式 で 動 こ うと する イデ オロ ギー。 筆者 
は 、 そ れ を 、 以 下 の よ うに 名 付け ます 。 リ キッ ド 主 義 。 


動画 (1 ) 気体 的 行動 ( ガス 主義 ) 


動 


国 


( 2 ) 液体 的 行動 (リキ ッ ド 主義 ) 


個体 、 粒 子 問 の 力 の 働き を 矢 EI で 表す と 、 以 下 の よ うに な り ま す 。 
動画 (1 ) 気体 的 行動 ( ガス 主義 ) 

動画 (2 ) 液体 的 行動 (リキッド 主義 ) 

そこ か ら 、 以 下 の こ と が 、 分 か り ま す 。 

( 1 ) 気体 的 行動 で は 、 個 体 、 粒 子 の 間 に 、 あ まけ り 力 が 働か ず 、 独 
立 性 が 高い 。 

( 2 ) 液体 的 行動 で は 、 個 体 、 粒 子 間 の 力 の 働き 合い が 大 きい 。 

( 1 ) 間 個 体 、 粒 子 が 気体 的 行動 を 取る 社会 。 それ は 、 気 体 的 社会 
で す 。 

( 2 ) 間 個 体 、 粒 子 が 液体 的 行動 を 取る 社会 。 それ は 、 液体 的 社会 
で す 。 


実例 

以下 の 運動 、 行 動 様式 が 、 気 体 的 行動 、 液 体 的 行動 の 実例 に な り ま 
す 。 

( 分 子 物理 学 、 化 学 ) 気体 分 子 運動 / 液体 分 子 運 動 。 物 
理 的 運動 バ パターン 。 


動画 (1 ) 気体 分 子 運動 
動 


国 


( 2 ) 液体 分 子 運動 


これ は 、 以 下 の ( 1 ) の 違い に より 、 以 下 の ( 2 ) の 通り と な り ま 
す 


( 1 - 1 ) 分 子 運動 速度 が 速い ( 気体 分 子 ) / 分 子 運動 速度 が 遅い 
( 液体 分 子 ) 

( 1 - 2 ) 分 子 間 カ が 無い (気体 分 子 ) / 分 子 間 力 が 有る (液体 分 
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( 2 - 1 ) 気体 的 行動 = 気体 分 子 運 動 
( 2 - 2 ) 液体 的 行動 = 液体 分 子 運 動 


( 感覚 、 知 覚 心 理学 ) 湿度 感覚 ( 乾い た (ドライ ) / 
湿っ た (ウェ ッ ト ) 個体 ) 


動画 (1 ) 乾 \ た (ドラ イ ) 個体 
動画 (2 ) 混 っ た (ウェ ッ ト ) 個体 
これ は 、 以 下 の 感 覚 を 生物 や 人 間 に 対 し て 所 えま す 。 


( 1 ) 気体 的 行動 = ドライ な 、 乾 いた 感覚 
( 2 ) 液体 的 行動 = ウェ ッ ト な 、 湿 っ た 感覚 


その 原因 は 、 上 記 の 物理 的 な 気体 分 子 運動 / 液体 分 子 運動 と の 類推 
2 
( 1 ) 気体 が 、 乾 いた 、 ド ライ な 感覚 を 生物 や 人 間 の 肌 に 与え る こ 


(Y 


( 2 ) 流体 が 湿っ た 、 ウ ェ ッ ト な 感覚 を 生物 や 人 間 の 肌 に 所 える 


(一 


同じ 気体 の 空気 が 、 以 下 の ひよ うに 異な る 感覚 を 、 生 物 や 人 間 に 対 し 
て 与え ます 。 

( 1 ) 守 気 中 に 気体 と し て 存在 する 水 の 分 子 の 数 が 少な く な る 場 
合 。 混 度 が 低下 し ます 。 そ れ は 、 ド ライ な 感覚 を 人 肌 に 避 え ます 。 
( 2 ) 守 気 中 に 気体 と し て 存在 する 水 の 分 子 の 数 が 多く な る 場合 


湿度 が 高まり ます 。 そ れ は 、 ウ ェ ッ ト な 感覚 を 人 肌 に 与え ます 。 


空気 中 に 気体 と し て 存在 で きる 水 の 分 子 の 数 。 それ に は 限界 が あり 
ます 。 湿度 が 高まる に つれ て 、 水 は 気化 し に くく な けり ます 。 温度 低 
下 を きっ か け に 、 気 体 だ っ た 水 の 分 子 が 、 液 体 に 変わ り ま す 。 


ここ で 、 乾 いた ( ドラ イ な ) 個体 群 と 、 湿 っ た (ウェット な ) 個体 
群 を 相互 作用 させ る と 以下 の よう に な り ま す 。 

動画 相互 作用 (水色 の 個体 が 、 乾 \ い た ドラ イ な 個体 で す 。 ピン ク 
色 の 個体 が 、 湿 っ た ウェ ッ ト な 個体 で す 。 矢 EhI は 、 力 の か か る 方 向 
を 表し て いま す 。 ) 

液体 的 行動 の 湿っ た ( ウェット な ) 個体 が 、 気 体 的 行動 の 乾い た 
( ドラ イ な ) 個体 に 接触 され る と 、 内 向き の 閉鎖 的 な 指向 を 示し ま 
す 。 力 の 指向 する 向き を 示す 矢印 が 内 向き に 振れ る た めで す 。 
この パタ ー ン は 、 生物 や 人 間 の ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト な 性 格 の 違い に そ 
の まま 反映 され ます 。 

( 1 ) 気体 的 行動 = ドラ イ な 、 乾 いた 性 格 の 人 の 行動 様式 

( 2 ) 液体 的 行動 = ワウ ェ ッ ト な 、 湿 っ た 性 格 の 人 の 行動 様式 


生物 や 人 間 の 性 格 の 湿度 差 。 そ れ を コン ピュ ー タ ・ シ ミュ レー ショ 
ン で 表す こと 。 そ れ は 、 気 体 的 行動 、 液 体 的 行動 で 表せ ば 良い 。 


( 生物 学 ) 精子 的 / 卵子 的 行動 様式 
動画 (1 ) 精子 的 


動画 (2 ) 卵子 的 


気体 的 行動 。 精 子 的 性 格 。 精 子 的 行動 様式 。 男 性 性 の 起源 。 
液体 的 行動 。 卵 子 的 性 格 。 卵子 的 行動 様式 。 女性 性 の 起源 。 


これ ら の 相違 は 、 生 物 の 有 性 生殖 の 根本 に 関連 し ます 。 


上 記 の 動画 で は 、 表示 は 、 以 下 の 通り で す 。 
(1) 
(2) 


1 
2 


ここ か ら 、 以 下 の 内 容 を 導き 出す こと が 可能 で す 。 


( 性 差 心理 学 。 性差 社会 学 。 ) 男性 的 性 格 / 女性 的 性 
格 。 連 性 的 行動 様 式 / 女性 的 行動 様式 。 ( 男 ら し さ / 女 
ら し さ 。 父 性 的 性 格 / 母性 的 性 格 。 ) 

動画 (1 ) 男 性 的 

動画 (2 ) 女 性 的 


四 


男 


上 記 の 動画 で は 、 表示 は 、 以 下 の 通り で す 。 

( 1 ) 気体 的 行動 。 男 性 的 性 格 。 男 性 的 行動 様式 。 男性 優位 社会 。 
その 価値 観 や 社会 規 男 。 

( 2 ) 液体 的 行動 。 女 性 的 性 格 。 女性 的 行動 様式 。 女性 優位 社会 。 
その 価値 観 や 社会 規 男 。 


この よう に 表せ る 理由 は 、 リ スク 、 危 険 を 回 避 す る 度合 い の 相 違 が 
男女 の 行動 様式 の 根本 的 な 相違 だ か ら で す 。 

( 1 ) 捨 て 映 で リス ク を 取る 個体 = 男性 

( 2 ) 自己 保身 で リス ク を 回 避 す る 個体 = 女性 


それ に つい て の は 、 以 下 の よ うに な り ま す 。 

( 1 ) 気体 的 行動 。 リ スク を 取る こと 。 どん どん 未知 の 闇 の 領域 に 
拡散 し て 進む こと 。 男 性 的 。 

( 2 ) 液体 的 行動 。 リ スク を 回 避 す る こと 。 す で に 光 の 当たっ て い 
る 、 同 じ 狭 い 限 られ た 欧 知 の 安全 領域 。 そ の 内 部 に 、 皆 で 集中 し て 
集まっ て 、 そ の まま 動か ず に と ど ま る こと 。 女 性 的 。 


ここ で 、 動 画 中 の 各個 体 の 矢印 に 注目 し まし ょ う 。 これら の 矢印 
は 、 そ の 個体 に か か る 力 の 働き を 示し て いま す 。 

( 1 ) 気体 的 行動 = 男性 的 行動 様式 

各 個体 は 、 独 立 し て 自由 に 行動 する た め 、 各 個体 の 間 に は 、 常 時 力 


が 働き 続け る こと は 無く 、 操 個体 は 普段 は リラ ックス し て いま す 。 
( 2 ) 液体 的 行動 = 女性 的 行動 様式 

各個 体 は 、 互 い に 他 者 に 気配 り を し て 、 安 全 領 域 か ら 追 い 出さ れ な 
いよ うに 、 必 死に 気 を 遣い ます 。 そ の た め 、 難 個体 は 、 互 い の 間 

に 、 力 が 絶え ず 働 いて お り 、 緊 張 状態 に あり 、 決 し て リラ ックス 出 
来 ま せん 。 


男女 の 行動 様式 の 性 差 を コン ピュ ー タ ・ シ ミュ レー ショ ン で 表す に 
は 、 気 体 的 行動 、 液 体 的 行動 で 表せ ば 良い で す 。 


( 1 ) 父性 は 、 男 性 の 親 と し て の 側面 で あり 、 気 体 的 な 行動 様式 を 
生み 出し 、 子 供 の 行動 様式 を 気体 的 に 決定 し ます 。 
( 2 ) 母性 は 、 女 性 の 親 と し て の 側面 で あり 、 液 体 的 な 行動 様式 を 
生み 出し 、 子 供 の 行動 様式 を 液体 的 に 決定 し ます 。 


( 地理 学 、 歴 史学 ) 移動 生活 様式 / 定住 生活 様式 。 遊 
牧 民 / 農耕 民 。 彼ら の 行動 様式 


動画 (1 ) 移動 生 活 様式 者 。 遊牧 民 。 
動画 (2 ) 定住 生活 様式 者 。 農耕 民 。 
上 記 の 動画 で は 、 表 示 は 、 以 下 の 通り で す 。 


( 1 ) 気体 的 行動 = 移動 生活 様式 者 。 遊牧 民 。 彼 ら の 行動 様式 
( 2 ) 液体 的 行動 = 定住 生活 様式 者 。 農耕 民 。 彼 ら の 行動 様式 


この よう に 表せ る 理由 は 、 両 者 の 生活 様式 の 違い に 基づき ます 。 


・ 居住 場所 の 気候 の 乾燥 / 湿潤 の 違い 。 

( 1 ) 乾燥 気候 。 移動 生 活 様式 者 。 遊牧 民 。 

( 2 ) 湿潤 気候 。 定 住 生活 様式 者 。 農耕 民 。 

乾燥 し た 気候 は 、 以 下 の 実 現に 適し て いま す 。 移動 生活 様式 、 遊 牧 
生活 に 必要 な 家畜 が 食べ る 牧草 の 生育 。 

湿潤 で 高温 な 気候 は 、 以 下 の 実現 に 適し て いま す 。 定住 生活 様式 、 
農耕 生活 に 必要 な 栽培 西 物 の 生育 。 


この 湿度 面 で の 環境 の 違い 。 そ れ が 気体 的 行動 ( 移動 や 遊牧 ) と 、 
液体 的 行動 ( 定住 や 農耕 ) の 違い を 生み 出し て いま す 。 


移動 する 動物 に 頼る 生産 様式 が 遊牧 で す 。 
移動 し な い 植 物 に 頼る 生産 様式 が 農耕 で す 。 


( 1 ) 遊牧 は 移動 で す 。 ( 動物 は 、 牧 量 を 求め て 移動 する 。 ) 
( 2 ) 農耕 は 定住 で す 。 ( 植物 は 、 一 箇所 に 根 を 張っ て 動か な 
い 。) 


ュ ン ヽ ン 


(1 
(2 


( 1 ) 気体 的 行動 で は 個体 は 高速 で 移動 し ます 。 
( 2 ) 液体 的 行動 で は 個体 は ほとん ど 移 動 せ ず 、 定 住 し て いま す 。 


この 違い が 、 以 下 の 行 動 に 当て は まり ます 。 
( 1 ) 気体 的 行動 ( 遊牧 ) 

( 2 ) 液体 的 行動 ( 農耕 ) 

遊牧 は 、 広 い 面 積 に 低 密度 で 粗 放 的 に 行わ れ ま す 。 

農耕 は 、 狭 い 面積 に 高密 度 で 密集 し て 集約 的 に 行わ れ ま す 。 


ュ ン ヽ ン 


(1 
(2 
1 ) 気体 的 行動 で は 、 操 個体 が 広い 面積 に 低 密度 で 分 布 し て いま 
2 ) 液体 的 行動 で は 、 間 個体 は 狭い 面積 に 高密 度 で 分 布 し て いま 


( 
す 。 
( 
す 。 
この 違い が 、 以 下 の 行 動 に 当て は まり ます 。 
( 1 ) 気体 的 行動 ( 遊牧 ) 、 

( 2 ) 液体 的 行動 ( 農耕 ) 

遊牧 民 と 農耕 民 の 行動 様式 の 違い 。 移 動 生 活 様式 者 と 定住 生活 様式 
者 の 行動 様式 の 違い 。 そ れ ら を 、 を コン ピュ ー タ ・ シ ミュ レー ショ 
ン で 表す に は 、 気 体 的 行動 、 液 体 的 行動 で 表せ ば 良い で す 。 


遊牧 民 と 農耕 民 を 相互 作用 させ て みた 例 を 以下 に あげ ます 。 こ れ 
は 、 例 えば 中 国 の 漢 民 族 と 北方 遊牧 民族 と の 歴史 的 な せめ ぎ 合 い の 
シミ ュ レ ーション と し て 捉え る こと が で きま す 。 こ れ は 、 例 えば ロ 
シア 農耕 民族 と モン ゴル 遊牧 民族 と の 歴史 的 な せめ ぎ 合 い の シ ミュ 
レー ショ ン と し て 捉え る こと が で きま す 。 


動画 (農耕 民 が 重く 強い 場合 、 遊 牧 民 が 攻め て き て も 、 動 じ ま せ 
ん ) 


動画 (農耕 民 が 軽く 弱い 場合 、 遊 牧 民 が 攻め て くる と 、 簡 単に 散 
ら さ れ て し まい ます ) 


この 応用 で 、 以 下 の 違 い を 表す こと が で きま す 。 


西洋 人 と 、 東 洋 人 や ロシア 人 の 行動 様式 の 違い 


西欧 は 、 牧 背 民 で あり 、 遊 牧 と 麦 作 農耕 の 両方 に 依存 する 生活 を し 
ます 。 和 気候 は 乾燥 し て いる が 、 砂 漠 ほ ど で は あり ませ ん 。 

西欧 は 、 東 アジ ア の モン スー ン ほ ど 湿 潤 で は あり ませ ん 。 

西欧 は 、 適 度 に 乾燥 し 、 湿 潤し て いま す 。 

西欧 は 、 和 辻 折 郎 「 風 土 」 の 分 類 で は 、 牧 場 型 に 当たり ます 。 
西欧 は 、 ア ラブ 、 ユ ダ ヤ 、 ト ルコ 、 モ ン ゴ ル ほ ど 遊 牧 的 、 移 動 的 で 
は あり ませ ん 。 

西欧 は 、 東 アジ ア ( 東洋 ) や ロシア ほど 農耕 的 、 定 住 的 で は あり ま 
せん 。 

西欧 は 、 遊 牧 と 農耕 の 中 間 型 で す 。 そ れ は 、 西 欧 ( 西洋 人 ) の 特徴 
で す 。 

西欧 ( 西洋 人 ) は 、 以 下 の 中 間 に 位 置 し ます 。 

( 1 ) 気体 的 行動 ( 純粋 遊牧 民 。 純粋 な 移動 生活 様式 者 。 ) 

( 2 ) 液体 的 行動 ( 純粋 農耕 民 。 純粋 な 定住 生活 様式 者 。 ) 


西洋 と 、 東 洋 や ロシア と を 比較 する 場合 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 に な 
り ま す 。 

( 1 ) 西洋 が 相対 的 に 気体 的 行動 に 近い 。 

( 2 ) 東洋 や ロシア が 相対 的 に 液体 的 行動 に 近い 。 


西洋 人 と 、 東 洋 人 や ロシア 人 の 行動 様式 の 差 。 そ れ を コン ピュ ー 
タ ・ シ ミュ レー ショ ン で 表す 場合 。 

それ は 、 気 体 的 行動 と 液体 的 行動 の 違い で 表せ ば 良い 。 

動画 (1 ) 相対 的 に 気体 的 な 行動 = 西洋 人 (西欧 ) の 行動 様式 


動画 (2 ) 相対 的 に 液体 的 な 行動 = 東洋 人 ( 東 ア ジア ) や ロシア 
人 の 行動 様式 


この サブ セッ ト は 、 以 下 の 内 容 を 表す こと が 可能 で す 。 
アメ リカ 人 と 日 本 人 の 国民 性 の 違い 


動画 (1 ) 相対 的 に 気体 的 な 行動 = アメ リカ 人 の 行動 様式 
動画 (2 ) 相対 的 に 液体 的 行動 = 日 本 人 の 行動 様式 


アメ リカ 人 は 、 西 欧 由 来 の 牧畜 民 が メイ ン の 国 で す 。 
日 本 人 は 、 稲 作 農耕 民 で す 。 


牧畜 民 の 行動 様式 は 、 相 対 的 に 気体 的 行動 に 近い 。 
稲作 農耕 民 の 行動 様式 が 液体 的 行動 に 近い 。 


その こと か ら 、 以 下 の 表現 が 可能 で す 。 
(1 ) アメ リカ 人 は 気体 的 行動 で 表せ ます 。 
( 2 ) 日 本 人 は 液体 的 行動 で 表せ ます 。 


アメ リカ 人 と 日 本 人 の 行動 様式 の 差 。 そ れ を コン ピュ ー タ ・ シ ミュ 
レー ショ ン で 表す 場合 。 そ れ は 、 和 気体 的 行動 と 、 液 体 的 行動 の 違い 
で 表せ ば 良い 。 


中 国 や 韓国 、 日 本 、 あ る い は ロシア は 、 い ずれ も 稲作 か 畑作 の 農耕 
民 で す 。 こ れ を 行動 パタ ー ン で 表せ ば 、 共 通 に 液体 的 行動 と な り ま 
す 。 


気体 的 行動 で 動く 、 よ り 遊 牧 的 な 西洋 ( 西欧 、 ア メリ カ ) の 人 々 の 
男女 関係 (一夫 一 婦 制 を 想定 ) 。 そ れ は 、 例 えば 以下 の よう に 表せ 
ます 。 


動画 移動 生活 様式 者 の 夫婦 。 遊牧 民 の 夫婦 。 彼ら が 二 人 で くっ つ 
いて 、 周囲 か ら 独 立 、 自 立 し て 動く さま 


液体 的 行動 で 動く 、 よ り 農 耕 的 な 東洋 (中国 、 日 本 ) や ロシア の 
人 々 の 男女 関係 ( 一 夫 一 婦 制 を 想定 ) 。 そ れ は 、 例 えば 以下 の よう 
に 表せ ます 。 


動画 定住 生活 様式 者 の 夫婦 。 農耕 民 の 夫婦 。 夫 が 、 妻 の グル ー プ 
を 中 心 に 、 吸 い 寄せ られ くっ つく さま 


以上 、 国 民 性 に は 、 そ の 共通 の 親 と な る 運動 パタ ー ン ( 気体 的 行 
動 、 液 体 的 行動 ) が 存在 し ます 。 国 民 性 の 違い は 、 そ の 具体 例 と し 
て 捉え る こと が 出来 ます 。 


( 社会 科学 の 主要 な イデ オロ ギー ) 個人 主義 ・ 自 由 主 義 
と 、 集 団 主義 ・ 反 自由 主義 の 違い 


動画 (1 ) 気体 的 行動 = 個人 主義 ・ 自 由 主 義 の 行動 様式 

動画 (2 ) 液体 的 行動 = 集団 主義 ・ 反 自由 主義 の 行動 様式 

( 1 ) 個人 の 自由 と 独立 が ある 行動 様式 。 それ が 、 気 体 的 行動 で 

す 。 

( 2 ) 個人 の 自由 と 独立 が 無い 行動 様式 。 そ れ が 、 液 体 的 行動 で 

す 。 

( 1 ) 個人 の 意見 が 尊重 され る 行動 様式 。 それ が 気体 的 行動 で す 。 
( 2 ) 個人 より も 集団 が 優先 され 、 個 人 が 集団 に 従属 する 行動 欄 

式 。 そ れ が 液体 的 行動 で す 。 

( 1 ) 個人 の プラ イベ ー ト な 領域 が 確保 され る 行動 様式 。 それ が 気 
体 的 行動 で す 。 

( 2 ) 個人 の プラ イベ ー ト な 領域 が 確保 不可 な 行動 様式 。 それ が 液 
体 的 行動 で す 。 

個人 主義 ・ 自 由 主義 と 集団 主義 ・ 反 自由 主義 の 行動 様式 の 差 。 そ れ 


ら を コン ピュ ー タ ・ シ ミュ レー ショ ン で 表す 場合 。 そ れ は 、 気 体 的 
行動 と 、 液 体 的 行動 の 違い で 表せ ば 良い で す 。 


( 社会 科学 の 主要 な イデ オロ ギー ) 先進 的 と 後進 的 の 違 
い 


動画 (1 ) 気体 的 行動 = 先進 的 な 行動 様式 
動画 (2 ) 液体 的 行動 = 後進 的 な 行動 様式 


男 


男 


( 1 ) 未知 の 新しい リス ク の ある 領域 に 積極 的 に 移動 し て 飛び 込む 
こと 。 そ の た め 、 先 ん じ て 新 し い 知 見 を 得 ら れる こと 。 そ の 実現 が 
可能 な 個体 。 そ れ が 、 気 体 的 行動 の 個体 で す 。 

( 2 ) リス ク を 取ら ず 、 い つま で も 今 ま で いた ( 安全 と され る 前 
例 、 し きた り を 示す ) 婚 知 の 光 の 領域 に と どまり 、 居 続け る こと 。 
その た め 、 知 見 面 で 後 和 い と な る こと 。 そ れ が 、 液 体 的 行動 の 個体 
で す 。 


( 1 ) リス ク を 取る 行動 。 = 先進 的 ( 気体 的 行動 ) 
( 2 ) リス ク を 取ら な い 行 動 。 安 全 を 取る 行動 。 = 後進 的 ( 液体 的 
行動 ) 


個人 同士 の イデ オロ ギー、 価 値 観 の 違い 


互い に イデ オロ ギー、 価 値 観 が 異な る 個人 同士 。 彼 ら が どの よう な 
行動 を する か に つい て 。 そ れ は 、 気 体 的 行動 と 液体 的 行動 と で 、 大 
き な 違 い が 見 られ ます 。 同 じ イ デオ ロ ギ ー、 価値 観 を 持つ 個人 に 同 
じ 色 を 付け て 表し た 場合 。 それは 、 以 下 の よ うな 表示 に な けり ます 。 


動画 (1 ) 気体 的 行動 。 異 な る イデ オロ ギー、 価値 観 。 そ れ ら を 
持つ 個人 同士 の 個人 単位 で の ぶつ か り 合 い 。 義 調和 行動 。 


動画 (2 ) 液体 的 行動 。 同 じ イ デオ ロ ギ ー、 価値 観 。 そ れ ら を 持 
つ 個 人 同士 の 閉 針 的 、 排 他 的 な まとまり 合い 。 調 和 行 動 。 


( 1 ) 気体 的 行動 。 そ こ で は 、 以 下 の 内 容 が 見 られ ます 。 

異な る イデ オロ ギー、 価 値 観 の 個人 同士 。 彼 ら が 、 高 速 で 動き 回 り 
な が ら 互 い に 混 ざり 合う こと 。 個人 単位 で の 衝突 、 ぶ つか り 合 い 。 
そこ で は 、 以 下 の 内 容 が 確 保 され て いま す 。 イ デオ ロ ギ ー、 価値 観 
の 多様 性 。 閉 調 和 性 。 


( 2 ) 液体 的 行動 。 そこで は 、 以 下 の 内 容 が 見 られ ます 。 

同じ イデ オロ ギー、 価値 観 の 個人 同士 。 彼 ら の 閉 針 的 、 排 他 的 な 所 
属 、 ま と まり 合い 、 集 団 化 。 彼ら の 低速 で あま り 動か な い 定 住 化 。 
異な る 価値 観 の 集団 同士 は 互い に 混ざる こと な く 没 交渉 で す 。 そ こ 
で は 、 以 下 の 内 容 が 確保 され て いま す 。 集団 内 で の 同質 性 、 同調 

性 、 一 体 性 。 集団 の 調和 性 。 


権力 者 の 位置 と 振る 舞い の 違い 


気体 的 行動 下 で の 強者 、 権 力 者 。 

彼ら は 、 パ ワー の ある 個体 と し て 動き ます 。 

彼ら は 、 質 量 が 重い 。 

彼ら は 、 動 く 速 度 、 加 速度 が 大 きい 。 

彼ら は 、 高 速 で 動く 。 

彼ら は 、 そ の 圧倒 的 パワ ー で 、 周囲 の 粒子 を 猛 ス ピー ド 、 猛 パワ ー 
で 一 方 的 に 蹴 散 ら す 。 

彼ら は 、 自 分 の 道 を 推進 し て いく 。 


図 気体 的 行動 で の 権力 者 ( 中 央 の 大 き な が 青色 の 個体 ) 


液体 的 行動 下 で の 強者 、 権 力 者 。 

彼ら は 、 集 団 内 の 中 枢 、 中 心 に 定住 、 位 置 す る 。 

彼ら は 、 質 量 が 重い 。 

彼ら は 、 大 地 と 癒着 し て 、 土 着 化し て 動か な い 。 
液体 分 子 的 な 集団 。 

そこ で は 、 以 下 の ( 1 ) が 、 以 下 の ( 2 ) の 内 容 を 、 以 下 の ( 3 ) 
の 内 容 と みな す 。 

( 1 ) 操 々 の 粒子 

( 2 ) 中 枢 、 都 心 に ある 権力 者 の 在 所 に 近く な る こと 。 

3 ) 自ら の 集団 内 で の 出世 、 昇 進 と みな すこ と 。 


へ 


の ( 1 ) は 、 以 下 の ( 4 ) の 行動 を 取り ます 。 

1 ) 中 枢 権 力 者 へ の 装 度 を 盛ん に 行う こと 。 
2 ) 中 枢 に 近づこ うと する 他 粒 子 と の 間 で 、 激 し い 始 深い 
引っ 張り 合い を する こと 。 そ れ を 繰り 返し 実行 する こと 。 


上 記 
( 4 
( 4 
足 の 


図 液体 的 行動 に お ける 権力 者 ( 中 央 の 大 き な 赤 い 個 体 ) 


液体 的 社会 。 そこ で は 、 個体 、 粒 子 が 、 外 周 か ら 中 枢 部 に 向かっ 

て 、 分 布 し て いま す 。 そ れ は 、 権 力 的 な 強弱 関係 を 伴っ て いま す 。 
個体 、 粒 子 は 、 中 枢 部 に 向かう ほど 、 色 が 濃く な り ま す 。 そ うし た 
個体 、 粒 子 は 、 権 力 的 に 強く な り ま す 。 

個体 、 粒 子 は 、 最 初 は 、 白 色 の 特定 の 色 の 付い て いな い 新 人 の 状態 
か ら 始 まり ます 。 個体 、 粒 子 は 、 徐 々 に 内 周 に 向かっ て 昇進 し て 行 
きま す 。 個体 、 粒 子 は 、 昇 進 す れ ば する ほど 、 よ り 濃 い 色 に 染まっ 
て 行き ます 。 


図 液体 的 な 権力 勾配 と 色 の 濃淡 


外周 か ら 中 枢 へ と 昇進 する = 


液体 的 な 権力 勾配 と 色 の 濃淡 


異な る 領域 間 の 相関 


また 、 上 記 に つい て 、 異 な る 領域 間 で 、 以 下 の 表 の よう に 同じ パ 
ター ン 同 士 の 相関 を 取る こと が で きま す 。 


表 1 


それ は 、 例 えば 、 以 下 の 結 び つ き 、 対 応 関係 を 説明 し ます 。 


気体 的 行動 - 液体 的 行動 : 農耕 - 遊牧 : 定住 生活 様式 - 移動 生活 様 
式 : 女性 - 男性 : 母性 - 父性 


上 記 か ら 、 以 下 の 対応 関係 を 導き 出す こと が 可能 で す 。 

西洋 - 東洋 、 ロ シア : (西欧 - 東 ア ジア 、 ロ シア ) : (アメ リカ - 
日 本 ) : 男性 的 (男性 優位 ) - 女性 的 ( 女性 優位 ) : 気体 的 行動 - 
液体 的 行動 

西欧 - 日 本 : 父性 的 - 母性 的 : 気体 的 行動 - 液体 的 行動 

上 記 の 対応 、 相 関 か ら 得 ら れる 応用 の 答え と し て は 、 一 例 と し て 、 
以下 の ひよ うな も の が あげ られ ます 。 


遊牧 民 の 人 々 の 性 格 は ドラ イ で ある 。 
農耕 民 の 人 々 の 性 格 は ウェ ッ ト で ある 。 


女性 は 、 西 洋 で は 騰 い 。 
女性 は 、 東 洋 や ロシア で は 強い 。 


男性 は 、 東 洋 や ロシア で は 肥 い 。 
男性 は 、 西 洋 で は 強い 。 


女性 は 、 根 本 的 に 集団 主義 者 、 反 自由 主義 者 で ある 。 
男性 は 、 根 本 的 に 個人 主義 者 、 自 由 主義 者 で ある 。 


日 本 社会 は 、 根 本 的 に 集団 主義 者 、 反 自由 主義 の 社会 で あめ る 。 そ れ 
は 、 同 じ 農 耕 民 の 社会 で ある 中 国 、 韓 国 、 ロ シア と 同じ で ある 。 


稲作 農耕 民 の 社会 は 集団 主義 的 、 反 自由 主義 的 で ある 。 


日 本 社会 、 中 国 社会 、 韓 国 社会 、 ロ シア 社会 は 女性 的 で ある 。 そこ 
で は 、 女 性 が 社会 を 支配 し て いる 。 それ は 女性 優位 社会 で ある 。 


移動 生活 様式 者 。 遊牧 民 。 彼 ら は 先進 的 で ある 。 
定住 生活 様式 者 。 農耕 民 。 彼ら は 後進 的 で ある 。 


男性 は 先進 的 で ある 。 
女性 は 後進 的 で ある 。 


アメ リカ 、 西 欧 は 先進 的 で ある 。 
中 国 、 韓 国 、 日 本 、 ロ シア は 後進 的 で ある 。 


国際 情勢 と の 関連 


液体 的 社会 、 気体 的 社会 は 、 共 に 、 世 界 の 人 間 社 会 の 中 で ひたすら 
盛衰 を 繰り 返し て きま し た , その 繰り 返し が 、 今 後 も 続き ます 。 
少し 以前 に は 、 以 下 の よ うな が 時期 が あり まし た 。 

以下 の ( 1 ) が 、 以 下 の ( 2 ) に よっ て 、 以 下 の ( 3 ) の 行為 を 受 
ける こと 。 

( 1 ) 中 国 や 日 本 の よう か な 液体 的 社会 

( 2 ) 欧米 諸国 の よう た な 気体 的 社会 。 

( 3 ) 大 きく 圧迫 され 、 攻 撃 、 浸 食 さ れ 、 一 方 的 に 支配 され る こ 
と 。 

最近 で は 、 中 国 や ロシア の よう な 液体 的 社会 は 、 と て も 勢力 が 大 き 
く な り ま し た 。 彼ら は 、 欧 米 諸 国 の よう な 気体 的 社会 を 、 そ の 周囲 
を 次 々 と 取り 囲ん で 、 密 閉 状 態 に し ます 。 液体 的 社会 は 、 そ うす る 
こと で 、 気 体 的 社会 の 動き を 封じ ます 。 液体 的 社会 は 、 そ うし て 、 
気体 的 社会 を 、 自 分 た ちの 社会 の 下請 け 状 態 の よう に し て 支配 し ま 


す .。 
そう し た 方 向 へ と 、 国 際 情 勢 が 新た に 変化 し て き て いま す 。 


気体 的 思 に 六 、 液体 的 思 思想 。 


私 は 、 上 記 に お ける 、 気 体 的 行動 様式 と 、 液 体 的 行動 様式 と の 、 比 
較 に 基づい て 、 以 下 の 内 容 を 、 整 理 し まし た 。 


生物 や 人 間 に お ける 、 気 体 的 思想 と 、 液 体 的 思想 。 そ れ ら の 内 容 
の 、 整理 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


精子 的 行動 様式 や 、 男 性 的 行動 様式 は 、 気 体 的 思想 を も た ら す 。 
卵子 的 行動 様式 や 、 女 性 的 行動 様式 は 、 液 体 的 思想 を も た ら す 。 
移動 生活 様式 は 、 気 体 的 思想 を も た ら す 。 
定住 生活 様式 は 、 液 体 的 思想 を も た ら す 。 
男性 優位 社会 の 思想 は 、 気 体 的 思想 で ある 。 
女性 優位 社会 の 思想 は 、 液 体 的 思想 で ある 。 


2 
人 


ギリ シャ や 西欧 や 中 東 や モン ゴル の 思想 は 、 気 体 的 思想 で 


中 国 や ロシア の 思想 は 、 液 体 的 思想 で ある 。 


気体 的 思想 。 例 。 


01 
02 
03 


乾燥 性 。 冷涼 性 。 
簡潔 性 。 貧相 性 。 
個別 主義 。 個 人 主義 。 自由 主義 。 独立 性 。 単独 性 。 自律 性 。 無 


機 性 。 間 接 着 性 と 非 癒 著 性 。 


04 
05 


運動 性 。 流 動 性 。 能動 性 。 
内 外 の 疾 区 別 。 表面 の 欠如 外部 性 。 通 気性 。 内 部 空気 の 、 外 


気 と の 入れ 替え に お ける 、 容 易 性 。 


06 
07 
08 
09 


代表 性 。 串 出 性 。 率 赴 性 。 

自己 捨て 身 性 。 義 温室 性 。 解 放 性 。 短 期 契約 性 。 

個人 プラ イバシー の 尊重 。 

離散 性 や 切断 性 。 冷徹 で 客観 的 な 、 対 象 佑 農 性 。 分 析 性 。 低 密 


度 性 。 粗雑 性 。 


10 


多様 性 や 離散 性 。 公開 性 や 開放 性 。 
周辺 性 や 普遍 性 。 自己 拡大 性 。 マ クロ 性 や 大 局 性 や グロ ー バ ル 


軽量 性 。 天空 指向 。 

未知 領域 へ の 、 飛 び 出 し や 挑戦 。 新 規 性 や 独創 性 。 
理性 。 直 線 性 。 鋭角 性 。 剛 性 。 論 理性 。 科 学 性 。 
攻撃 性 。 批 章 性 。 暴 力 支配 性 。 


液体 的 思想 。 例 。 


01 


湿潤 性 。 温 暖 性 。 


02 豊潤 性 。 富 裕 性 。 

03 全体 主義 。 集 団 主義 。 統制 主義 。 相互 依存 性 。 協 調 性 。 他 律 
性 。 有機 性 。 接着 性 と 癒着 性 。 

04 不動 性 。 定 着 性 。 受動 性 。 

05 内 外 の 区 別 。 表 面 張力 の 所 持 。 内 部 性 。 密 閉 性 。 内 部 空気 の 、 
外気 と の 入れ 替え に お ける 、 困 難 性 。 

06 内 奥 性 。 隠 べ い 性 や 内 部 保護 性 。 ク ッ シ ョ ン 性 。 

07 自己 保身 性 。 温 室 性 。 包含 性 。 閉じ込め 性 。 長期 縁故 性 。 
08 集団 プラ イバシー の 尊重 。 

09 集中 性 や 近接 性 や 親密 性 や 一 体 融 合 性 。 eSKDSGHSN 
対象 受容 性 。 分析 拒絶 性 と 、 チ ェ ッ ク の 詳細 性 。 高 密度 性 。 綿 密 
性 。 

10 調和 性 や 同調 性 。 機 密 性 や 閉鎖 性 や 排他 性 。 

11 自己 中 心性 。 活 縮 性 。 ミ クロ 性 や 局所 性 。 

12 重量 性 。 大 地 指 向 。 

13 學 知 領域 へ の 滞留 。 前 例 踏 襲 性 や 前 例 改 良性 。 

14 情緒 性 。 曲 線 性 。 円 滑 性 。 和 柔軟 性 。 壮 論理 性 や 王 観 性 。 疾 科 学 


15 防御 性 。 無 批 利 性 。 専 制 支 配 性 。 


気体 的 思想 と 液体 的 思想 と は 、 互 い に 、 矛 盾 し 、 対 立 し 、 相 容れ な 
し 1。 

気体 的 思想 の 所 有 者 は 、 液 体 的 思想 に 対し て 、 専 ら 、 気 体 的 思想 に 
基づい て 、 ア プロ ー チ し よう と する 。 例 。 西 欧 と 北米 の 人 々 に よ 
る 、 日 本 文化 の 、 分 析 と 受容 。 

液体 的 思想 の 所 有 者 は 、 気 体 的 思想 に 対し て 、 専 ら 、 液 体 的 思想 に 
基づい て 、 ア プロ ー チ し よう と する 。 例 。 日 本 の 学者 た ち に よる 、 
西欧 思想 の 、 無 批 章 な 丸呑み に よる 、 受 容 。 日 本 の 人 々 が 、 西 欧 と 
北米 の 諸国 が 形成 する 集団 を 、 伝 統 的 な 定住 集団 と 見 な し て 、 そ の 
定住 民 に な る こと を 、 熱 望 し 、 実 現し た こと 。 日 本 の 人 々 が 、 西 欧 
と 北米 の 諸国 が 形成 する 集団 を 、 伝 統 的 な 定住 集団 と 見 な し て 、 そ 
の 社会 的 価値 観 に 対し て 、 同 調 と 調和 と 隷 従 を 、 盲 目的 に 行う こ 
と 。 そ うし た 定住 集団 の ルー ル が も た ら す 、 日 本 国内 に お ける 、 液 
体 的 思想 の 主張 の 、 社 会 的 な 禁止 。 

その 結果 。 

気体 的 思想 の 所 有 者 は 、 液 体 的 思想 を 、 理 解 で き な い 。 例 。 西欧 や 
北米 の 社会 学者 た ち が 、 中 国 や ロシア や 日 本 を 、 家 父 長 制 社会 と 捉 
える こと し か 、 出 来 な いこ と 。 西欧 や 北米 の 社会 学者 た ち が 、 中 国 
や ロシア の 国家 代表 者 を 、 家 父 長 的 な 最高 権力 者 の 独裁 者 と 捉え る 
こと し か 、 出 来 な いこ と 。 


液体 的 思想 の 所 有 者 は 、 気 体 的 思想 を 、 理 解 で き な い 。 例 。 日 本 の 
社会 学者 た ち 。 彼ら は 、 日 本 国内 の 大 学 で の 講義 に お いて 、 西 欧 の 
社会 思想 の 素晴らし さ を 、 真 顔 で 主張 する こと 。 彼ら 自身 は 、 伝 統 
的 な 定住 生活 様式 の ルー ル に 基づい て 、 大 学 で の 日 常 生活 を 、 送 る 
こと し か 、 出 来 な いこ と 。 

気体 的 思想 の 所 有 者 は 、 液 体 的 思想 を 、 受 容 で き な い 。 例 。 西欧 や 
北米 の 社会 学者 た ち が 、 女 性 優位 社会 の 実在 を 、 決 し て 容認 する こ 
と が 出来 な いこ と 。 

液体 的 思想 の 所 有 者 は 、 気 体 的 思想 を 、 受 容 で き な い 。 例 。 中 国 や 
ロシア の 人 々 に お ける 、 西 欧 的 な 個人 主義 や 自由 主義 に 対す る 、 強 
烈 な 拒否 反応 。 

気体 的 思想 の 所 有 者 は 、 液 体 的 思想 と 、 そ の 所 有 者 を 、 滋 れる 。 
例 。 西 欧 と 北米 の 諸国 に お ける 、 女 性 へ の 迷 怖 症 。 西欧 と 北米 の 諸 
国 に お ける 、 ロ シア や 中 国 へ の 、 怖 症 。 

液体 的 思想 の 所 有 者 は 、 気 体 的 思想 と 、 そ の 所 有 者 を 、 没 れる 。 
例 。 中 国 や ロシア や 日 本 に お ける 、 男 性 的 価値 観 に 対す る 、 強 い 社 
会 的 軽 蔵 。 中 国 や ロシア に お ける 、 西 欧 と 北米 の 諸国 の 社会 的 価値 
観 に 対す る 、 強 い 帝 怖 感 。 日 本 社会 内 部 に 潜在 する 、 ア メリ カ 的 価 
値 観 に 対す る 、 強 い 送 怖 感 。 

気体 的 思想 の 所 有 者 は 、 液 体 的 思想 と 、 そ の 所 有 者 を 、 排 兵 し 、 抹 
消し よう と する 。 例 。 西 欧 と 北米 の 諸国 が 主導 する 、 ロ シア を 、 世 
界 社会 か ら 、 抹 級 し よう と する 、 試 み 。 

液体 的 思想 の 所 有 者 は 、 気 体 的 思想 と 、 そ の 所 有 者 を 、 排 殿 し 、 抹 
消し よう と する 。 例 。 中 国 や ロシア に お ける 、 西 欧 と 北米 の 諸国 の 
社会 的 価値 観 を 、 国 内 か ら 抹 消し よう と する 、 試 み 。 


男性 は 、 気 体 的 思想 を 、 遺 伝 的 に 所 有する 。 

女性 は 、 液 体 的 思想 を 、 遺 伝 的 に 所 有する 。 

気体 的 思想 の 社会 に お いて 。 

男性 は 、 遺 伝 的 に 、 社 会 適合 者 で ある 。 女 性 は 、 遺 伝 的 に 、 社 会 不 
適合 者 で ある 。 

父親 は 、 気 体 的 思想 の 主導 者 で ある 。 

父親 は 、 娘 が 遺伝 的 に 所 有する 液体 的 思想 を 、 彼 自身 の 娘 の 生育 の 
過程 に お いて 、 強 制 的 に 抹消 する 。 

その 結果 。 

娘 は 、 後 天 的 に 、 気 体 的 思想 の 、 劣 化し た 所 有 者 と な る 。 


液体 的 思想 の 社会 に お いて 。 
女性 は 、 遺 伝 的 に 、 社 会 適合 者 で ある 。 男 性 は 、 遺 伝 的 に 、 社 会 不 
適合 者 で ある 。 


母親 は 、 液 体 的 思想 の 主導 者 で ある 。 

母親 は 、 息 子 が 遺伝 的 に 所 有する 気体 的 思想 を 、 彼 女 自身 の 息子 の 
生育 の 過程 に お いて 、 強 制 的 に 抹消 する 。 

その 結果 。 

息子 は 、 後 天 的 に 、 液 体 的 思想 の 、 劣 化し た 所 有 者 と な る 。 


気体 的 思想 と 液体 的 思想 の 両方 を 、 同 時 に 理解 する 者 。 
彼 は 、 生 物 や 人 間 の 社会 に お ける 、 根 本 的 な 、 社 会 不適 合 者 で あ 
る 。 


生物 や 人 間 に お ける 、 和 気体 的 思想 と 、 液 体 的 思想 。 そ れ ら の 和 者 に 
共通 する 思想 。 

気体 的 思想 の 社会 に も 、 液 体 的 思想 の 社会 に も 、 同 時 に 存在 する 思 
想 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

例 。 

01 生き や すさ の 最大 化 。 生 き や す さ の 奪い 合い 。 上 位 者 に よる 、 
下位 者 の 生き や すさ の 、 収 奪 。 例 。 利益 至上 主義 。 償 土 拡大 主義 。 
植民 地主 義 。 

02 自己 複製 。 自 己 増 殖 。 同 質 性 や 共通 性 へ の 指向 。 合 意 形 成 へ の 
指向 。 異 質 性 の 排除 。 純 血性 の 維持 へ の 指向 。 雑 種 性 の 排除 。 義 同 
化 者 の 排除 。 例 。 人 種差 別 。 民族 差別 。 性 差別 。 

03 有 能 性 の 獲得 へ の 指向 。 學 得 権益 の 獲得 へ の 指向 。 社会 的 上 位 
性 の 獲得 へ の 指向 。 

04 危険 や 脅威 や ライ バル の 、 拝 除 や 抹消 。 そ の た め の 、 戦 争 や 賠 
争 の 、 頻 発 。 

05 社会 的 上 位 性 の 誇示 。 社会 的 下位 性 へ の 笑 蔵 。 

06 下位 者 の 意思 の 社会 的 反映 。 上 位 者 に よる 、 下 位 者 の 生き や す 
さ の 実現 に 対す る 、 配 慮 。 社 会 的 地位 の 、 上 下方 向 に お ける 流動 性 
の 、 確 保 。 社 会 に お ける 、 そ れ ら の 実現 を 、 理 想 化 する こと 。 例 。 
民主 主義 。 

07 隆盛 指向 。 補 指 向 。 そ れ ら の 実現 の た め の 、 平 和 の 、 尊 重 。 
08 部 外 者 の 内 部 進入 に 対す る 、 詩 可 制 の 施行 。 内 部 秩序 を 乱す 者 
の 、 内 部 に お ける 抹消 や 、 外 部 へ の 追放 。 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


気体 優位 の 世界 。 液体 優位 の 世界 。 


01 気体 優位 の 世界 。 
02 液体 優位 の 世界 。 


01 気体 が 、 液 体 全 体 の 外部 に 、 無 限 に 拡大 する 形 で 、 広 大 に 分 布 
する 、 物 理 的 な 世界 。 
02 液体 が 、 気 体 全体 を 、 そ の 内 部 へ と 、 完 全 に 閉じ 込め る 形 で 分 
布 す る 、 物 理 的 な 世界 。 


01 気体 的 思想 の 社会 が 、 液 体 的 思想 の 社会 の 外部 に 、 無 限 に 拡大 
する 形 で 、 広 大 に 分 布 す る 、 精 神 的 な 世界 。 

02 液体 的 思想 の 社会 が 、 気 体 的 思想 の 社会 を 、 そ の 内 部 へ と 、 完 
全 に 閉じ 込め る 形 で 分 布 す る 、 精 神 的 な 世界 。 


01 男性 優位 社会 が 、 女 性 優位 社会 の 外部 に 、 無 限 に 拡大 する 形 
で 、 広 大 に 分 布 する 、 生 物 的 な 世界 。 
02 女性 優位 社会 が 、 男 性 優位 社会 を 、 そ の 内 部 へ と 、 完 全 に 閉じ 
込め る 形 で 分 布 す る 、 生 物 的 な 世界 。 


01 父 権 社会 が 、 母 権 社会 の 外部 に 、 無 限 に 拡大 する 形 で 、 広 大 に 
分 布 す る 、 生 物 的 な 世界 。 

02 母 権 社会 が 、 父 権 社会 を 、 そ の 内 部 へ と 、 完 全 に 閉じ 込め る 形 
で 分 布 する 、 生 物 的 な 世界 。 


01 移動 生活 様式 の 社会 が 、 定 住 生活 様式 の 社会 の 外部 に 、 無 限 に 
拡大 する 形 で 、 広 大 に 分 布 する 、 生 物 的 な 世界 。 

02 定住 生活 様式 の 社会 が 、 移 動 生活 様式 の 社会 を 、 そ の 内 部 へ 
と 、 寺 全 に 閉じ 込め る 形 で 分 布 す る 、 生 物 的 な 世界 。 


気体 優位 の 世界 。 液体 優位 の 世界 
気体 的 思想 が 支配 する 、 世 界 。 液体 的 思想 が 志す る る 、 世 界 。 
男性 優位 の 世界 女性 優位 の 世界 
移動 生 : 潤 基 が 優位 の 、 世界 。 定住 生 : 活 様式 が 優位 の 、 世界 。 
個人 主義 と 自由 主義 が 、 優 位 の 、 世 界 。 全体 主義 と 調和 主義 が 、 優 位 の 、 世 界 。 


( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


本 会 。 液体 性 社会 。 気体 性 や 液体 性 の 
社会 的 禁忌 と の 関連 。 


気体 性 社会 。 気体 的 思想 の 所 有 者 た ち に よっ て 形成 され る 社会 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生物 の 社会 の 場合 。 移 動 生活 様式 中 心 社会 。 男性 優位 社会 。 精子 群 
や 精細 胞 群 の 社会 
無生物 の 物質 の 社会 の 場合 。 気 体 分 子 群 が 形成 する 社会 


液体 性 社会 。 液 体 的 思想 の 所 有 者 た ち に よっ て 形成 され る 社会 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 の 社会 の 場合 。 定 住 生活 様式 中 心 社会 。 女性 優位 社会 。 卵子 群 


や 卵細胞 群 の 社会 
無生物 の 物質 の 社会 の 場合 液体 2 ) 子 群 が 形 成す る 社会 


それ ら の 社会 に お ける 、 和 社会 的 禁忌 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

気体 性 社会 に お いて 、 液 体 的 思想 へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁忌 で ある こ 
どら 

液体 性 社会 に お いて 、 気 体 的 思想 へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁忌 で ある こ 


oO 


例 。 
気体 性 社会 に お いて 、 定 住 生活 様式 へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁忌 で ある 
Ne 


液体 性 社会 に お いて 、 移 動 生活 様式 へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁忌 で ある 
回 人 き ぁ 


例 。 
気体 性 社会 に お いて 、 女 性 性 その も の へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁忌 で 
人 る 品 志 。 


液体 性 社会 に お いて 、 男 性 性 その も の へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁忌 
る と と 。 


気体 性 社会 に お いて 、 女 性 の 優位 性 へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁忌 で ある 
ら ご ぞ 。 
旨 に は 罰 1 て 、 相生 あく まで 表向き の 


例 。 


気体 性 社会 に お いて 、 液体 分 子 運動 パタ ー ン へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁 
忌 で ある こと 。 

その 結果 。 気 体 性 社会 に お いて 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン の 解明 は 、 
何時 まで 経っ て も 、 決し て 進ま な いこ と 。 


液体 性 社会 に お いて 、 気体 分 子 運 動 パ ター ン へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁 
忌 で ある こと 。 

液体 性 社会 に お いて 、 液 体 分 子 運動 バタ ー ン の 解明 は 、 社 会 的 禁忌 
で ある こと 。 そ の 行為 は 、 彼 ら の 社会 の 内 部 に お ける 機密 の 暴露 

に 、 該 当 す る こと 。 その 行為 は 、 社 会 的 に 決し て 許さ れ な いこ と 。 


それ ら の 結果 。 

世界 中 の 、 あ ら ゆ る 社会 に お いて 、 液 体 分 子 運動 バタ ー ン の 解明 
は 、 社 会 的 禁忌 で あり 、 容 認 さ れ な いこ と 。 

世界 中 の 、 あ ら ゆ る 社会 に お いて 、 液 体 性 の 研究 が 、 何 時 まで 経っ 
て も 進ま な いこ と 。 


( 2022 年 12 月 初出 。 ) 


表 に よる 説明 。 
動作 の 4 パタ ー ン の 抽出 


上 記 の 説明 で は 、 2 つの パタ ー ン に 絞っ て 説明 し て きま し た 。 


粒子 の 動作 バタ ー ン か ら 速 度 と 相互 問 引 力 の 2 次 元 を 取り 出す こ 
と 。 そ れ に よっ て 、 以 下 の 四 つ の タイ プ を 抽出 する こと 。 そ れ が 可 
能 で す 。 


それ ら は 、 以 下 の 通り で す 。 


( 1 ) "気体 分 子 の 運動 パタ ー ン 。 気体 的 行動 。" 
速度 が 速い こと 。 
相互 間 の 引力 が 働か ず 、 個 人 で 自由 に 動く こと 。 


( 2 ) "集団 移動 の パタ ー ン 。" 
速度 が 速い こと 。 
相互 問 の 引力 が 働き 、 団 体 で まとまっ て 動く こと 。 


(2 ゴリ) 

無機 的 物質 の 社会 の 場合 。 

雨 事 。 台 風 や 、 サ イク ロン や 、 八 リ ケ ー ン 。 賛 星 や 、 火 の 玉 。 
それ ら の 動き の パタ ー ン 。 


(2- 2) 
生物 の 社会 の 場合 。 
(2-2-1) 


低 中 移動 。 気 体 中 に お ける 、 移 動 。 
飛ん で 集団 移動 する 、 渡 り 鳥 の 群れ 。 
飛ん で 集団 移動 する 、 バ ッ タ の 群れ 。 
(2-2-2) 

水中 移動 。 液 体 中 に お ける 、 移 動 。 
泳い で 集団 移動 する 、 魚 の 群れ 。 
それ ら の 動き の パタ ー ン 。 


( 3 ) " 散 村 パ ター ン 。 " 
速度 が 遅い こと 。 
相互 問 の 引力 が 働か ず 、 散 在 する こと 。 


人 間 社 会 の 場合 。 

散 村 。 陸上 生活 。 

個々 の 住居 が 、 散 在 し て 形成 され た 、 集 落 。 

それ ら が 存在 する 地域 の 例 。 ア メリ カ 。 ドイ ツ 。 日 本 。 


( 4 ) "液体 分 子 の 運動 パタ ー ン 。 液 体 的 行動 。" 
速度 が 遅い こと 。 
相互 問 の 引 力 が 働き 、 団 体 で まとまっ て 動く こと 。 


筆者 は 、 本 書 で は 、 上 記 の つう ち 、 対 比 す る 上 で 、 よ り ベ ー シ ッ ク 
な 、 ( 1 ) 気体 分 子 と 、 ( 4 ) 液体 分 子 と を 、 ま ず 取 り 出 し て 、 比 
較 し て いま す 。 


動作 2 バタ ー ン 。 アンケー ト 調 査 結果 と の 対 


応 


気体 的 行動 、 液 体 的 行動 の つ 二 つの バターン 。 それ ら は 、 以 下 の よ う 
な 広 男 な 行動 、 動 作 の 指向 、 主 義 を 同時 に 説明 し ます 。 

筆者 は 、2006 年 2 月 頃 、 イ ンタ ーネット で の アン ケー ト 調 査 を 行い 
まし た 。 革 者 は 、 そ の 結果 、 そ れ ら を 明らか に し まし た 。 

芋 者 は 、 読 者 の 皆さん に 、 以 下 の こ と を 有 要望 し ます 。 

以下 の 表 の 内 容 を 、 大 ま か に ざっ と 見 て 、 そ の 全容 を 掴む こと 。 


アン ケー ト 結 果 分 析 デ ー タ 等 詳細 。 そ れ を 知る こと 。 読者 の 皆さん 
は 、 そ の た め に 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ い 。 


それ に より 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 可能 で す 。 
以下 の 傾向 を 、 こ れ ら の 動作 パタ ー ン か ら 、 目 視 に よっ て 、 導 き 出 
要因 


( 気体 的 行動 / 液体 的 行動 ) 
相互 分 離 指向 / 相互 一 体 指向 
独立 、 自 立 指向 / 相互 依存 指向 
個人 主義 / 集団 主義 
離散 指向 / 集中 指向 

自由 主義 / 相互 規制 指向 


読者 の 皆さん は 、 そ れ ら の 詳細 に つい て は 、 以 下 の 表 を 参照 し て 下 
さい い 。 

気体 的 行動 / 液体 的 行動 。 そ れ ら の 性 質 の まとめ の 表 。 

それ は 、 次 の 項目 で す 。 


気体 的 行動 / 液体 的 行動 。 そ れ ら の 性 質 の ま 
と め の 表 。 


Table of Contents 


気体 と 液体 。 行動 や 社会 の 分 類 。 生物 や 人 間 へ の 応用 。 
動画 と 画像 に よる 説明 。 


基本 バタ ー ン 


実例 


( 分 子 物理 学 、 化 学 ) 気体 分 子 運動 / 液体 分 子 運 
動 。 物 理 的 運動 パタ ー ン 。 

( 感覚 、 知 覚 心理 学 ) 湿度 感覚 ( 乾 \ た ( ドラ 

イ ) / 湿っ た (ウェ ッ ト ) 個体 ) 

( 生物 学 ) 精子 的 / 卵子 的 行動 様式 

( 性 差 心理 学 。 性差 社会 学 。 ) 男性 的 性 格 / 女性 
的 性 格 。 男 性 的 行動 様式 / 女性 的 行動 様式 。 ( 男 
らし さ / 女 らし さ 。 父 性 的 性 格 / 母性 的 性 格 。 ) 
( 地理 学 、 歴 史学 ) 移動 生活 様式 / 定住 生活 様 
式 。 遊牧民 / 農耕 民 。 彼 ら の 行動 様式 


西洋 入 と 、 東 洋 和 信 や ロシア 人 の 行動 様式 の 
違い 


アメ リカ 人 と 日 本 人 の 国民 性 の 違い 


( 社会 科学 の 主要 な イデ オロ ギー ) 個人 主義 ・ 自 
由 主 義 と 、 集 団 主義 ・ 反 自由 主義 の 違い 

( 社会 科学 の 主要 な イデ オロ ギー ) 先進 的 と 後進 
的 の 違い 

個人 同士 の イデ オロ ギー、 価値 観 の 違い 

権力 者 の 位置 と 振る 舞い の 違い 


異な る 領域 間 の 相関 

国際 情勢 と の 関連 

気体 的 思想 と 、 液 体 的 思想 。 

気体 優位 の 世界 。 液体 優位 の 世界 。 

気体 性 社会 。 液 体 性 社会 。 気体 性 や 液体 性 の 研究 と 、 
社会 的 禁忌 と の 関連 。 


表 に よる 説明 。 


動作 の 4 パタ ー ン の 抽出 
動作 2 パタ ー ン 。 ア ン ケ ー ト 調査 結果 と の 対応 
気体 的 行動 / 液体 的 行動 。 そ れ ら の 性 質 の まとめ の 
表 。 


液体 的 行動 、 気 体 的 行動 検証 デー タ 数 値 一 覧 
気体 液体 分 子 運 動 と の 関連 に つい て の 研究 調査 結果 


調査 結果 一 覧 表 ( 要約 ) 

ドラ イィ ウェ エッ ドド な パー ツナ リティ の 諾 却 

アメ リカ 的 、 日 本 的 な パー ソナ リティ の 誰 知 
男性 的 、 女 性 的 な パー ソナ リティ の 誰 知 

父性 的 、 母 性 的 な パー ソナ リティ の 誰 知 

遊牧 的 、 農 耕 的 な バー ソナ リティ の 誰 知 

独創 的 、 模 信 的 な パー ソナ リティ の 誰 知 

自己 保身 、 安 全 、 守 られ る こと vs 危険 に 立ち 向 か 
うつ こと へ の 指向 

当 い を 好む お 、 和 合 を 好む パー ソナ リティ の 認知 
自由 を 好む お 、 規 制 を 好 お パー ソナ リティ の 褒 
決ま り を 破る 、 決 まり を 守る パー ソナ リティ の 誰 


知 
格差 を 容認 する 、 横 並び を 好 び パー ソナ リティ の 
認知 


自立 し て いる 、 依 存 的 パー ソナ リティ の 認知 
明る い 、 暗 い パ ー ソ ナリ ティ の 誰 知 

冷た い 、 温 か い パ ー ソ ナリ ティ の 認知 

責任 を 取る 、 責 任 を 回 避 す る パー ソナ リティ の 認 
知 

開放 的 、 閉 針 的 、 排 他 的 パー ソナ リティ の 認知 
能動 的 、 受 動 的 パー ソナ リティ の 誰 知 

プラ イバシー が ある パー ソナ リティ の 誰 知 

婚 び る パー ソナ リティ の 認知 

か わい い パ ー ソ ナリ ティ の 誰 知 

探検 を 好む お パー ソナ リティ の 誰 知 

自主 性 が ある パー ソナ リティ の 認知 

個人 の 能力 を 重視 する 能力 主義 パー ソナ リティ の 
認知 


個性 的 パー ソナ リティ の 誰 知 
機動 性 が ある パー ソナ リティ の 誰 知 
都市 的 、 農 村 的 パー ソナ リティ の 認知 


引用 サイ ト 
最初 期 の 研究 内 容 
? 気 体液 体型 行動 様式 7 に つい て の 検討 。 人 間 行 動 
の 分 子 運動 論 的 把握 。 
デモ プログラム 編 
気体 分 子 運動 シミ ュ レ ーション 。 液体 分 子 運動 シミ ュ 
レー ショ ン 。 


私 の 書籍 に つい て の 関連 情報 。 


私 の 主要 な 書籍 。 そ れ ら の 内 容 の 、 総 合 的 な 要約 。 
財 者 の 執筆 の 目的 と 、 そ の 実現 に 当たっ て の 方 法論 。 
参考 文献 。 

私 が 執筆 し た 全て の 書籍 。 そ の 一 覧 。 

私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 翻訳 の プロ セス に つい 
和 

私 の 略歴 。 


表 1 


比較 内 容 
気質 
生活 様式 
性 差 
親 の 差 


地域 差 (大 局 的 ) 
地域 差 (詳細 ) 
社会 体制 


先進 性 
トッ プペ ー ジ に 戻る こ 


表 2 
比較 内 容 
相互 問 引力 が 働く こ 


と 。 団 体 で まとまっ て ン や 八 リ ケー 


動く こと 。 


相互 間 引 力 が 働か な い 


こと 。 散在 する こと 。 


トッ プペ ー ジ に 戻る こ 
表 3 
比較 内 容 


分 子 運動 

湿度 

明る さ vs 暗 さ 
冷た さ vs 温 か さ 
国際 比較 

性 差 
父性 vs 母性 


気体 的 行動 ( ガス 主 液体 的 行動 (リキッド 


男性 優位 

父性 的 

西洋 

西欧 、 北 米 、 中 東 


自由 主義 
個人 主義 
先進 的 
ご 。 


速度 が 速い 


主義 ) 
IE 
定住 、 農 耕 ( 稲 
作 隊 2 
女性 優位 
母性 的 
東洋 
東 ア ジア 


( 日 本 、 中 国 、 韓 国 ) 
反 自 由 主 義 

集団 主義 

後進 的 


速度 が 遅い 


雨 事 。 台 風 や サイ クロ 液体 分 子 運 動 の パタ ー 


や 火の玉 。 


渡り 鳥 の 群れ 。 飛 来 
バッ タ の 群れ 。 魚 群 。 


ツ 。 省 星 と 


= 液体 的 行動 


気体 分 子 運動 の バタ ー 散 村 バ ター> 


ン 
= 気体 的 行動 
。 
気体 的 行動 ( ガス 主 液体 的 行動 (リキッド 
義 ) 主義 ) 
気体 分 子 運 動 パ ター ン 液体 分 子 運動 パタ ー 
較 0 中 - 溝 9 ド 
アメ リカ 的 日 本 的 
男性 的 女性 的 
父性 的 母性 的 


遊牧 vs 農耕 遊牧 的 農耕 的 
都市 vs 農村 都市 的 農村 的 
同 びる こと 。 妨 び な いこ と 。 婚 び る こと 。 

が か が わい く な いこ と 。 
リス ク vs 自 己 保身 危険 に 立ち 向かう こ 自己 保身 、 安 全 、 守 ら 

5 れる こと を 指向 する こ 

と 。 

探検 探検 を 好 の お こと 。 探検 を 好ま な いこ と 。 
独創 vs 模 信 独創 的 模 信 的 
争い vs 和合 争い を 好む こと 。 和合 を 好む こと 。 
自由 vs 規制 自由 を 好む こと 。 規制 を 好む こと 。 
決ま り を 破る vs 守る こ 決ま り を 破る こと 。 決まり を 守る こと 。 
還 。 
プラ イバシー プラ イバシー が ある 。 プラ イバシー が な い !。 
自立 vs 依存 自立 し て いる こと 。 依存 的 で ある こと 。 
責任 責任 を 取る こと 。 責任 を 回 避 す る こと 。 
開放 vs 閉鎖 、 拝 他 開放 的 閉鎖 的 、 排 他 的 
能動 vs 受動 能動 的 受動 的 
機動 性 機動 性 が ある 。 機動 性 が な い 。 
自主 性 自主 性 が ある 。 自主 性 が な い 。 


能力 主義 (個人 の 能力 能力 主義 的 で ある こ 


を 重視 する こと 。 ) と 
格差 容認 vs 横並び 
個性 的 個性 的 
トッ プペ ー ジ に 戻る こと 。 


表 _4 
[ 液体 的 行動 。 ] 

液体 。 

[ 分 子 運動 の タイ プ 。 ] 
液体 分 子 運 動 。 
[ 粒子 や 個体 の 、 一 般 的 な 動き 。 

] 

= = 運動 エネ ルギー。 活動 性 。 
速度 。 


格差 を 容認 する こと 。 


能力 主義 的 で な いこ 


横並び を 好む こと 。 
個性 的 で な いこ と 。 


[ 気体 的 行動 。 ] 


運動 エネ ルギー が 小さ いこ と 。 運 運動 エネ ルギー が 大 きい こと 。 運 


動 し な いこ と 。 

不 活発 で 、 幕 活動 的 で ある こと 。 
低速 で ある こと 。 

ゆっ くり で ある こと 。 

停止 し 、 休 止 し 、 停 滞 す る こと 。 


動 的 で ある こと 。 

活発 で 、 活 動 的 で ある こと 。 
高速 で ある こと 。 
速い こと 。 

活動 する こと 。 


定住 し 、 定 着 す る こと 。 移動 し な 移動 する こと 。 

0 と 

動く スケ ー ル が 、 小 さい こと 。 動く スケ ー ル が 、 大 きい こと 。 
微小 な 振動 を 繰り 返す こと 。 


動き が 、 微 弱 で ある こと 。 動き が 、 強 力 で ある こと 。 
= 引力 。 分子 間 力 。 

引力 が 、 働 く こ と 。 引力 が 、 働 か な いこ と 。 

互い に 、 引 き 合 うこ と 。 互い に 、 引 き 合 わな いこ と 。 

( 分 子 間 力 が 、 働 く こ と 。 ) ( 分 子 間 力 が 、 働 か な いこ と 。 ) 

体積 が 、 一 定 で ある こと 。 体積 が 、 膨 張 す る こと 。 体積 が 、 
拡大 する こと 。 

接着 する こと 。 接着 せ ず に 、 離 れる こと 。 

2 GBIC 離反 する こと 。 

連続 する こと 。 関係 を 、 切 断 す る こと 。 

うな が る ここ 

癒着 する こと 。 

介 R 呈 は が れる こと 。 

粘着 する こと 。 

纏 わ り つく こと 。 別れ る こと 。 

KN 国人 e 

加入 する こと 。 

一 緒 に な る こと 。 

集まる こと 。 散る こと 。 

密度 が 高い こと 。 密度 が 低い こと 。 

ー 体 融合 化す る こと 。 離散 する こと 。 

Be 時 ERESES 拉 本 時 間 三 し 1 に 2 申 17 し し て し 1 る こと 。 
分 離す る こと 。 

同じ で ある こと 。 四 う こと 。 
別 の 途 を 歩む お こと 。 

間隔 や 、 隙 間 や 、 空 き が 、 小 さい 間隔 や 、 隙 間 や 、 空 き が 、 大 きい 

8 店 

[ 生物 の 、 性 格 や 行動 。 1 
( 個人 や 個体 の レベ ル か ら 、 社 会 
や 組織 や 集団 の レベ ル ま で 。 ) 
=ー 行動 速度 
低速 で ある こと 。 高速 で ある こと 。 
静 的 で ある こと 。 動 的 で ある こと 。 


ー 室 間 移動 能力 が 、 小 さい こと 。 -- 識 間 移動 能力 が 、 大 きい こと 。 
運動 能力 が 、 小 さい こと 。 例 。 筋 運動 能力 が 、 大 きい こと 。 例 。 筋 
力 。 機 動 性 。 敏 皇 性 。 力 。 機 動 性 。 敏 皇 性 。 


運転 能力 が 、 小 さい こと 。 例 。 自 運転 能力 が 、 大 きい こと 。 例 。 自 


動車 を 運転 する こと 。 動車 を 運転 する こと 。 
空間 認識 能力 が 、 小 さい こと 。 室 間 認識 能力 が 、 大 きい こと 。 
例 。 地図 を 読解 する こと 。 例 。 地図 を 読解 する こと 。 


識 間 操作 能力 が 、 小 さい こと 。 室 間 操作 能力 が 、 大 きい こと 。 
例 。 三 次 元 の 立体 を 、 正 確 に 回 転 例 。 三次 元 の 立体 を 、 正 確 に 回 転 


さ 性 る で させ る こと 。 

ー 受動 性 。 ー 能動 性 。 

受動 的 で ある こと 。 能動 的 で 、 行 動 的 で ある こと 。 
エネ ルギー が 小さ いこ と 。 エネ ルギー が 大 きい こと 。 


品質 や 完成 度 が 、 高 いこ と 。 機動 性 が 、 高 いこ と 。 
受信 や 受容 を 、 指 向 す る こと 。 発信 を 、 指 向 す る こと 。 
導入 や 輸入 を 、 指 向 す る こと 。 対外 的 な 伝導 や 布教 や 、 輸 出 を 、 


指向 する こと 。 
相手 を 、 溶 和解 し 、 消 化し 、 吸 収 相手 に 対し て 、 出 展 し 、 出 力 する 
HU こと) [8 


相手 を 、 呑 み 込 み 、 包 含 する こ 相手 の 方 へ と 、 突 撃 す る こと 。 

( 

受け 身 で 、 指 示 待 ち で 、 他 人 任せ 自主 的 で 、 自 発 的 で 、 能 動 的 で あ 

で 、 外 圧 頼 り で 、 周 囲 に 流さ れる る こと 。 

感じ で ある こと 。 ( 自分 か ら 進 ん で 動く こと 。 ) 

( 自分 か ら は 動か な いこ と 。 ) 

作業 の 、 他 者 へ の 丸 投げ を する こ 主 体 的 で ある こと 。 

( 詞 ら 

先送り 的 で ある こと 。 即決 的 で ある こと 。 

( 決定 や 決断 を 、 回 避 す る こ ( 決定 し 、 決 断 す る こと 。 ) 

8) 

待機 的 で ある こと 。 機動 的 で ある こと 。 

自己 主張 が 、 調 和 的 で ある こと 。 自己 主張 が 、 不 調和 的 で ある こ 
5 


発射 物 を 、 受 け 止 あめ る こと 。 クッ 発射 する こと 。 突 入 す る こと 。 和 

ショ ン や 緩衝 と な る こと 。 衝撃 撃 を 与え る こと 。 

を 、 吸 収 し 和らげ る こと 。 

相手 か ら 、 何 か を 、 さ れる こと 。 相手 に 対し て 、 何 か を 、 す る こ 
回 


侵さ れる こと 。3 犯 され る こと 。 侵す こと 。 犯 すこ と 。 
被害 者 と な る こと 。 加害 者 と な る こと 。 
被害 者 意識 が 強い こと 。 ( 被害 妄 

想 が 強い こと 。 ) 

ー 停止 性 。 定 住 性 。 ー 移動 性 。 


停止 的 で ある こと 。 
こと 。 昔 積 を 重視 する こと 


難病 的 で ある 流動 的 で ある こ Ya 析 EE 


ー 3 流れ を 重視 する こ 6 


不動 で ある こと 。 定 着 し 、 定 住 す 移動 する こと 。 拡散 する こと 


る こと 。 土 着 で ある こと 。 


( 根 を 、 し っ か り 下 ろ す こと 。 


( 根 無し 量 で ある こと 。 ) 


土地 へ の 執着 が 、 強 いこ と 。 土地 へ の 執着 が 、 弱 いこ と 。 

土地 に 対し て 、 関 心 が あ る こと 。 土地 に 対し て 、 無 関心 で ある こ 
(9 

ー 重量 性 。 ー 軽量 性 。 

下降 する こと 。 沈下 する こと 。 上昇 する こと 。 飛行 する こと 。 


大 地 や 、 下 方 向 を 、 指 向 す る こ 
し た 
( 地 母 神 を 、 信 仰 す る こと 。 ) 


どっ し り 構 えて いる こと 。 肝 が 
呈 ら GU る と 。 動じ な いこ と 。 


天空 や 、 上 方 向 を 、 指 向 す る こ 
ee 

( 天 の 父 な る 神 を 、 信 仰 する こ 
。 ) 

吹き 飛ぶ こと 。 動く こと 。 


重み を か け て 、 押 し 潰し 、 圧 する 空中 を 、 飛 ば し て 、 撃 つこ と 。 


8 
ー 保存 性 。 防 御 性 。 


ー 破壊 性 。 攻 撃 性 。 


保存 的 で 、 保 全 的 で 、 遵 守 的 で 、 破壊 的 で 、 違 反 的 で 、 反 社会 的 で 


合 社会 的 で ある こと 。 
( 決ま り を 守る こと 。 ) 
防衛 的 で 、 防 御 的 で ある こと 。 


ある こと 。 
( 決まり を 破る こと 。 ) 
攻撃 的 で 、 挑 戦 的 で ある こと 。 


(守り の 状 勢 で ある ここ 。 受け の ( 攻め の 姿勢 で ある こと 。 ) 


姿勢 で ある こと 。 ) 


現状 維持 的 で 、 前 例 踏襲 的 で ある 変革 的 で 、 前 例 破 壊 的 で ある こ 
こと 。 秩 序 の 維持 を 、 指 向 す る こ と 。 現 状 秩序 の 破壊 と 、 新 秩序 の 


と 。 


樹立 を 、 指 向 す る こと 。 


積極 的 に 減点 する こと 。 積極 的 に 加点 する こと 。 

( 物事 の マイ ナス 面 を 、 重 視 する ( 物事 の プラ ス 面 を 、 重 視 す る こ 
SS (か 

ネガ ティ ブ で ある こと 。 ポジ ティ ブ で ある こと 。 

( 否定 的 で ある こと 。 ) ( 育 定 的 で ある こと 。 ) 

消極 的 で ある こと 。 積極 的 で ある こと 。 

失敗 や エラ ー を 、 許 さ な い こと 。 失敗 や エラ ー を 、 許 容 す る こと 
ー- ミク ロ 性 。 ー- マク ロ 性 。 

計 多 四 で @ め る こと 。 区 夕 回 で ある こと 。 


局所 的 で 、 ロ ー カ ル で ある こと 。 大 局 的 で 、 グ ロー バル で ある こ 
と 


(人 炎 く 、 小さ りら そこ 。 ) 


(広く 、 大 きい こと 。) 


生 細 で 、 小 心 で ある こと 。 粗雑 で 、 大 胆 で ある こと 。 
小刻み で 、 滞 進 的 で ある こと 。 一 度 に 、 大 きく 動く こと 。 
( 小 改良 の 積み 重ね を 、 指 向 する 抜本 的 で ある こと 。 


(< 

- 身重 で ある こと 。 - 身軽 で ある こと 。 

物 持 ち で ある こと 。 物 を 持た な いこ と 。 

蓄積 的 で ある こと 。 ス トッ ク を 重 鞭 積 し な いこ と 。 フ ロー を 重視 す 
視 す る こと 。 に 衝 

温存 する こと 。 切り 捨て る こと 。 


博識 を 指向 する こと 。 知識 量 の 多 独創 能力 を 重視 する こと 。 

さ を 、 重 視 す る こと 。 

首 記 能力 を 重視 する こと 。 

人 回 誠 吉 ぐさ きる と 得意 な こと へ と 、 特 化し て いる こ 
ゼネ ラリ スト で ある こと 。 オ ー ル と 。 ス ペ シ ャ リ スト で ある こと 。 
ラウ ンド で ある こと 。 取捨 選択 し 取捨 選択 する こと 。 


800 
=ー 行動 の 方 向 。 
抽選 く だ と 。 離れ る こと 。 
距離 を 、 編 め る こと 。 距離 を 、 広 げ る こと 。 
ー 体積 が 、 一 定 で ある こと 。 ー 体積 が 、 膨 張 す る こと 。 


拡散 し な いこ と 。 拡 大 し な いこ 拡散 する こと 。 


可 拡大 する こと 。 広 が る こと 。 
存在 領域 の 広 さ を 、 現 状 維 持 する 

還 e6 

表面 積 を 、 最 小 と する こと 。 表面 

張力 が 働く こと 。 

まとまる こと 。 結束 する こと 。 バラ バラ に 離散 する こと 。 

秘密 性 や 機密 性 を 、 保 持 す る こ 布教 する こと 。 広 め る こと 。 流布 
連 SS 相 の と こと ど 。 


ロー カル で ある こと 。 限 定 さ れ て グロ ー バ ル で ある こと 。 (世界 中 
と < すこ へ と 、 大 きく 広がる こと 。 ) 無限 
岳 則 語 と 定 ざ ある こと 。 


ワイ ド で ある こと 。 (世界 中 へ 
と 、 幅 広く 広がる こと 。 ) 
局所 的 で ある こと 。 限定 的 で ある 普遍 的 で ある こと 。 (世界 中 へ 


(6 と 、 あ まね く 広 が る こと 。 ) 

肝 張 を 、 抑 止 す る こと 。 膨張 する こと 。 

内 部 を 、 彼 ら 自 身 に よる 専制 支配 周辺 全部 を 、 彼 ら 自 身 に よる 杜 民 
の 、 対 象 と する こと 。 地 化 の 、 対 象 と する こと 。 


ー 集団 性 。 ー 単独 性 。 


集団 主義 で ある こと 。 個人 主義 で ある こと 。 

( 集団 行動 や 、 団 体 行 動 を 、 好 お む ( 個人 行動 や 、 単 独 行動 を 、 好 お 
6 oe 

密集 し 、 凝 集 す る こと 。 高 密度 に 分 散 し 、 拡 散 す る こと 。 低 密度 に 
な る こと 。 集 中 する こと 。 な る こと 。 離散 する こと 。 
詰め 込み や 、 緊 縛 を 、 好 むこ と 。 余裕 や 、 ゆ と り を 、 好 むこ と 。 
分 布 が 狭い こと 。 分 布 が 広い こと 。 

中 央 集権 的 で ある こと 。 中 心 部 を 地方 分 権 的 で ある こと 。 普遍 性 を 
指向 する こと 。 ( 中 央 と 地方 と 指向 する こと 。 (中 央 と 地方 と の 
を 、 区 別 し 、 差 別 す る こと 。 ) 区 別 を 、 し な いこ と 。 ) 

一 極性 や 単 極性 を 、 指 向 す る こ 多 極 性 を 、 指 向 す る こと 。 


と 。 
主流 派 や 、 多 数 派 を 、 指 向 す る こ 少数 派 を 、 尊 重 す る こと 。 
人 


権威 主義 で ある こと 。 反 権 威 主義 で ある こと 。 
同じ 分 野 の 内 部 で 、 固 まる こと 。 異 分 野 へ と 、 進 出し 、 交 流す る こ 


5 
ー 所 属性 。 連帯 性 。 ー 義 所 属性 。 独立 性 。 
所 属 や 帰属 を 、 重 視 す る こと 。 自由 や 独立 を 、 重 視 す る こと 。 所 
( 根付 き を 、 重 視 す る こと 。 無 所 属 を 、 軽 宮 す る こと 。 
属 や 自由 独立 を 、 忌 避 す る こ (渡り鳥 で ある こと 。 根 無し 草 で 
9) ある こと 。 ) 
触れ 合い を 、 重 視 す る こと 。 触れ 合い を 、 忌 避 す る こと 。 
私 的 空間 の 確保 を 、 忌 避 す る こ 私 的 空間 の 確保 を 、 重 視 す る こ 
「 と 。 
連帯 する こと 。 つ な が りや 、 リ ン 切断 的 で ある こと 。 
ク を 、 重 視 す る こと 。 分 析 を 、 重 視 す る こと 。 
まとめ を 、 重 視 す る こと 。 
関係 性 や コネ クシ ョ ン を 、 指 向 す 非 関係 性 を 、 指 向 す る こと 。 
る こと 。 縁故 や 派閥 を 、 重 視 す る (関係 を 、 手 段 視 し 、 道 具視 する 


3 (5 
( 関係 を 、 本 質 視 す る こと 。 ) 
団結 する こと 。 バラ バル バラ に な る こと 。 


他 者 や 生物 を 、 指 向 す る こと 。 孤独 や 疾 生 物 を 、 指 向 す る こと 。 
還 了 928E 上 20026SN 四 人 328 是 - 三 ユー ケー ショ ン や 、 会 話 や 、 
対話 を 、 連 続 させ る こと 。 対話 を 、 断 絶 さ せる こと 。 

ネッ トワ ー ク や 、 綱 を 、 指 向 する 原子 性 を 、 指 向 す る こと 。 

(っ 

他 者 の 視線 を 、 意 識 す る こと 。 見 他 者 の 視線 に 対し て 、 無 関心 で あ 
玉 や 恥 を 、 重 視 す る こと 。 る こと 。 個人 的 な 興味 を 、 重 視 す 


(の GS9G 


ー 制限 性 。 統制 性 。 ー 自由 性 。 
規制 や 、 制 限 や 、 管 理 や 、 統 制 自由 主義 で ある こと 。 
SN he で ( 自由 を 、 好 むこ と 。 ) 


( 制約 や 東 縛 を 、 好 むこ と 。 ) 

牽制 する こと 。 足 を 引っ 張る こ 亭 制 し な いこ と 。 始 し な いこ 
と 。 始 する こと 。 (に 

決め られ た 枠 内 へ と 、 止 まる こ 決め られ た 枠 を 、 は み 出 る こと 


ー や 、 破 る こと 。 
導 競 争 的 で ある こと 。 エ スカ レー 競争 的 で ある こと 。 
タ 的 で ある こと 。 ( 飛び 級 や 、 追 い 抜き や 、 脱 落 


( 同時 加入 者 が 、 同 期 を 取っ て 、 を 、 容 認 す る こと 。 ) 

同時 に 、 横 並び で 、 上 昇 す る こ 

(っ 

學 得 権益 主義 的 で ある こと 。 能力 主義 的 で ある こと 。 

( 學 得 権益 を 所 有する 個人 を 、 重 ( 有 能 性 を 所 有する 個人 を 、 重 視 
視 す る こと 。 個 人 の 學 得 権益 を 、 する こと 。 個人 の 能力 を 、 誇 示す 


誇示 する こと 。 ) る こと 。 ) 

成果 を 共有 する こと 。 成果 を 私 有する こと 。 

( 個人 の 成果 を 、 皆 の 成果 と する (成果 を 出す 個人 を 重視 する こ 
8 と 。 個人 の 成果 を 誇示 する こ 


「 
同期 や 、 横 並び や 、 平 等 を 、 指 向 格差 を 、 容 認 す る こと 。 
ずる こと 。 
( 均一 性 や 均等 性 を 、 指 向 す る こ 


選 。 ) 
市 場 原理 を 、 否 定 し 、 敵 視 す る ご 市 場 原理 を 、 育 定 し 、 重 視 す る こ 


人 に 

ー 一 様 性 。 ー 多様 性 。 

共通 で 、 同 一 で ある こと 。 募 共通 で ある こと 。 違 っ て いる こ 
(eg 

画 一 的 で ある こと 。 多様 性 を 尊重 する こと 。 

心理 的 位置 を 近接 させ る こと 。 同心 理 的 位置 を 隔離 させ る こと 。 同 

他 み る こと 。 他 し な いこ と 。 

同質 的 で ある こと 。 統一 的 で ある 異質 的 で ある こと 。 バ ラバ ラ で あ 

こと 。 こっ 

同質 化 を 、 強 制す る こと 。 目立ち 過ぎ る 者 や 外れ た 者 の 存在 


( 目立ち 過ぎ る 者 や 、 外 れ た 者 を 、 許 容 す る こと 。 
を 、 潰 し 、 追 放す る こと 。 ) 
没 個 性 的 で ある こと 。 目立た な いい 個性 的 で ある こと 。 目立つ こと 。 


(Ms 

普通 で ある こと 。 一般 的 で ある こ 変わ っ て いる こと 。 特殊 で ある こ 
と 。 標準 的 で ある こと 。 本 

周囲 へ の 融合 や 埋没 を 、 好 むこ 周囲 か ら の 目立ち を 、 好 むこ と 。 


人 

自己 を 確立 し な いこ と 。 自己 を 確立 する こと 。 

揃い を 、 好 むこ と 。 一緒 を 、 好 む 別々 を 、 好 むこ と 。 相違 を 、 好 む 
ce 6 


内 部 に お ける 調和 の 維持 を 、 好 む 内 部 に お ける 調和 の 維持 に 対し 
こと 。 内 部 の 調和 を 乱す 者 を 、 外 て 、 無 頓 着 で ある こと 。 

部 へ と 追放 する こと 。 内 部 の 調和 

を 乱す 者 を 、 内 部 で 、 秘 密 裏 に 、 

抹消 する こと 。 内 部 抗争 を 、 表 に 

出 寺 な 1 こと 。 

制服 の 着用 を 、 好 むこ と 。 自由 な 服 の 着用 を 、 好 むこ と 。 
( 相手 と 、 同 じ 道 を 歩む お こと 。 相 (相手 と は 、 別 々 の 道 を 歩む こ 
手 を 、 自 分 自身 と 同一 レ ベル ま と 。 ) 

で 、 沙 と すこ と 。 相手 の 足 を 、 

引っ 張る こと 。 相 手 に 、 追 いつ く 


CS の 

- 従属 性 。 相 互 依存 性 。 他 律 性 。 -- 自主 性 。 独立 性 。 自 律 性 。 
従属 的 で ある こと 。 独立 的 で ある こと 。 

相互 依存 的 で ある こと 。 自立 的 で ある こと 。 

複製 で ある こと 。 独自 で ある こと 。 

も た れ 合 うこ と 。 自国 


他 者 任せ で ある こと 。 他 者 の 指示 自己 麟 断 で 、 動 く こ と 。 自己 責任 
を 、 待 つこ と 。 責任 転嫁 を 、 行 う で 、 動 く こ と 。 

還 

上 位 者 に 対し て 、 素 赴 で 従順 な こ 上 位 者 に 対し て 、 反 抗 的 な こと 。 
と 。 上 位 者 の 吉 う こと を 、 較 く こ 上 位 者 の 吉 う こと を 、 聞 か な いこ 
と 。 挑 戦 し な いこ と 。 と 。 挑戦 的 で ある こと 。 

相手 か ら 、 侵 略 さ れる こと 。 相手 を 、 侵 略す る こと 。 

相手 か ら 、 脅 迫 さ れる こと 。 相手 を 、 脅 迫 す る こと 。 

相手 に 対し て 、 防 御 す る こと 。 相手 を 、 攻 撃 す る こと 。 


自己 主張 し な いこ と 。 自己 主張 する こと 。 
所 有 し て いる こと 。 所 有 し て いな いこ と 。 
持ち 物 が 、 豊 潤 で ある こと 。 持ち 物 が 、 貧 相 で ある こと 。 
持ち 物 を 、 奪 われ る こと 。 持ち 物 を 、 玲 うこ と 。 


攻め られ る こと 。 責め られ る こ 攻め る こと 。 責め る こと 。 攻め る 
と 。 妥 ( は る と と 。 ここだ ら 


( マゾ ヒズ ム を 、 指 向 す る こ 
。) 

侵さ れる こと 。 
犯さ れる こと 。 

-- 貴重 性 。 


(サディ ズム を 、 指 向 する こ 


2E す こさ ど 。 
ー 義貴 重 性 。 


自分 自身 を 、 貴 重視 する こと 。 自 自分 自身 を 、 貴 重視 し な いこ と 。 


己 保身 や 、 安 全 を 、 指 向 す る こ 
と 


他 者 を 護衛 する こと 。 


自己 保身 的 で ある こと 。 退 筐 的 で 捨て 身 的 で ある こと 。 


ある こと 。 


( 誰か の 外側 で 、 そ の 盾 や 防護 壁 


( 自分 自身 の 生存 維持 を 、 他 者 の に な る こと 。 他 者 の 生存 維持 を 、 


生存 維持 より も 、 最 優先 する こ 
。、) 


自分 自身 の 生存 維持 より も 、 優 先 
ずる こと 。 ) 


誰か に よっ て 、 守 られ 、 助 けら れ 自 衛 す る こと 。 自助 する こと 。 他 
る こと 。 護衛 され る こと 。 護送 船 者 の 助け を 、 借 りな いこ と 。 温室 
団 方 式 を 好む こと 。 温室 の 内 部 に か ら 出 て 行く こと 。 


RMUSes 
安全 を 指向 する こと 。 


危険 を 指向 する こと 。 


( 安全 、 安 心 を 第 一 に 優先 する こ (危険 を 容認 する こと 。 危険 に 対 


と 。 危険 を 回 避 す る こと 。 ) 
失敗 を 回 避 す る こと 。 

無難 で ある こと 。 大 過 和 無い こと 。 
それ ら を 、 指 向 す る こと 。 


護送 船団 的 で ある こと 。 


し て 、 積 極 的 に 立ち 向かう こ 
人 

失敗 を 容認 する こと 。 

リス ク を 取る こと 。 チ ャ レン ジ す 
る こと 。 それら を 、 指 向 す る こ 
(た 

単独 航行 的 で ある こと 。 


( 安全 で ある こと 。 外敵 か ら 、 下 (外敵 と 、 直 接 、 対 財 す る こと 。 


接 、 襲 われ な いこ と 。 そ れ ら を 、 
指向 する こと 。 ) 

- プラ イバシー を 尊重 し な いこ 
(で 

他 者 と 、 近 接する こと 。 

プラ イバシー を 、 確 保 し な いこ 


( 個人 空間 が 、 欠 如 し て いる こ 
寺 5。 
大 部 屋 を 、 好 むこ と 。 


外敵 を 、 下 接 、 撃 退 す る こと 。 そ 
れ ら を 、 指 向 す る こと 。 ) 
- プラ イバシー を 尊重 する こと 。 


他 者 か ら 、 離 れる こと 。 

アラ イバシー を 、 確保 ず する こと 。 
( 個人 空間 が 、 確 保 可 能 で ある こ 
し 


個室 を 好む こと 。 


( 間 々 が 、 皆 と 一 緒 の 部 屋 に いる (各々 が 、 一 人 で 、 別 々 の 部 屋 に 


こと 。 そ うし た 状態 を 、 好 むこ 
の の 


いる こと 。 そ うし た 状態 を 、 好 お む 
引合 ) 


相互 監視 を 、 好 むこ と 。 相互 監視 を 、 忌 避 す る こと 。 
他 者 の 視線 が 、 気 に な る こと 。 他 者 の 視線 を 、 気 に し な いこ と 。 
( 見 られ て いる 感じ が する こ 

と 。 ) 恥ず か し いと 、 感 じ る こ 


他 者 の 視線 に 対し て 、 敬 感 で ある 


(一 


他 者 か ら の 評 装 や 評価 に 対し て 、 他 者 を 気 に し な いこ と 。 我 が 道 を 
敏感 で ある こと 。 行く こと 。 (自分 自身 が 進む べき 


他 者 か ら 、 良 く 見 られ よう と する と 考え る 、 独自 の 進路 。 そ うし た 
こと 。 ル ックス や 化粧 や 服装 に 対 道 を 、 進 ひび こと 。 ) 

し て 、 気 を 遣う こと 。 見 栄 を 張る 

(本 

他 者 か ら 、 気 に 入ら れ よ うと する 

こと 。 他 者 に 対し て 、 妨 びる こ 

( 

他 者 か ら 、 准 め ら れ よ うと する こ 

と 。 他 者 に よっ て 准 め られ る 方 向 

へ と 、 進 お 局 と 。 


ーー 体 融 合 性 。 ー 分 離 性 。 
相互 の 一 体 融合 化 を 、 指 向 す る こ 相互 の 分 離 を 、 指 向 す る こと 。 
相互 の 個別 性 を 、 指 向 す る こと 。 


相互 の 包括 性 を 、 指 向 す る こと 。 

包含 や 、 内 包 や 、 抱 擁 を 、 好 むこ 外部 へ の 飛び 出し 。 外 部 へ の 放 
台 。 出 。 突 き 放し 。 そ れ ら を 、 好 むこ 
袋 の 内 部 に 、 居 る こと 。 そ うし た と 。 

状態 を 、 好 むこ と 。 

受け 入れ る こと 。 受容 する こと 。 切り 捨て る こと 。 

賛成 する こと 。 同意 す る こと 。 反対 する こと 。 反論 す る こと 。 異 


論 を 唱え る こと 。 
共感 する こと 。 共感 し な いこ と 。 


慕う こと 。 付 いて 行く こと 。 別れ る こと 。 
気に入ら れ よ うと する こと 。 妨 び 気に入ら れ よ うと し な いこ と 。 婦 


る どど と 。 対 度 す る こと 。 AUUO 呈 ここ Mi ほ UOUIe と 
懐く こと 。 懐 に 入る こと 。 懐か し 懐か な いこ と 。 懐 に 入ら な いこ 
さ が あ る こと 。 と 。 懐 か し さ が 無 いこ と 。 

量 2 る の Gi 憶 が と 。 

交 ね る こと 。 交 ね な いこ と 。 


( 相手 か ら 、 受 け 入 れ ら れ な いこ (相手 か ら 、 受 け 入 れ ら れ な いこ 
と 。 そ れ を 根 に 持っ て 、 相 手 に 対 と 。 そ れ を 根 に 持た な いこ と 。 ) 


し て 、 表 面 的 に 反抗 する こと 。 ) 


容赦 する こと 。 許 すこ と 。 容赦 し な いこ と 。 許 さ な い こと 。 
主観 的 で ある こと 。 客観 的 で ある こと 。 


協調 的 で 、 同 調 的 で ある こと 。 単独 で ある こと 。 同調 し な いこ 
( 一 人 で の 抜け 駆け を 、 許 さ な い と 。 


5 (一 人 で 、 我 が 人 道 を 行く こと 。 ) 
合わ せる こと 。 合わ せな いこ と 。 

馴れ 合う こと 。 馴れ 合わ な いこ と 。 

癒着 する こと 。 癒着 し な いこ と 。 


流行 や 、 ト レン ド を 、 追 うこ と 。 流行 や 、 ト レン ド を 、 追 わな いこ 

( 周囲 の 流行 に 対し て 、 敏 感 で あ と 。 

る こと 。 周囲 の 流行 に 、 追 従 す る ( 周囲 の 流行 に 対し て 、 敏 感 で 無 

生計 いこ と 。 周囲 の 流行 に 、 追 従 し な 
剛司 () 

責任 が 、 分 散 し 、 拡 散 す る こと 。 責任 を 、 個 人 で 、 了 取ら され る こ 

責任 回 避 が 、 可 能 で ある こと 。 と 。 

責任 転嫁 が 、 可 能 で ある こと 。 責任 回 避 が 、 不 可能 で ある こと 。 

( 個人 の 行為 が 、 皆 の 行為 で ある 責任 転嫁 が 、 不 可能 で ある こと 。 

こと 。 あ る 個人 の 失敗 は 、 誰 の 貢 ( 個人 の 行為 が 、 単 独 行為 で ある 

任 か ? その 特定 が 、 困 難 で ある こ こと 。 あ る 個人 の 失敗 は 、 誰 の 責 

3 り 任 か ? その 内 容 が 、 ピ ビンボ ポイント 
で 、 世 明 可 能 で 、 特 定 可 能 で ある 


避 。 ) 
個人 の 行為 が 、 連 帯 責任 で ある こ 個人 の 行為 が 、 個 人 の 責任 で ある 
どき EK 
目的 や 、 目 標 や 、 進 行方 向 が 、 不 目的 や 、 目 標 や 、 進 行方 向 が 、 明 


明確 で ある こと 。 確 で ある こと 。 

ー 他 律 性 。 ー 目 律 性 。 

他 律 的 で ある こと 。 自律 的 で ある こと 。 

感染 し や すい こと 。 伝染 し や すい 感染 し に くい こと 。 伝染 し に くい 
(ae = 本 

腐敗 し や すい こと 。 腐敗 し に くい こと 。 

ー 調和 性 。 一 致 性 。 ー 紛争 性 。 相違 性 。 

調和 を 、 指 向 す る こと 。 紛争 を 、 指 向 す る こと 。 

和解 を 、 指 向 す る こと 。 訴訟 を 、 指 向 す る こと 。 

平和 を 、 指 向 す る こと 。 戦争 を 、 指 向 す る こと 。 

調和 や 協和 や 和音 を 、 指 向 す る こ 不調 和 や 不 協和 や 騒音 を 、 指 向 す 
だ 。 5 

一 致 を 、 指 向 す る こと 。 相違 を 、 指 向 す る こと 。 


満場 一 致 を 、 好 お こと 。 仲間 割れ 多数 決 を 、 好 むこ と 。 仲間 割れ 


を 、 、 容認 し な いこ と 。 を 、 容 認 す る こと 。 
斉 行 動 を 、 指 向 す る こと 。 抜け 分 散 行動 を 、 指 向 す る こと 。 抜 け 


駆け を 、 禁 止 する こと 。 駆け を 、 容 認 す る こと 。 
調整 的 で ある こと 。 間接 的 で ある 独断 的 で ある こと 。 下 接 的 で 、 貴 
こと 。 配慮 的 で ある こと 。 戴 的 で ある こと 。 配慮 し な いこ 
( 気配 り が 、 行 き 届 いて いる こ と 。 

1 ( 気配 リ り を 、 し な いこ と 。 ) 
事前 協議 や 、 事 前 決定 や 、 事 前 了 そ の 場 で の 、 リ アル タイ ム で の 、 
和解 を 、 指 向 す る こと 。 決定 を 、 指 向 す る こと 。 


( 談合 や 根回し を 、 好 むこ と 。 ) 

慣性 に 従っ て 、 行 動 す る こと 。 慣性 に 逆らっ て 、 行動 する こと 
事前 に 用 意 さ れ た 台本 に 従っ て 、 臨機 応変 に 、 行 動 す る こと 
行動 する こと 


-- 曖昧 性 。 ー 明快 性 。 

曖昧 さ を 、 指 向 す る こと 。 明快 さ を 、 指 向 す る こと 。 

間接 的 な 表現 を 、 好 むこ と 。 真 接 的 な 表現 を 、 好 むこ と 

ー 感動 性 。 ー 冷徹 性 。 

情緒 的 で 、 感 情 的 で ある こと 。 感 感情 の 表 出 を 、 抑 制す る こと 。 無 
動 す る こと 。 感情 で ある こと 。 無 感動 で め あるこ 

( 

疾 合 理 的 で 、 非 論理 的 で ある こ 合理 的 で 、 論 理 的 で ある こと 。 割 
と 。 割 り 切 れ な いこ と 。 け 切 る こと 。 


愛憎 に 従っ て 、 残 妨 に 行動 する こ 冷徹 さ に 従っ て 、 残 妨 に 行動 する 
他 者 に 対し て 、 感 情 移 入 を 、 こと 。 他 者 に 対し て 、 感 情 移入 
し 過ぎ る こと 。 を 、 し 無 さ 過ぎ る こと 。 
ー 狭小 性 。 ー 広大 性 。 
各 個体 の テリ トリ ー が 、 狭 いこ 各個 体 の テリ トリ ー が 、 広 いこ 
と と 


視界 や 、 視 野 が 、 狭 いこ と 。 視界 や 、 視 野 が 、 広 いこ と 。 

癒着 的 で 、 密 着 的 で ある こと 。 高 癒着 や 密着 を 、 忌 避 す る こと 。 低 
密度 を 、 指 向 す る こと 。 密 集 や 詰 密 度 を 、 指 向 す る こと 。 密 集 や 詰 
め 込 み を 、 指 向 す る こと 。 ~ 生き 0 隙間 や 


空き や 余裕 を 、 嫌 つこ と 。 空き や 余裕 を 、 好 むこ 

ー 閉鎖 性 。 -- 開放 性 。 

閉鎖 的 で ある こと 。 開放 的 で ある こと 。 

隙間 が 無い こと 。 光 が 入ら な いこ 光 が 差 し 込む こと 。 光 が 入る 隙間 
どど 。 暗 MM と が ある こと 。 明 る いこ と 。 


隙間 風 が 吹か な いこ と 。 寒気 や 暑 隙間 風 が 吹く こと 。 寒気 や 暑気 や 
気 や 熱気 が 入り に くい こと 。 他 者 熱気 が 入り や すい こと 。 他 者 の 体 
の 体温 を 、 感 じ や すい こと 。 適度 温 を 、 感 じ に くい こと 。 冷た いこ 


に 温か いこ と 。 温 室 で ある こと 。 と 。 時 いこ と 。 熱 いこ と 。 丘 温室 
の の ご こ だ 。 

内 外 を 、 区 別 す る こと 。 内 外 を 、 区 別 し な いこ と 。 

( 表面 張力 が 、 存 在 す る こと 。 ) (表面 張力 が 、 存 在 し な いこ 


ど 。 、) 
排他 的 で ある こと 。 部 外 者 に 対し 排他 的 で 無い こと 。 部 外 者 に 対し 


て 、 門 戸 を 閉じ て いる こと 。 5 門戸 を 開い て いる こと 。 

部 外 者 に よる 、 内 部 へ の 参入 を 、 内 部 と いう 概念 が 、 も と も と 、 無 
拒否 する こと 9 

( 初見 者 や 、 部 外 者 に 対し て 、 不 ( 初見 者 や 、 部 外 者 に 対し て 、 定 
傘 で ある こと 。 ) 


明 を 足 避 す る こと . ーー 0 表 に 
こと 。 表 に 出 な いこ と 。 奥 に 居る 出る こと 。 部 外 者 に 対し て 、 秘 密 

こと 。 部 外 者 に 対し て 、 秘 密 性 や 性 や 機密 性 が 、 低 いこ と 。 歴史 に 
機密 性 が 、 高 いこ と 。 歴史 に 名 前 名 前 を 残す こと 

を 残さ な いこ と 。 ( 外向 き で ある こと 。 ) 

( 内 向き で ある こと 。 ) 

内 部 限定 で ある こと 。 ロー カル で グロ ー バ ル で ある こと 。 普 的 で 
ある こと 。 局 地 的 で ある こと 。 ある こと 。 

脱出 が 、 困 難 で ある こと 。 脱出 が 、 容 易 で ある こと 。 

内 部 に 、 一 度 で も 、 加 入 し た り けり 、 内 部 に 、 加 入 し た り 、 所 属し た 場 
所 属し た 場合 。 抜 けら れ な いこ 合 。 抜 けら れる こと 。 出 られ る こ 
きら おこ と 5 

脱出 し た 場合 。 脱 出 を 試み た 場 脱出 し た 場合 。 脱 出 を 試み た 場 

合 。 裏 切り 者 扱い され る こと 。 合 。 裏 切り 者 扱い され な いこ と 。 
ー 複製 性 。 模 信 性 。 ー 独創 性 。 独自 性 。 

模 信 す る こと 。 真似 する こと 。 コ 独創 性 や 独自 性 の 実現 に 対し て 、 
生還 9 の 905a 還 こだわ る こと 。 


と 。 
眺 知 領域 を 、 指 向 す る こと 。 二 未知 領域 を 、 指 向 す る こと 。 最 
番手 を 指向 する こと 。 初 を 指向 する こと 。 一 番手 や 先頭 


( 一 番手 の 経験 を 、 そ の まま 利用 を 、 指 向 す る こと 。 

すれ ば 良い こと 。 楽 で ある こ ( 経験 が 、 初 め て で ある こと 。 そ 
2 の た め 、 苦 労 す る こと 。 ) 

モル モッ ト や 、 実 験 谷 に 、 な ろう つ モル モッ ト や 、 実 験 台 に 、 な ろう 
UN こ と > 人 

既に 出来 て いる 先例 を 、 利 用 する 先例 を 、 自 力 で 作る こと 。 後 進 が 
こと 。 先例 に 治っ て 、 進 むこ と 。 進む お 途 を 、 自 力 で 切り 開く こと 。 
定説 を 守る こと 。 定説 を 破る こと 。 定 説 に 違反 する 


プレ ー ク スル ー を 回 避 す る こと 。 こと 。 定説 を 覆す こと 。 
プレ ー ク スル ー を 実現 する こと 
=ー 行動 速度 。x 行動 方 向 。 


低速 性 。 x 近づく こと 。 高速 性 。 x 離れ る こと 。 

ー 學 存 性 。 ー 未知 性 。 

眺 存 領域 や 上 學 知 領域 へ と 、 漠 留 す 未開 領域 や 、 未 知 領域 や 、 未 踏 領 
の ei 域 へ と 、 進 出す る こと 。 


( 探検 し な か いこ と 。 冒険 し な いこ (探検 する こと 。 冒険 する こ 
リリ ce 

光 の 領域 を 、 指 向 す る こと 闇 の 領域 を 、 指 向 す る こと 。 

( 既に 光 が 当 た っ て いる 、 領 域 。 ( 何 が ある か 、 暗 く て 見 る こと が 
何 が ある か 、 予 め 、 見 る こと が 出 出来 な い 領 域 。 何 が 待っ て いる 
来る 、 領 域 。 上 既に 、 誰 か が 居る 、 か 、 誰 に も 分 か ら な い 領 域 。 未 
領域 。 そ うし た 領域 を 指向 する こ だ 、 誰 も 居 な い 、 領 域 。 そ うし た 
生 償 9 領域 を 指向 する こと 。 ) 

前 例 や 、 し きた り を 、 骨 、 し きた り に 、 囚 われ な い 
Pa 


前 例 の 蓄積 の 度合 い を 、 重 視 す る 画 BE 重視 す 

0 お 

先輩 後 募 関係 を 、 重 視 す る こと 。 先 理 後 募 関係 を 、 重 視 し な いこ 

( 學 存 の 経験 を 、 よ り 豊 富 に 持つ と 。 

者 。 そ うし た 者 が 、 よ り 上 位 で あ ( 未知 の 貧 域 へ の チャ レン ジ に 、 

の 2030 お 計 ) 成功 し た 者 。 そ うし た 者 が 、 よ り 
上 位 で ある こと 。 ) 

學 存 の 、 正 解 と され る 知見 に 、 通 新天地 を 開拓 する こと 。 新 た な 発 

じ て い る こと 。 博識 で ある こと 。 見 や 発明 を 、 実 現す る こと 。 そ の 

その 度合 い を 、 重 視 す る こと 。 度合 い を 、 重 視 す る こと 。 

事前 に 痢 明 し て いる こと 。 そ の 度 事前 に 鹿 有明 し て いな いこ と 。 そ の 

合い を 、 重 視 す る こと 。 場 で 、 リ アル タイ ム で 、 初 め て 、 

( 予め 分 か っ て いる こと し か 、 し 痢 明 さ せる こと 。 そ れ ら の 度合 い 

な いこ と 。 そ うし た 行為 を 、 指 向 を 、 重 視 す る こと 。 

区 必 く 語ら ( 予め 分 か っ て いな いこ と を 、 そ 
の 都度 、 新 た に 鹿 明 させ る こと 。 
そう し た 行為 を 、 指 向 す る こ 


AD 
ー 後進 性 。 ー 先進 性 。 
後進 的 で ある こと 。 先進 的 で ある こと 。 


前 近代 的 で ある こと 。 近代 性 の 超 近代 的 で ある こと 。 
宛 を 、 指 向 す る こと 。 
=ー= その 他 。 


卵子 的 で ある こと 。 女性 的 で ある 精子 的 で ある こと 。 男 性 的 で ある 
co っ = 
母性 的 で ある こと 。 母 権 的 で ある 父性 的 で ある こと 。 父 権 的 で ある 
GS ご @。 
血縁 関係 が 濃い こと 。 共 通 の 血縁 血縁 関係 が 薄い こと 。 共 通 の 血縁 


(ea を 、 持 た な いこ と 。 
恋愛 を 、 le 。 性 的 結合 を 、 恋愛 を 、 好 まな いこ と 。 性 的 結合 
好む お こ を 、 好 まな いこ と 。 


定信 生活 線 式 に 使っ て 、 生 きる こ 移動 生活 様式 に 科 っ て 、 生 きる こ 
細 ンコ 


農耕 民 的 で ある こと 。 ( 植物 の 栽 遊牧 民 的 で ある こと 。 牧 畜 民 的 で 
喧 全 よっ で 、 生 きる こと 。 ) ある こと 。 ( 動物 の 飼育 に よっ 
女性 優位 社会 で ある こと 。 て 、 生 きる こと 。 ) 

男性 優位 社会 で ある こと 。 
( 例 。 日 本 。 中 国 。 韓国 。 東 南ア ( 例 。 西欧 。 北米 。 中 東 。 モ ン ゴ 


シア 。 回 シア ) ル 。 ) 

植物 的 で ある こと 。 動物 的 で ある こと 。 
( 動か な いこ と 。 ) (動く 呈 と |) 
農村 的 で ある こと 。 都市 的 で ある こと 。 
湿潤 的 で ある こと 。 乾燥 的 で ある こと 。 


( 割り 切れ な いこ と 。 深 も ろ い こ (割り 切る こと 。 味 気 な いこ と 。 
と 。 人 情 味 が ある こと 。 ) 面白 み に 欠 け て いる こと 。 ) 

[ 物質 の 性 質 。 ( 例 。 色 。 音 

程 。 ) ] 

湿潤 性 。 ( 湿っ て いる こと 。 濡れ 乾燥 性 。 ( 乾い て いる こと 。 ) 
て いる こと 。 ) 
UMS 細 還 KN0I 症 す ル て し し る こと 。 
コー 
重 司 と ど 。 低 Ua と 』 ド 降る 軽い に と 。 高 いこ に と 。 上昇 す る こ 
と 。 下 方 へ と 沈殿 する こと 。 大地 と 。 上 方 へ と 、 浮 遊 し 飛行 する こ 


を 指向 する こと 。 叶 天空 を 指向 する こと 
濃い こと 。 高 密度 で ある こと 。 薄い こと 。 淡 いこ と 。 低 密度 で あ 
暗い こと 。 る こと 。 あっ きり し で U る ョ と 。 


温か いこ と 。 温室 で ある こと 。 明る いこ と 。 
立た いこ と 。 暑い こと 。 熱 いこ 
と 。 手 温室 で ある こと 。 


連続 する こと 。 分 離す る こと 。 切 断 す る こと 。 断 
絶する こと 、 断 続 す る こと 
アナ ログ 的 で ある こと 。 デジ タル 的 で ある こと 。 


遅い こと 。 低速 で ある こと 。 加速 速い 1 こと 。 高速 で ある こと 。 加速 


度 が 低い こと 。 度 が 高い こと 。 
( 冬場 に お いて 、 守 気 の 加湿 を 、 (夏場 に お いて 、 室 気 の 除湿 を 、 


居 受 選 半 の ) 条 つ 中 ) 

柔らか いこ と 。 変形 する こと 。 受 硬い こと 。 変形 し な いこ と 。 跳 ね 
け 止 め る こと 。 返す こと 。 剛 性 を 持つ こと 。 
曲線 的 で ある こと 。 曲 が っ て いる 下線 的 で ある こと 。 ま っ すぐ で あ 
(es る こと 。 

導 論 理 的 で ある こと 。 論理 的 で ある こと 。 


有機 的 で ある こと 。 生物 的 で ある 無機 的 で ある こと 。 物 理 的 で ある 

還 5 0 

( 例 。 衣類 。 蛋 白質 。 木 材 。 )  ( 例 。 機械 。 装 置 。 歯 車 。 コ ンク 
リー ト 。 ) 

( 2022 年 6 月 改訂 。 ) 


トッ プペ ー ジ に 戻る こと 。 
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回 答 結 果 その 1 
回 答 期 間 2006 年 12 月 4 日 一 2006 年 12 月 9 日 


回 答 数 206 

男 49.515% 女 50.485% 
10 代 26.214% 

20 代 43.689% 

30 代 15.534% 

40 代 8.738% 

50 代 4.854% 

60 代 0.485% 

70 代 0.485% 


回 答 比率 
No. 文章 ドラ イ 感じ な 少し 感 や や 感 か な り と て も 合計 値 
い じ る じ る 感じ る 感じ る 
0)  ⑪⑬  ⑫) 0⑬)  (④ 
ウェ ッ 感じ な 少し 感 や や 感 か な り と て も 合計 値 
ド い じ る じ る 感じ る 感じ る 
0) ⑪⑬  ⑫⑳ 0⑩⑬) (④ 


1 液体 ドラ イ 56.311 17.476 15.534 5.825 4.854 0.854 
ウェ ッ 23.301 13.592 17.961 21.359 23.786 2.087 

ト 

2 気体 ドラ イ 36.408 11.650 21.845 16.019 14.078 1.597 


ウェ ッ 41.748 24.272 16.990 11.165 5.825 1.150 
ト 


回 答 結果 その 2 


回 答 期間 2007 年 6 月 16 日 一 2007 年 6 月 20 日 


回 答 数 207 

男 49.275% 女 50.725% 
10 代 31.401% 

20 代 33.816% 

30 代 19.807% 

40 代 9.662% 

50 代 4.831% 

60 代 0.000% 

70 代 0.483% 


回 答 比率 


NO. 


ウェ ッ ツ 


文章 ドラ イ 感じ な 少し 感 や や 感 か な り と て も 合計 値 
い じ る じ る 感じ る 感じ る 
(0) (①1) (2) (③) (④ 

感じ な 少し 感 や や 感 か な り と て も 合計 値 

い じ る じ る 感じ る 感じ る 

(0) (1) (2) (③) (④) 

近 づ ドラ イ 68.116 14.493 8.696 3.865 4.831 0.628 

FT 

束 

20.773 17.391 22.222 22.222 17.391 1.981 


近 づ ドライ 54.106 15.459 16.425 5.797 8.213 0.986 


束 
28.019 23.188 15.459 18.841 14.493 1.686 


離れ ドラ イ 41.063 21.739 16.425 13.527 7.246 1.242 
る 、 低 

束 

40.580 17.874 14.010 13.527 14.010 1.425 


離れ ドラ イ 30.918 8.213 18.357 21.739 20.773 1.932 
る 、 高 


速 
ウェ ッ 62.802 18.357 8.696 5.314 4.831 0.710 
ト 


回 答 結 果 その 3 
回 答 期間 2007 年 8 月 21 日 一 2007 年 8 月 31 日 


回 答 数 201 

男 52.239% 女 47.761% 
10 代 30.348% 

20 代 33.333% 

30 代 20.896% 

40 代 13.433% 

50 代 1.990% 

60 代 0.000% 

70 代 0.000% 


回 答 比率 


No. 文章 液体 感じ な 少し 感 や や 感 か な けり と て も 合計 値 


い じ る じ る 感じ る 感じ る 
(0) Q① ⑫② ⑬③  (④ 
気体 感じ な 少し 感 や や 感 か な り と て も 合計 値 
い じ る じ る 感じ る 感じ る 
0) Q① ⑫② ③ (0④ 


1 女性 的 液体 38.806 19.900 19.403 11.443 10.448 1.348 


に 


気体 68.657 11.443 10.448 4.975 4.478 0.652 


6 男性 的 液体 66.169 13.433 10.448 6.965 2.985 0.672 


に 


気体 36.816 15.920 19.403 16.915 10.945 1.493 


9 母性 的 液体 54.229 18.905 14.925 6.468 5.473 0.900 


に 


気体 80.597 11.443 5.473 1.493 0.995 0.308 
4 


父性 的 液体 79.104 8.955 9.453 0.995 1.493 0.368 


に 


気体 63.184 14.428 10.945 6.468 4.975 0.756 


3 農耕 民 液体 41.791 16.418 20.398 14.428 6.965 1.284 


的 に 

気体 63.682 15.920 12.935 3.483 3.980 0.682 

8 遊牧 民 液体 53.234 15.423 12.935 10.448 7.960 1.045 
的 に 

気体 48.259 15.920 15.423 6.965 13.433 1.214 

5 日 本 的 液体 29.851 17.413 20.398 16.418 15.920 1.711 


に 
気体 58.209 14.428 12.935 8.458 5.970 0.896 
2 アメ リ 液体 75.124 10.448 7.463 5.970 0.995 0.473 


力 的 に 
気体 43.781 12.438 19.403 13.433 10.945 1.353 
7 模 條 的 液体 40.299 17.910 18.905 11.940 10.945 1.353 


に 

気体 54.726 15.920 15.423 6.965 6.965 0.955 

10 独創 的 液体 66.667 14.428 7.960 5.970 4.975 0.682 
に 


気体 35.821 18.408 19.900 11.940 13.930 1.498 


回 答 結 果 その 4 
回 答 期 間 2007 年 9 月 15 日 一 2007 年 10 月 19 日 


回 答 数 200 

男 52.500% 女 47.500% 
10 代 27.500% 

20 代 36.000% 

30 代 23.000% 

40 代 10.000% 

50 代 3.500% 

60 代 0.000% 

70 代 0.000% 


回 答 比率 

No. 文章 液体 感じ な 少し 感 や や 感 か な り と て も 合計 値 
い じ る じ る 感じ る 感じ る 
(0) ⑪⑬  ⑫⑳ 0⑩⑬) (④ 


感じ な 少し 感 や や 感 か な !) と て も 合計 値 

い じ る じ る 感じ る 感じ る 

(0) (1) (2) (3) (④) 

自身 の 液体 14.500 9.500 15.000 25.000 36.000 2.585 
保身 を 

重視 す 

る よう 

に 

39.500 17.500 21.500 12.500 9.000 1.340 

自身 の 液体 12.000 9.500 23.500 24.500 30.500 2.520 
安全 を 

重視 す 

る よう 

に 

58.000 16.500 16.000 3.500 6.000 0.830 

守ら れ 液体 7.500 8.000 13.000 22.500 49.000 2.975 
る の を 

好む よ 

うに 

62.000 15.500 8.500 7.500 6.500 0.810 

危険 に 液体 61.500 17.500 14.500 4.500 2.000 0.680 
立ち 向 

か う よ 

うに 

37.000 17.000 23.000 13.000 10.000 1.420 

探検 を 液体 70.500 16.000 6.500 4.500 2.500 0.525 
好む よ 

うに 

21.500 11.000 23.000 19.500 25.000 2.155 

依存 的 液体 9.000 8.500 18.000 27.500 37.000 2.750 
に 

70.500 8.000 12.000 7.500 2.000 0.625 

自立 し 液体 83.000 9.000 4.000 1.500 2.500 0.315 
て いる 

よう に 

27.500 19.000 16.000 19.000 18.500 1.820 

規制 を 液体 25.000 9.500 20.500 19.500 25.500 2.110 
好む よ 

うに 

72.000 14.500 8.500 3.500 1.500 0.480 


自由 を 液体 77.000 9.500 6.000 4.000 3.500 0.475 
好む よ 

うに 

12.000 8.000 13.500 22.000 44.500 2.790 

個性 的 液体 77.500 10.000 5.500 3.000 4.000 0.460 
に 

24.000 11.500 19.000 18.500 27.000 2.130 

プラ イ 液体 68.500 18.000 6.500 5.000 2.000 0.540 
バシ ー 

が ある 

よう に 

43.500 18.000 19.000 11.500 8.000 1.225 

決ま りり 液体 16.000 10.000 17.500 23.500 33.000 2.475 
を 守る 

よう に 

61.500 21.500 9.500 2.500 5.000 0.680 

決ま りう 液体 79.000 11.000 4.500 3.000 2.500 0.390 
を 破る 

よう に 

23.500 18.000 21.500 17.000 20.000 1.920 

責任 を 液体 17.000 14.500 20.000 19.500 29.000 2.290 
回 避 す 

る よう 

に 

30.000 21.500 19.000 14.000 15.500 1.635 

責任 を 液体 65.500 19.000 9.000 4.000 2.500 0.590 
取る よ 

居 

66.500 14.000 12.000 4.000 3.500 0.640 

閉鎖 的 液体 12.000 13.500 14.000 22.500 38.000 2.610 
に 

53.500 18.000 7.000 11.000 10.500 1.070 

排他 的 液体 30.000 18.500 15.000 13.500 23.000 1.810 
に 

35.000 22.500 21.500 10.000 11.000 1.395 

開放 的 液体 81.500 9.000 3.500 2.500 3.500 0.375 
に 

19.500 13.500 13.500 23.000 30.500 2.315 

和合 を 液体 18.000 14.000 16.000 23.500 28.500 2.305 
好む よ 


うに 

55.500 23.000 15.000 4.500 2.000 0.745 

調和 を 液体 15.500 10.500 23.000 21.000 30.000 2.395 
好む よ 

うに 

63.000 17.500 10.000 6.500 3.000 0.690 

争い を 液体 72.500 13.500 10.000 1.500 2.500 0.480 
好む よ 

うに 

28.000 15.500 22.000 16.500 18.000 1.810 

受動 的 液体 15.000 21.500 16.000 23.000 24.500 2.205 
に 

53.000 18.000 12.500 10.500 6.000 0.985 

能動 的 液体 52.500 24.000 11.500 7.000 5.000 0.880 
に 

16.500 16.500 18.500 24.500 24.000 2.230 

機動 性 液体 59.000 24.000 11.500 3.000 2.500 0.660 
が ある 

よう に 

15.500 12.500 21.500 24.000 26.500 2.335 

自主 性 液体 73.000 13.500 7.500 3.500 2.500 0.490 
が ある 

よう に 

22.500 17.000 18.500 21.500 20.500 2.005 

横並び 液体 26.500 12.500 16.500 18.000 26.500 2.055 
を 好む 

よう に 

69.500 14.500 9.000 4.500 2.500 0.560 

個人 の 液体 71.000 18.500 4.500 4.000 2.000 0.475 
能力 を 

重視 す 

る よう 

に 

27.000 15.500 21.000 18.000 18.500 1.855 

格差 を 液体 58.000 19.000 15.500 5.000 2.500 0.750 
容認 す 

る よう 

に 

32.500 18.000 23.000 13.000 13.500 1.570 

同調 を 液体 10.500 10.500 16.000 24.500 38.500 2.700 


好む よ 
うに 

気体 59.000 15.500 8.000 11.500 6.000 0.900 

34 始 び る 液体 27.500 21.500 16.000 18.000 17.000 1.755 
よう に 

気体 65.000 15.000 10.000 7.500 2.500 0.675 

15 か わい ) 液体 59.000 15.500 13.500 5.500 6.500 0.850 
く 

気体 66.500 14.500 9.500 6.500 3.000 0.650 

37 農村 的 液体 27.000 23.000 20.500 9.000 20.500 1.730 
に 

気体 71.000 16.000 6.500 5.000 1.500 0.500 

19 都市 的 液体 39.500 18.000 20.000 7.500 15.000 1.405 
に 

気体 19.000 14.500 20.500 17.500 28.500 2.220 

6 斉 く 液体 22.000 14.500 25.000 15.000 23.500 2.035 

気体 60.000 16.500 7.500 8.000 8.000 0.875 

22 明る < く 液体 70.500 15.500 7.000 6.000 1.000 0.515 

気体 31.000 17.500 18.000 19.000 14.500 1.685 

28 温か く 液体 44.500 25.000 15.000 9.500 6.000 1.075 

気体 59.000 21.500 12.000 5.000 2.500 0.705 

14 冷た く 液体 48.500 19.500 17.000 5.500 9.500 1.080 

気体 40.000 19.500 17.000 11.500 12.000 1.360 


気体 液体 分 子 運 動 と の 関連 に つい て の 研究 講 
査 結果 


調査 結果 一 覧 表 ( 要約 ) 


比較 内 容 気体 分 子 運 動 パ バターン 液体 分 子 運動 パタ ー ン 
湿度 ドラ イ ウェ ッ ト 
明る さ vs 暗 さ 明る い 肖 い 
冷た さ vs 温 か さ 導 た い 温か い 
国際 比較 アメ リカ 的 日 本 的 
性 差 男性 的 女性 的 


父性 vs 母性 父性 的 母性 的 


遊牧 vs 農耕 遊牧 的 

都市 vs 農村 都市 的 

妨 び 妨 び な い 

か わい いい か わい く な い 
比較 内 容 気体 分 子 運 動 パ ター ン 

リス ク vs 自 己 保身 危険 に 立ち 向かう 

探検 探検 を 好む 

独創 vs 模 條 独創 的 

争い vs 和合 争い を 好む 

自由 vs 規制 自由 を 好む 

決ま り を 破る vs 守る 決ま り を 破る 

プラ イバシー プラ イバシー が ある 

自立 vs 依存 自立 し て いる 

責任 責任 を 取る 

開放 vs 閉鎖 、 拝 他 開放 的 

能動 vs 受動 能動 的 

機動 性 機動 性 が ある 

自主 性 自主 性 が ある 

能力 主義 ( 個人 の 能力 能力 主義 的 で ある 

を 重視 する ) 

格差 容認 vs 横並び 格差 を 容認 す る 

個性 的 個性 的 


農耕 的 

農村 的 

如 び る 

か わい いい 
液体 分 子 運 動 パ ター ン 
自己 保身 、 安 全 、 守 ら 
れる こと を 指向 する 
探検 を 好ま な い 

模 條 的 

和合 を 好む 
規制 を 好む 
決ま り を 守る 

プラ イバシー が な い 
依存 的 で ある 
責任 を 回 避 す る 
閉鎖 的 、 排 他 的 
受動 的 

機動 性 が な い 
自主 性 が な い 

能力 主義 的 で な い 


横並び を 好む 
個性 的 で な い 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な パー ソナ リティ の 認知 


2008 年 1 月 初出 


ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト な パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運動 パタ ー ン 
と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 ドラ イ な パー ソナ リ 
ティ と 気体 分 子 運動 、 ウ ェ ッ ト な パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 


が 、 相 関し ます 。 


要約 


人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 ド ライ 、 ウ ェ ッ ト と 、 物 質 の 気体 と 
液体 の 人 間 に 与 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で 
の 調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 群 の 運動 を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー 
ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 201 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー 


ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 ド ライ 、 
ウェ ッ ト 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 
分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て ドラ イ 、 液 体 分 子 運動 バタ ー 
ン は ウェ ッ ト 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 参加 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 206 名 ( 男性 102 名 、 
女性 104 名 ) で あっ た 。 性 別 情報 は 、 回 答 時 に 性 別 選択 欄 を web 
ペー ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 力 し て も ら う こと で 得 た 。 


[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2006 年 12 月 4 日 か ら 9 日 の 6 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 液 
体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 20 
度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 々 30 秒 間 の windows media video 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 ド ライ 、 
ウェ ッ ト に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 と し て 、 ド ライ 、 
ウェ ッ ト 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段階 は 、” 感 じ な い (0) - 少 
し 感じ る (1) - や や 感じ る (2) - か な り 感 じ る (3) - と て も 感じ る 
(4) 和 | と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 ま た 、 研 究 参加 者 の コ 
ンピュータ 環境 に 対応 し つつ 、 刺 激 提示 の 条件 を 揃え る た め 


に 、" 再 生 回 数 は 可能 な 限り 2 回 まで で お 願い し ます の 旨 、 断 り 書 
き を 付け て 、 読 ん で も ら っ た 。 な お 、 実 験 操 作 の デ プ リー フィ ング 
と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、” 実 は これ は 、 気 体液 体 分 子 運動 
の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 画面 上 に 
呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ ドラ イ お よ 
び ウ ェ ッ ト と 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偽 差 は 
Table1 に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト に 感じ た 度合 い の 違 
い を 見 る た め 、 対 応 の ある t 検 定 を 行っ た 。 結 果 は Table2 の 通り で あ 
る 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 ド ライ 、 ウ ェ ッ ト と 感じ る 度合 い に つ 
いて は 、 ウ ェ ッ ト と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 ド ライ と 感じ る 度合 い 
より も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(205)= 8.74,p <.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 ド ライ 、 ウ ェ ッ ト と 感じ る 度合 い に つ 
いて は 、 ド ライ と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 ウェット と 感じ る 度合 い 
より も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(205) = 3.21jp <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ けり ドラ イ と 感じ る か に つい て は 、 気 
体 分 子 運 動 パ ター ン を ドラ イ に 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運動 パ 
ター ン を ドラ イ に 感じ る 度合 いよ けり も 、 有意 に 高かっ た 。 
(t(205)=6.32,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ りり ウェット と 感じ る か に つい て は 、 
液体 分 子 運 動 パ ター ン を ウェ ッ ト に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 
パタ ー ン を ウェ ッ ト に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(205)=8.25,p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 ド ライ な 性 格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運動 

は 、 ウ ェ ッ ト な 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 
パタ ー ン と 同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 ド ライ に 、 液体 
分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ 

る 、 と 考え られ る 。 


図表 
Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 


ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
0 


Table.1 


刺激 種類 ドラ イ ウェ ッ ト 

液体 分 子 運動 0.85 2.09 
(1.17) (1.50) 

気体 分 子 運 動 1.60 1.15 
(1.46) (1.24) 


(か っ こ 内 は 標準 偏差 ) 


Table.2 

比較 対象 t 検 定 結果 有意 水準 
液体 ウェ ッ ト 液 体 ド t(205)=8.74 p <.01 
ライ 

気体 ドラ イ - 気体 _t(205)=3.21 p <.01 
ウェ ッ ト 

気体 ドラ イ - 液体 ド t(205)=6.32 p <.01 
ライ 

液体 ウェ ッ ト 気 体 ~t(205)=8.25 p <.01 
ウェ ッ ト 


以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 ド ライ な 性 格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運動 

は 、 ウ ェ ッ ト な 性 格 と 認知 され る こと が 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 パ 
ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 ド ライ に 、 液体 分 

子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ る 、 
と 考え られ る 。 


アメ リカ 的 、 日 本 的 な パー ソナ リティ の 認知 
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アメ リカ 的 、 日 本 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運動 パタ ー ン 
と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 ア メリ カ 的 パー ソナ リ 
ティ と 気体 分 子 運 動 、 日 本 的 パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 
関し ます 。 


要約 


人 間 の パー ソナ リティ 認 知 の 、 ア メリ カ 的 、 日 本 的 と 、 物 質 の 気体 
と 液体 の 人 間 に 所 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web 
で の 調査 を 行っ た 。 気体 ・ 液 体 分 子 群 の 運動 を コン ピュ ー タ シミ ュ 
レー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 201 名 に 対し て 見 せ て 、 各 

ムー ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 ア メ 
リカ 的 、 日 本 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結 

果 、 気体 分 子 運 動 パ ター ン は 人 々 の 動き と し て アメ リカ 的 、 液体 分 

子 運 動 パ ター ン は 日 本 的 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


目的 

実際 に 日 本 人 の 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ 
ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ 
れ ぞ れ ど の 程度 、 欧 米 的 、 日 本 的 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し 
Pa 

その 際 、" 欧 米 的 [| と いう 吉 葉 は 、” 了 欧米 |] が カバ ー す る 地球 上 の 地域 
が 広範 囲 、 多 種 多様 に わた る た め 、 人 々 が 捉え る パー ソナ リティ 上 
の イメ ー ジ が 分 散 し 、 統 合 し て 捉え に くい 可能 性 が ある 。 そ こ で 、 
今回 研究 参加 者 を 日 本 人 と し た こと も あり 、 日 本 人 に と っ て 、 欧 米 
地域 の 中 で 、 太 平 洋 戦争 後 の 日 本 占 貧 尺 来 、 最 も 身近 で 親しみ の あ 
る 、 パ ー ソ ナリ ティ の 具体 的 イメ ー ジ が 沸き や すい 、 と 考え られ る 
北米 の アメ リカ 合 軍 国 を 代表 例 と し て 採用 し 、" ア メリ カ 的 "日 本 
的 |[ の それぞれ を 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ン ト に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 201 名 ( 男性 105 名 、 
女性 96 名 ) で あっ た 。 8 回 答 時 に 性 別 選 択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設 選択 入力 し て も ら う こと で 得 た 。 


[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 8 月 21 日 か ら 8 月 31 日 の 11 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 ア メリ カ 
的 、 日 本 的 に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 と し て 、 ア メリ 
カ 的 、 日 本 的 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段階 は 、” 感 じ な い 
(0)J か ら ” と て も 感じ る (4)L の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動 !\ て いる の を 見 な が ら で な いと 行い に くい た め 、 各 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操作 の デブ プリー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ アメ リカ 的 
お よび 日 本 的 と 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は 
Table1 に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 ア メリ カ 的 、 日 本 的 、 に 感じ た 度合 い 
の 違い を 見 る た め 、 対 応 の ある {検定 を 行っ た 。 結果 は Table2 の 通り 
で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 ア メリ カ 的 、 日 本 的 、 と 感じ る 度合 い 
に つい て は 、 日 本 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 ア メリ カ 的 、 と 感 
じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(200)=10.20,p <.01) 
気体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 ア メリ カ 的 、 日 本 的 、 と 感じ る 度合 い 
に つい て は 、 ア メリ カ 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 日 本 的 、 と 感 
じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(200) = 3.54,p <.01) 
液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り ア メリ カ 的 と 感じ る か に つい て 
は 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン を アメ リカ 的 に 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 
子 運動 パタ ー ン を アメ リカ 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 


た 。 (t(200)=7.81jp <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 日 本 的 と 感じ る か に つい て は 、 液 
体 分 子 運 動 パ ター ン を 日 本 的 に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 パ 
ター ン を 日 本 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(200)=7.15,p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 和 気体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 ア メリ カ 的 な 性 格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運 
動 は 、 日 本 的 な 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 
クー CSA ソナ リティ は 、 アメ リカ 0 に 
る 、 の 

人 才 気体 と 液体 それ ぞ れ の 分 ) 子 連動 の パタ ー ン と 、 

ー ソ ナリ ティ の 府 知 に お ける アメ リカ 的 、 日 本 的 と いう 印象 と の 
間 は 8 の 5 の お つら の の 生生 る ご とか 邊 され し か し 、 
な ぜ こ うし た つなが けり が 生じ る か の 理由 は 、 現 状 で は よく 分 か ら 
ず 、 さ ら な る 研究 が 必要 で ある 。 
また 、 今 回 の 研究 結果 で は 、 ア メリ カ 的 、 日 本 的 な パー ソナ リティ 
に つい て 日 本 人 の 研究 参加 者 が 持つ 印象 を 単に 尋ね た に 過ぎ ず 、 そ 
の Eh 人 象 が 、 ア メリ カ 人 、 日 本 人 の パー ソナ リティ の 実際 の あり 方 に 
その まま 即 し て いる と 考え る の は 早計 、 と 考え られ る 。 実際 の 対人 
関係 に お いて アメ リカ 人 の パー ソナ リティ が 気体 的 で 日 本 人 の それ 
が 液体 的 で ある こと を 示す 研究 が 別途 必要 で ある 。 
また 、 今 回 の 結果 は 、 あ くま で 日 本 人 サイ ド の 見 方 で あり 、 視 点 に 
偏り が 見 られ る 。 より 偽 ! リ り の な い 客 観 的 な 視点 を 得る に は 、 日 本 人 
の 研究 参加 者 だ け で な く 、 ア メリ カ 人 の 研究 参加 者 を 別途 募っ て 、 
アメ リカ 人 か ら 見 た E 象 が どう な っ て いる か を 別途 確認 する 必要 が 
ある 。 
また 、 欧 米 的 、 日 本 的 パー ソナ リティ の 比較 と いう 当初 の 研究 目的 
か ら は 、 今 後 は 、 今 回 の 研究 で は 対象 か ら 除 外さ れ た 、 ア メリ カ 以 
外 の 西欧 、 北 欧 等 の ヨー ロッ パパ 難 地域 と 日 本 と の 比較 等 も 必要 と 
な っ て くる 、 と 考え られ る 。 


図表 

kd ) 子 運動 バタ ー ン 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 
ビー ( 研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 

気体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の アメ リカ 的 ・ 日 本 的 評価 値 
の 平均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 

刺激 種類 アメ リカ 的 日 本 的 

液体 分 子 運動 0.47 1.71 


(0.94) (1.45) 
気体 分 子 運 動 1.35 0.90 

(1.43) (1.26) 
n= テ 201 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 
比較 対象 {検定 

液体 日 本 的 - 液体 アメ リカ 的 t(200)=10.20** 
気体 アメ リカ 的 - 気体 日 本 的 _t(200)=3.54** 

気体 アメ リカ 的 - 液体 アメ リカ t(200)=7.81** 

的 

液体 日 本 的 - 気体 日 本 的 t(200)=7.15** 

**p <.01 


男性 的 、 女 性 的 な パー ソナ リティ の 知 
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男性 的 、 女 性 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運動 パタ ー ン と の 
関係 に つい て 、 詳 し く 説明 し て いま す 。 男 性 的 バー ソナ リティ と 気 
体 分 子 運動 、 女 性 的 パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ま 
す 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 男 性 的 、 女 性 的 と 、 物 質 の 気体 と 液 
体 の 人 間 に 上 与え る 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 
調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ シミ ュ 
レー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 201 名 に 対し て 見 せ て 、 各 
ムー ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 人 
的 、 女 性 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 
体 分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て 学 性 的 、 液 体 分 運動 バー 
ター ン は 女性 的 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


課題 
実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 


どの 程度 、 男 性 的 、 女 性 的 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 
方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 201 名 ( 男性 105 名 、 
女性 96 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 性 別 選択 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 8 月 21 日 か ら 8 月 31 日 の 11 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 

で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 男 性 的 、 女 
性 的 に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 と し て 、 男 性 的 、 女 性 
的 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段階 は 、" 感 じ な い (0)」 か ら ” と て 
も 感じ る (4 の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操作 の デブ プリー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 男性 的 お よ 
び 女 性 的 と 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偽 差 は Table1 
に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 男 性 的 、 女 性 的 、 に 感じ た 度合 い の 違 
い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 定 ( 両側 ) を 行っ た 。 
(n=201) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 男 性 的 、 女 性 的 、 と 感じ る 度合 い に つ 
いて は 、 女 性 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 男 性 的 、 と 感じ る 度合 
いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(200) = 5.42,p <.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 男 性 的 、 女 性 的 、 と 感じ る 度合 い に つ 
いて は 、 男 性 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 女 性 的 、 と 感じ る 度合 
いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(200)=6.84,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 男 性 的 と 感じ る か に つい て は 、 
体 分 子 運動 パタ ー ン を 男性 的 に 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 5 生 間 
ター ン を 男性 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 
(t(200)=7.47,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 女 性 的 と 感じ る か に つい て は 、 液 
体 分 子 運 動 パ ター ン を 女性 的 に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 パ 
ター ン を 女性 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 
(t(200)=6.29,p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 男性 的 な 性 格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運動 
は 、 女 性 的 な 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 パ 
ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 男 性 的 に 、 液 体 分 
子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 女 性 的 に 感じ られ る 、 と 
考え られ る 。 


図表 


6 ) 子 運動 バタ ー ン 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 
ビー ( 研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
気体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 男性 的 ・ 女 性 的 評価 値 の 平 
均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


刺激 種類 男性 的 女性 的 


液体 分 子 運動 0.67 1.35 
(1.10) (1.37) 
気体 分 子 運 動 1.49 0.65 
(1.41) (1.13) 
n= テ 201 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 t 検 定 
液体 女性 的 - 液体 男性 的 t(200)=5.42** 
気体 男性 的 - 気体 女性 的 t(200)= ミ 6.84** 
気体 男性 的 - 液体 男性 的 t(200)=7.47** 
液体 女性 的 - 気体 女性 的 t(200)=6.29** 
**p ご.01 


父性 的 、 母 性 的 な パー ソナ リティ の 認知 
2012.07 初 出 


父性 的 、 母 性 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ ター ン と の 
関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 父 性 的 パー ソナ リティ と 気 
体 分 子 運動 、 母 性 的 パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ま 

す 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 父 性 的 、 母 性 的 と 、 物 質 の 気体 と 液 
体 の 人 間 に 与 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 
調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ シミ ュ 
レー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 201 名 に 対し て 見 せ て 、 各 
ムー ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 父 性 
的 、 母 性 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 
体 分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て 父性 的 、 液 体 分 子 運動 パ 
ター ン は 母性 的 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 それぞれ 
どの 程度 、 父 性 的 、 母 性 的 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 201 名 ( 男性 105 名 、 
女性 96 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 性 別 選択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 8 月 21 日 か ら 8 月 31 日 の 11 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 

で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 父 性 的 、 
性 的 に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 と し て 、 父 性 的 、 母 性 
的 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 させ た 。 段階 は 、” 感 じ な い (0)」 か ら ” と て 
も 感じ る (4 の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 


回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操作 の デ プ ブリー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 父性 的 お よ 
び 母 性 的 と 感じ られ た 度合 い の 評定 値 の 平均 値 と 標準 偽 差 は Table1 
に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 父 性 的 、 母 性 的 、 に 感じ た 度合 い の 違 
い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 定 ( 両側 ) を 行っ た 。 
(n=201) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 父 性 的 、 母 性 的 、 と 感じ る 度合 い に つ 
いて は 、 母 性 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 父 性 的 、 と 感じ る 度合 
いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(200)=5.67,p <.01) 

気体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 父 性 的 、 母 性 的 、 と 感じ る 度合 い に つ 
いて は 、 父 性 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 母 性 的 、 と 感じ る 度合 
いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(200)=4.96,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 父 性 的 と 感じ る か に つい て は 、 気 
体 分 子 運動 パタ ー ン を 父性 的 に 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運動 パ 
ター ン を 父性 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(200) = 4.28,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 母 性 的 と 感じ る か に つい て は 、 液 
体 分 子 運動 パタ ー ン を 母性 的 に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運 動 パ 
ター ン を 母性 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(200)=6.82p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 父 性 的 な 性 格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運動 

は 、 母 性 的 な 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ 
ター ン と 同様 に 振る 舞う つう 人 の パー ソナ リティ は 、 父 性 的 に 、 液 体 分 
子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 舞う つ 人 で は 、 母 性 的 に 感じ られ る 、 と 
考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 バ パターン 分 子 運動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 


ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
0 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 父性 的 ・ 母 性 的 評価 値 の 平 
均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


刺激 種類 父性 的 母性 的 
液体 分 子 運動 0.37 0.90 
(0.81) (1.20) 
気体 分 子 運動 0.76 0.31 
(1.18) (0.73) 
n= テ 201 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 t 検 定 
液体 母性 的 - 液体 父性 的 t(200)=5.67** 
気体 父性 的 - 気体 母性 的 t(200)=4.96** 
気体 父性 的 - 液体 父性 的 t(200)=4.28** 
液体 母性 的 - 気体 母性 的 t(200)=6.82** 
**p ご.01 


遊牧 的 、 農 耕 的 な パー ソナ リティ の 認知 
2012.07 初 出 


遊牧 的 、 農 耕 的 パー ソナ リティ と 、 和 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン と の 
関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 遊牧 的 パー ソナ リティ と 気 
体 分 子 運動 、 農 耕 的 パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ま 
す 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 恐 知 の 、 遊 牧 的 、 農 耕 的 と 、 物 質 の 気体 と 液 
体 の 人 間 に 王 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 
調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ シミ ュ 
レー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 201 名 に 対し て 見 せ て 、 各 
ムー ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 遊 牧 
的 、 農 耕 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 
体 分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て 遊牧 的 、 液 体 分 子 運動 パ 
ター ン は 農耕 的 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 遊 牧 的 、 農 耕 的 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 201 名 ( 男性 105 名 、 
女性 96 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 性 別 選択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 8 月 21 日 か ら 8 月 31 日 の 11 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 

で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 遊 牧 的 、 農 
耕 的 に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 と し て 、 遊牧 的 、 農 耕 
的 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段階 は 、” 感 じ な い (0)」 か ら ” と て 
も 感じ る (4 の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 


回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、” 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 | と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 遊牧 的 お よ 
び 農 耕 的 と 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偽 差 は Table1 
に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 遊 牧 的 、 農 耕 的 、 に 感じ た 度合 い の 違 
い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 定 ( 両側 ) を 行っ た 。 
(n=201) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 遊 牧 的 、 農 耕 的 、 と 感じ る 度合 い に つ 
いて は 、 農 耕 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 遊 牧 的 、 と 感じ る 度合 
いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(200)=2.18,p <.05) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 遊牧 的 、 農 耕 的 、 と 感じ る 度合 い に つ 
いて は 、 遊 牧 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 農 耕 的 、 と 感じ る 度合 
いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(200)=4.72,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 遊 牧 的 と 感じ る か に つい て は 、 
体 分 子 運動 パタ ー ン を 遊牧 的 に 感じ る 度合 いと 、 液 体 分 
ター ン を 遊牧 的 に 感じ る 度合 いと の 間 で 、 有 意 差 は 見 られ な か っ 
た 。(t(200)=1.32) こ れ は 、 液体 の 動き が 、 低速 で 家畜 を 連れ て 移 
動 す る 遊牧 民 の 動き と 似 て いる た め 、 両 方 共 遊 牧 民 的 と 感じ られ 、 
差 が 出 な か っ た の で は な いか 、 と 考え られ る 。 液体 の 動き を より 低 
速 に し て 、 ほ と ん ど 動 かない 状 態 に すれ ば 、 農 耕 民 的 と な っ て 、 差 
が 出る と 予想 され る 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 農 耕 的 と 感じ る か に つい て は 、 液 
体 分 子 運 動 パ ター ン を 農耕 的 に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 パ 
ター ン を 農耕 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 
(t(200)=5.41,p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 遊牧 的 な 性 格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運動 
は 、 農 耕 的 な 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 パ 
ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 遊 牧 的 に 、 液 体 分 
子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 農 耕 的 に 感じ られ る 、 と 
考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
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Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 遊牧 的 ・ 農 耕 的 評価 値 の 平 
均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


刺激 種類 遊牧 的 農耕 的 
液体 分 子 運動 1.04 1.28 
(1.34) (1.32) 
気体 分 子 運動 1.21 0.68 
(1.44) (1.81) 
n= テ 201 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 {検定 

液体 農耕 的 - 液体 遊牧 的 t(200)=2.18* 
気体 遊牧 的 - 気体 農耕 的 t(200)=4.72** 
気体 遊牧 的 - 液体 遊牧 的 t(200)=1.32 
液体 農耕 的 - 気体 農耕 的 t(200) =5.41** 


**p <.01, *p<.05 


独創 的 、 模 人 的 な パー ソナ リティ の 招 知 
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独創 的 、 模 條 的 パー ソナ リティ と 、 和 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン と の 
関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 独創 的 パー ソナ リティ と 気 
体 分 子 運動 、 模 信 的 パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ま 
す 。 


要約 


人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 独 創 的 、 模 條 的 と 、 物 質 の 気体 と 液 


体 の 人 間 に 所 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 
調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ シミ ュ 

レー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 201 名 に 対し て 見 せ て 、 各 

ムー ビー で 、 粒子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 どの 程度 、 独 代 
的 、 模 信 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 
体 分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て 独 借 的 、 液 体 分 ) 子 運動 パ 

ター ン は 模 信 的 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 名 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 独 創 的 、 模 條 的 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ン ト に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 

能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な 背 同一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 201 名 ( 男性 105 名 、 
女性 96 名 ) で あっ た 。 時 回 答 時 に 性 別 選 択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設 選択 入力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 2 2007 年 8 月 21 日 か ら 8 月 31 日 の 11 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 独 創 的 、 模 


條 的 に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 と し て 、 独創 的 、 模 條 
的 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 させ た 。 段階 は 、" 感 じ な い (0)」 か ら ” と て 
も 感じ る (4 の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回答 は ムー ビー が 実際 
に 動い て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 難 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操 人 作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、” 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 独創 的 お よ 
び 模 信 的 と 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偽 差 は Table1 
に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 独 創 的 、 模 信 的 、 に 感じ た 度合 い の 違 
い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 定 ( 両側 ) を 行っ た 。 
(nm=201) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 独創 的 、 模 信 的 、 と 感じ る 度合 に つ 
いて は 、 模 信 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 独 創 的 、 と 感じ る 度合 
いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(200)=5.59,p <.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 独創 的 、 模 信 的 、 と 感じ る 度合 い に つ 
いて は 、 独 創 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 模 信 的 、 と 感じ る 度合 
いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(200)=4.37,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 独 創 的 と 感じ る か に つい て は 、 
体 分 子 運動 パタ ー ン を 独創 的 に 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 6 
ター ン を 独創 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 
(t(200)=7.33jp <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 模 信 的 と 感じ る か に つい て は 、 液 
体 分 子 運 動 パ ター ン を 模 信 的 に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 パ 
ター ン を 模 信 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 
(t(200)=3.11p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 独創 的 な 性 格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運動 
は 、 模 信 的 な 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 パ 
ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 独創 的 に 、 液 体 分 
子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 模 信 的 に 感じ られ る 、 と 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
の 2 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 独創 的 ・ 模 信 的 評価 値 の 平 
均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


刺激 種類 独創 的 模 信 的 
液体 分 子 運動 0.68 1.35 
(1.16) (1.39) 
気体 分 子 運 動 1.50 0.96 
(1.43) (1.27) 
n=201 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 (検定 
液体 模 信 的 - 液 人 独創 的 (200)=5.59** 
気体 独創 的 - 気体 模 條 的 (200)=4.37 
気体 独創 的 - 液体 独創 的 (200)=7.33* 
液体 模 信 的 - 気体 模 似 的 (200)=3.11* 


**D ご .01 


自己 保身 、 安 全 、 守 られ る こと vs 危険 に 立ち 向かう こと 
へ の 指向 


2012.07 初 出 


要約 
人 間 の 自己 保身 、 安 全 、 守 られ る こと vs 危険 へ の 指向 と 、 物 質 の 気 
体 と 液体 の 人 間 に 上 与え る 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 
web で の 調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ 
シミ ュ レ ー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ 
て 、 各 ムー ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程 
度 、 自 身 の 保 身 、 安全 を 重視 し 、 守 られ る こと を 好む お 、 な いし 危険 
に 立ち 向かう よう 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結 
果 、 気体 分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て 、 危 険 に 立ち 向かう 
よう に 、 液体 分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て 、 自 身 の 保身 、 
安全 を 重視 し 、 守 られ る こと を 好む お よう に 感じ られ る こと が 分 か っ 
りー 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 それぞれ 
どの 程度 、 保 身 、 安 全 、 守 られ や すさ vs 危険 を 指向 し て いる 、 と 感 
じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ン ト に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の rp アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
女性 95 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 性 別 選択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 9 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ 一 つの 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 自 己 の 保 

身 、 安 全 を 重視 し 、 守 られ る こと を 好む お 、 な いし 危険 に 立ち 向かう 
よう に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 日 と し て 、 そ れ ぞ れ 別 々 
に 回 答 さ せ た 。 有 段階 は 、” 感 じ な い (0)L」 か ら " と て も 感じ る (4) の 5 
段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い! て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操作 の デブ プリー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 


気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 、 保 身 、 安 
全 、 守 られ や すさ 、 な いし 危険 を 指向 し て いる よう に 感じ られ た 度 
合い の 評定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1 に 示し た 通り で ある 。 


見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 感 じ た 度 合い の 違い を 見 る た め 、 対 応 
あり の 平均 値 の 差 の t 検 定 ( 両側 ) を 行っ た 。(m=200) 結 果 は Table2 
の 通り で ある 。 


自己 の 保身 を 重視 する よう に 感じ られ る 度合 い 、 自 己 の 安全 を 重視 
する よう に 感じ られ る 度合 い 、 守 られ る こと を 好む よう に 感じ られ 
る 度合 は 、 い ずれ も 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン の 方 が 、 気 体 分 子 運 
動 パ ター ン よ り も 、 有 意 に 大 きか っ た 。 

一 方 、 危 険 に 立ち 向かう よう に 感じ られ る 度合 い は 、 気 体 分 子 運動 
パタ ー ン の 方 が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン よ り も 、 有 意 に 大 きか っ 

た 。 

液体 分 子 運 動 パ ター ン で は 、 守 られ る こと を 好む お よう に 感じ られ る 
度合 い が 、 一 番 高かっ た 。 次 に 、 自 身 の 保身 を 重視 する よう に 感じ 
られ る 度合 い 、 自 身 の 安 全 を 重視 する よう に 感じ られ る 度合 い 、 の 
両者 が 高かっ た 。 この 両者 の 間 に は 、 有 意 差 は 無かっ た 。 一 番 低 

か っ た の が 、 危 険 に 立ち 向かう よう に 感じ られ る 度合 いで あっ た 。 
気体 分 子 運動 パタ ー ン で は 、 危 険 に 立ち 向かう よう に 感じ られ る 度 
合い 、 自 身 の 保身 を 重視 する よう に 感じ られ る 度合 い 、 の 両者 が 一 
番 高 か っ た 。 この 両者 の 間 に は 、 有 意 差 は 無かっ た 。 低かっ た の 

は 、 自 身 の 安全 を 重視 する よう に 感じ られ る 度合 い 、 守 られ る こと 
を 好む お よう に 感じ られ る 度合 い の 両者 で あっ た 。 こ の 両者 の 間 に 

は 、 有意 差 は 無かっ た 。 


以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 危 険 に 立ち 向かう つよ うに 感じ られ 、 一 方 、 液 体 分 
子 運 動 は 、 自 身 の 保身 、 安 全 を 重視 し 、 守 られ る こと を 好む お よう に 
感じ られ る こと が 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞 
う 人 の パー ソナ リティ は 、 危 険 や リス ク に 立ち 向かう よう に 、 液 体 
分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞 つ 人 で は 、 自 身 の 保身 、 安全 を 重 
視 し 、 守 られ る こと を 好む お よう に 感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


な お 、 

・ 液 体 分 子 運 動 パ ター ン に お いて 、 守 られ る こと を 好む よう に 感じ 
られ る 度合 い が 、 一 番 高かっ た の は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 周 
囲 の 皆 と 一 緒 に いれ ば 大 丈夫 と いう 、 い わ ゆ る 護送 船団 方 式 を 連想 
させ る も の で あっ た た め 、 と 考え られ る 。 

・ 気 体 分 子 運動 パ ター ン に お いて 、 自 身 の 保 身 を 重視 する よう に 感 
じ ら れ る 度合 い が 、 危 険 に 立ち 向かう と 感じ られ る 度合 い 同 様 、 高 
か っ た の は 、 個体 の 周囲 に 十分 な 空間 が 空い! て お り 、 保 身 も ある 程 
度 で きる よう に な っ て いる と 捉え られ た た め 、 と 考え られ る 。 ま 
た 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン に お いて 、 自 身 の 保 身 を 重視 する よう に 
感じ られ る 度合 い の 方 が 、 自 身 の 安全 を 重視 する よう に 感じ られ る 


度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た の は 、 気体 分 子 運 動 パ ター ン に お い 
EE 叶 人 

、 保 身 の た め の 個 体 身辺 の 空間 的 余裕 は ある と 捉え られ た た め 、 
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図表 


PU ) 子 運動 パタ ー ン 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
PE 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の アメ リカ 的 ・ 日 本 的 評価 値 
の 平均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


刺激 種類 自身 の 保身 を 自身 の 安全 を 守ら れる の を 危険 に 立ち 向 
重視 する よう 重視 する よう 好む お むように か つよ うに 


に に 


液体 分 子 運動 2.59 2.52 2.98 0.68 
(1.43) (1.33) (1.27) (1.01) 

気体 分 子 運動 1.36 0.85 0.83 1.4 
(1.36) (1.20) (1.26) (1.35) 


n=200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 (検定 
液体 保身 重視 - 気体 保身 重視 (199)=8.75* 


液体 安全 重視 - 気体 安全 重視 _t(199)=13.49** 
液体 守ら れる の を 好む - 気体 守 t(199)=18.04** 
られ る の を 好む お 

気体 危険 に 立ち 向かう - 液体 危 (199)=6.24** 
険 に 立ち 向かう 

液体 守ら れる の を 好む - 液体 危 (199)=19.32** 
険 に 立ち 向かう 

液体 守ら れる の を 好む - 液体 保 K(199)=4.47** 
身重 視 

液体 守ら れる の を 好む - 液体 安 ((199)=4.50** 
全 重 視 

液体 保身 重視 - 液体 危険 に 立ち t(199)=15.40** 
向かう 

液体 保身 重視 - 液体 安全 重視  t(199)=0.69 
液体 安全 重視 - 液体 危険 に 立ち t(199)=15.73** 


向かう 

気体 危険 に 立ち 向かう - 気体 保 ((199)=0.30 
身重 視 

気体 危険 に 立ち 向かう - 気体 安 ((199)=4.22** 
全 重 視 

気体 危険 に 立ち 向かう - 気体 守 t(199)=4.20** 
られ る の を 好む 


気体 保身 重視 - 気体 安全 重視 (199)=5.29** 
気体 保身 重視 - 気体 守ら れる の t(199) =4.90* 


を 好む 

気体 安全 重視 - 気体 守ら れる の t(199)=0.23 
を 好む 

**p ご.01 


液体 < - 感じ ら 危 険 に 立ち 保身 重視 守ら れる の 一 > 感じ ら 
れる 度合 い 向かう つ 安全 重視 を 好 の れる 度合 い 


が 、 よ り 小 が 、 よ り 大 
さい きい 
^ 差 が な い 
気体 < - 感じ られ 安全 重視 危険 に 立ち 向 一 > 感じ られ 
る 度合 が 、 守ら れる の を か うつ る 度合 い が 、 
より 小さ い 好む お 保身 重視 より 大 きい 


^ 差 が な い 人 ^ 差 が な い 


争 し 1 を 好む 、 和合 を 好む パー ソナ リ 用 イ の 認知 
2012.07 初 出 


当 い を 好む お 、 和 合 を 好む パー ソナ リティ と 、 和 気体 液体 分 子 運 動 パ 
ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 当 い を 好む パー 
ソナ リティ と 気体 分 子 運 動 、 和 合 を 好 の パー ソナ リティ と 液体 分 子 
運動 が 、 相 関し ます 。 


要約 
人 間 の パー ソナ リティ 認 知 の 、 争 い を 好む 、 和 合 を 好む と 、 物 質 の 
気体 と 液体 の 人 間 に 上 選 え る 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 
web で の 調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ 
すき ミュ レー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ 
各 ム ー ビ ー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程 
PS 和合 を 好 の 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ 
た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て 争い を 好 
む 、 液体 分 子 運 動 パ ター ン は 和合 を 好む 、 と 感じ られ る こと が 、 分 
か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 争 を 好む 、 和 合 を 好む 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し 
炉 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ン ト に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
女性 95 名 ) で あっ た 。 性 別 情報 は 、 回 答 時 に 性 別 選 択 欄 を web ペ ー 


ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設 選択 入力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 調査 時 期 隊 2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 争 い を 好 
む 、 和 合 を 好む に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 日 と し て 、 当 
い を 好む お 、 和 合 を 好む の 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段階 は 、" 感 
じ な い (0)H か ら ”" と て も 感じ る (4④)」 の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操 作 の デ プ リ ー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 争い を 好む 
お よび 和合 を 好む と 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偏 差 
は Table1 に 示し た 通 !) で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 争 い を 好む 、 和 合 を 好む 、 に 感じ た 度 
合い の 違い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 定 ( 両側 ) を 
行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 争 い を 好む 、 和 合 を 好む 、 と 感じ る 度 
合い に つい て は 、 和 合 を 好む 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 争 い を 好 
む 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 

(t(199) = 13.71p <.01) 

気体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 争 い を 好む 、 和 合 を 好む 、 と 感じ る 度 


合い に つい て は 、 争 い を 好む 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 和 合 を 好 
む 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(199)=8.01,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 争 い を 好む と 感じ る か に つい て 
は 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン を 争い を 好む に 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 
子 運動 パタ ー ン を 争い を 好む に 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ 
た 。 (t(199)=11.59,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 和 合 を 好む と 感じ る か に つい て 
は 、 液体 分 子 運動 パタ ー ン を 和合 を 好む に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 
子 運動 パタ ー ン を 和合 を 好む に 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ 
た 。 (t(199)=13.85,p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 和 気体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 子 い を 好む お 性格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運動 
は 、 和 合 を 好む 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 
パタ ー ン と 同様 に 振る 舞う つう 人 の パー ソナ リティ は 、 争 い を 好む に 、 
液体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 和 合 を 好む に 感じ 
られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


導入 Uic20 ) 子 運動 バタ ー ン 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
気体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 争い を 好む ・ 和 合 を 好む お 評 
価値 の 平均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


刺激 種類 争い を 好む 和合 を 好む 


液体 分 子 運動 0.48 2.31 
(0.92) (1.47) 
気体 分 子 運動 1.81 0.75 
(1.46) (1.00) 
n=200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 ( 析 定 
液体 和合 を 好む - 液体 争い を 好 tC199) =13.71* 
お 


気体 争い を 好む - 気体 和合 を 好 t(199)=8.01** 
む 

気体 争い を 好む - 液体 争い を 好 t(199) = 11.59** 
む 

液体 和合 を 好む - 気体 和合 を 好 t(199)=13.85** 
む 


**D ご .01,*p ご .05 


自由 を 好む 、 規 制 を 好む お パー ソナ リティ の 認知 
2012.07 初 出 


自由 を 好む 、 規 制 を 好む パー ソナ リティ と 、 和 気体 液体 分 子 運 動 パ 
ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 自由 を 好む パー 


ソナ リティ と 気体 分 子 運動 、 規 制 を 好む が び パー ソナ リティ と 液体 分 子 
運動 が 、 相 関し ます 。 


要約 
人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 自 由 を 好む 、 規 制 を 好む と 、 物 質 の 
気体 と 液体 の 人 間 に 王 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 
web で の 調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ 
シミ ュ レ ー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ 
て 、 各 ムー ビー で 、 粒子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程 
度 、 自 由 を 好む 、 規 制 を 好 の 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ 
た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て 自由 を 好 
む 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン は 規制 を 好む お 、 と 感じ られ る こと が 、 分 
か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 自 由 を 好む 、 規 制 を 好む 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し 
た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同じ 研究 参加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 

能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の Tp アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
生ま 回 答 時 に 性 別 選 択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設 選択 入力 し て も ら う つこ と で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 調査 時 期 隊 2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 

液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 


コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、EFigure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 自 由 を 好 

む 、 規 制 を 好む に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 日 と し て 、 自 
由 を 好む 、 規 制 を 好 の 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段階 は 、" 感 
じ な い (0)H か ら ” と て も 感じ る (④)」 の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回答 は ムー ビー が 実際 
に 動い \ て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 難 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操 人 作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、” 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


結 果 
気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 自由 を 好む 
お よび 規制 を 好む と 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偏 差 
は Table1 に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 自 由 を 好む 、 規 制 を 好む 、 に 感じ た 度 
合い の 違い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の {検定 ( 両側 ) を 
行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 自 由 を 好む 、 規 制 を 好む 、 と 感じ る 度 
合い に つい て は 、 規 制 を 好む 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 自 由 を 好 
む 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 

(t(199)=11.15,p <.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 自 由 を 好む 、 規 制 を 好む 、 と 感じ る 度 
合い に つい て は 、 自 由 を 好む 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 規 制 を 好 
む 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(199)=18.55,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 自 由 を 好む と 感じ る か に つい て 
は 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 自由 を 好む に 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 
子 運 動 パ ター ン を 自由 を 好む に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 
た 。(t(199)=19.36jp <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 規 制 を 好む と 感じ る か に つい て 
は 、 液体 分 子 運動 パタ ー ン を 規制 を 好む に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 


子 運 動 パ ター ン を 規制 を 好む に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 
た 。(t(199) =14.64p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 自 由 を 好む 性 格 と 誰 知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運動 
は 、 規 制 を 好む 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気 体 分 子 運動 
パタ ー ン と 同様 に 振る 舞 つ 人 の バー ソナ リティ は 、 自 由 を 好む に 、 
液体 分 子 運動 バタ ー ン と 同様 に 振る 舞 うつ 人 で は 、 規 制 を 好む に 感じ 
られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
回 62 重 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 自由 を 好む ・ 規 制 を 好む お 評 
価値 の 平均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


刺激 種類 自由 を 好む 規制 を 好む 
液体 分 子 運動 0.48 2.10 
(1.02) (1.51) 
気体 分 子 運 動 2.79 0.48 
(1.39) (0.90) 
n= テ 200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 (検定 
液体 規制 を 好む - 液体 自由 を 好 t(199)=11.15** 
お 


気体 自由 を 好む - 気体 規制 を 好 t(199)=18.55** 
の 
気体 自由 を 好む - 液体 自由 を 好 t(199) =19.36** 
お 
液体 規制 を 好む - 気体 規制 を 好 t(199)=14.64** 
の 


**D ご .01,*p ご .05 


決ま り を 破る 、 決 まり を 守る パー ソナ リティ の 認知 
2012.07 初 出 


自由 を 好む 、 決 まり を 守る パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ 
0 ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 決 まり を 破る 

ー ソ ナリ ティ と 気体 分 子 運動 、 決 まり を 守る パー ソナ リティ と 液 
人 ) 子 運動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認 知 の 、 決 まり を 破る 、 決 まり を 守る と 、 物 
質 の 気体 と 液体 の 人 間 に 与 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た 
め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン 
ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し 
て 見 せ て 、 各 ムー ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど 
の 程度 、 決 まり を 破る 、 決 まり を 守る 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し 
て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て 
決ま けり を 破る 、 液 体 分 ) 子 運動 パタ ー ン は 決ま り を 守る 、 と 感じ られ 
る こと が 、 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 決 まり を 破る 、 決 まり を 守る 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと 


に し た 。 
方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
女性 95 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 性 別 選択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 決 まり を 破 
る 、 決 まり を 守る に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 と し て 、 
決ま り を 破る 、 決 まり を 守る 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段階 

は 、" 感 じ な い (0)L」 か ら ” と て も 感じ る (4)L の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操作 の デブ プリー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 決ま り を 破 
る お よび 決ま り を 守る と 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 

偏差 は Table1 に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 決 まり を 破る 、 決 まり を 守る 、 に 感じ 
た 度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 定 ( 両側 ) 
を 行っ た 。(m=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 決 まり を 破る 、 決 まり を 守る 、 と 感じ 
る 度合 につい て は 、 決 まり を 守る 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 決 
まり を 破る 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 

(t(199)=15.46,p <.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 決 まり を 破る 、 決 まり を 守る 、 と 感じ 
る 度合 につい て は 、 決 まり を 破る 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 決 
まり を 守る 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 

(t(199)=8.72,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 決 まり を 破る と 感じ る か に つい て 
上 気体 分 了 之 動 バ ター 人生 人 

か ら た 。 (t199) =13.29p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 決 まり を 守る と 感じ る か に つい て 
は 、 液 体 分 ) 子 運動 パタ ー ン を 決ま り を 守る に 感じ る 度合 い が 、 気 体 
分 子 運動 パタ ー ン を 決ま り を 守る に 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高 

か っ た 。(t(199) =15.63,p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 和 気体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 決 まり を 破る 性 格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運 
動 は 、 決 まり を 守る 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 
運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 決 まり を 破 
る よう に 、 液体 分 ) 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 決ま り 
を 守る よう に 感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Mk ) 子 運動 バタ ー ン 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 
ビー ( 研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
気体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 決ま り を 破る ・ 決 まり を 守 
る 評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


刺激 種類 決ま り を 破る 決ま り を 守る 


液体 分 子 運動 0.39 2.48 
(0.90) (1.44) 
気体 分 子 運動 1.92 0.68 
(1.45) (1.08) 
n=200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 (検定 
液体 決ま リ を 守る 縛 液体 決ま 1 け t(199) ー 15.46** 
を 破る 

気体 決ま り を 破る - 気体 決ま り t(199)=8.72** 
を 守る 

気体 決ま り を 破る - 液体 決ま り t(199)=13.29** 
を 破る 

を 守る 
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格差 を 容認 する 、 横 並び を 好む パー ソナ リティ の 認知 
2012.07 初 出 


自由 を 好む お 、 横 並び を 好 び パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運動 パ 
ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説明 し て いま す 。 格差 を 容認 する 


ー ソ ナリ ティ と 気体 分 子 運動 、 横 並び を 好 び パー ソナ リティ と 液 
人 ) 子 運動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 格 差 を 容認 する 、 横 並び を 好む と 
物質 の 気体 と 液体 の 人 間 に 己 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する 
た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン を コン 
ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し 
て 見 せ て 、 各 ムー ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど 
3 横並び を 好 の お 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 
し て も ら っ た 。 結果 、 気 体 分子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し 
が ) 子 運動 パタ ー ン は 横並び を 好む 、 と 感じ 
られ る こと が 、 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 格 差 を 容認 する 、 横 並び を 好む 、 と 感じ る か 、 調 べ る こ 
と に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同じ 研究 参加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 

能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の Tp アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
生ま 回 答 時 に 性 別 選 択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設 選択 入力 し て も ら う つこ と で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 調査 時 期 隊 2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 

液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 


コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、EFigure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 格 差 を 容認 
する 、 横 並び を 好む に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 日 と し 
て 、 格 差 を 容認 する 、 横 並び を 好 の 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 
段階 は 、” 感 じ な い (0)U か ら ” と て も 感じ る (4 の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い \ て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 難 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操 人 作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、” 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 格差 を 容認 
する お よび 横並び を 好む と 感じ られ た 度合 い の 評定 値 の 平均 値 と 標 
準 偽 差 は Table1 に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 格 差 を 容認 する 、 横 並び を 好む 、 に 感 
じ た 度 合い の 違い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の 検定 ( 両 
側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 格 差 を 容認 する 、 横 並び を 好む 、 と 感 
じ る 度合 ! に つい て は 、 横 並び を 好む お 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 
格差 を 容認 する 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(199)=10.25,p <.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 格 差 を 容認 する 、 横 並び を 好む お 、 と 感 
じ る 度合 ! に つい て は 、 格 差 を 容認 する 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 
が 、 横 並び を 好む 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 
(t(199)=8.62,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 格 差 を 容認 する と 感じ る か に つい 
て は 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 格差 を 容認 する に 感じ る 度合 い が 、 
液体 分 子 運 動 パ ター ン を 格差 を 容認 する に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 
意 に 高かっ た 。(t(199) = 6.99,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 横 並び を 好む と 感じ る か に つい て 
は 、 液体 分 子 運動 パタ ー ン を 横並び を 好む に 感じ る 度合 い が 、 気 体 


分 子 運動 パタ ー ン を 横並び を 好む に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高 
か っ た 。(t(199)=12.26,p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 栓 圭 を 容認 する 性 格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 
運動 は 、 横 並び を 好 ず 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 
子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 格 差 を 容 
論 する よう に 、 液体 分 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 横 
並び を 好む の よう に 感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Me ) 子 運動 バタ ー ン 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 
ビー ( 研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
20 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 格 基 を 容認 する ・ 横 並び を 
好む 評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


刺激 種類 格差 を 容認 する 横並び を 好む 
液体 分 子 運動 0.76 2.06 
(1.05) (1.56) 
気体 分 子 運 動 1.56 0.56 
(1.40) (1.00) 
n= テ 200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 ( 析 定 
液体 横並び を 好む - 液体 格差 を (199) =10.25** 
容 雪 する 


気体 格差 を 容認 する - 気体 横 並 《(199)=8.62** 
び を 好む 

気体 格差 を 容認 する - 液体 格差 《(199)=6.99** 
を 容認 する 

液体 横並び を 好む - 気体 横並び t(199)=12.26** 
を 好む 
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自立 し て いる 、 依 存 的 パー ソナ リティ の 認知 
2012.07 初 出 


自立 し て いる 、 依 存 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運動 パタ ー 

ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 自立 し て いる パー ソ 

2 と 気体 分 子 運動 、 依 存 的 バー ソナ リティ と 液体 分 子 運動 
、 相 関し ます 。 


要約 
人 間 の パー ソナ リティ 恐 知 の 、 自 立 し て いる 、 依 存 的 と 、 物 質 の 気 
体 と 液体 の 人 間 に 上 与え る 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 
web で の 調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ 
2 ミュ レー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ 
各 ム ー ビ ー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程 
縛 半 PP 依存 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ 
た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て 自立 し て 
いる 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン は 依存 的 、 と 感じ られ る こと が 、 分 
か っ 7 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 自 立 し て いる 、 依 存 的 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し 


た 。 
方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
女性 95 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 性 別 選択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ 一 つの 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 自 立 し て い 
る 、 依 存 的 に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 | と し て 、 自 立 し 
て いる 、 依 存 的 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段階 は 、” 感 じ な い 
(0)| か ら ” と て も 感じ る (4) の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操作 の デブ プリー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 自立 し て い 
る お よび 依存 的 と 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は 
Table1 に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 自 立 し て いる 、 依存 的 、 に 感じ た 度合 
い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の {検定 ( 両側 ) を 行っ 
た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 自 立 し て いる 、 依 存 的 、 と 感じ る 度合 
い に つ いて は 、 依 存 的 、 と 感じ る 度合 い の 数値 が 、 格 差 を 容認 す 
る 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 

(t(199) = 20.01jp <.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 自 立 し て いる 、 依 存 的 、 と 感じ る 度合 
い に つ いて は 、 自 立 し て いる 、 と 感じ る 度合 い の 数値 が 、 依 存 的 、 
と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(199) = 8.34,p <.01) 
液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 自 立 し て いる と 感じ る か に つい て 
は 、 気体 分 子 運動 パタ ー ン を 自立 し て いる 、 と 感じ る 度合 い が 、 液 
体 分 子 運 動 パ ター ン を 自立 し て いる 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 
に 高かっ た 。(t(199)=13.21jp <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 依 存 的 と 感じ る か に つい て は 、 液 
体 分 子 運 動 パ ター ン を 依存 的 に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 パ 
ター ン を 依存 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 
(t(199)=19.47,p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 和 気体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 目 立 し て いる 性 格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運 
動 は 、 依 存 的 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ 
ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 自 立 し て いる よう 
に 、 液体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 依存 的 な よう 
に 感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


10 ) 子 運動 バタ ー ン 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
気体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 自立 し て いる ・ 依 存 的 評価 
値 の 平均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


刺激 種類 自立 し て いる 依存 的 


液体 分 子 運動 0.32 2.75 
(0.83) (1.28) 
気体 分 子 運動 1.81 0.64 
(1.47) (1.09) 
n= テ 200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 t 検 定 
液体 依存 的 - 液体 自立 し て いる t(199)=20.01** 
気体 自立 し て いる - 気体 依存 的 《(199)=8.34** 
気体 自立 し て いる - 液体 自立 し t((199)=13.21** 
て いる 

液体 依存 的 - 気体 依存 的 t(199) = 19.47** 


**p <.01,*p <.05 


明る い 、 暗 いい パー ソナ リティ の 褒 知 
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明る い 、 暗 いい パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運動 パタ ー ン と の 関 
係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 明 る い パ ー ソ ナリ ティ と 気体 
分 子 運動 、 暗 い パ ー ソ ナリ ティ と 液体 分 子 運動 が 、 相 関し ます 。 


要約 


人 間 の パー ソナ リティ 恐 知 の 、 明 る い 、 暗 いと 、 物 質 の 気体 と 液体 
の 人 間 に 上 与え る 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 詩 
査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー 
ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー 
ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 明 る い 、 
暗い 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 
運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て 明る い 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン は 
暗い 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 能 動 的 、 暗 い 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
女性 95 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 性 別 選択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 


ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 明 る く 、 暗 
く 感 じ ら れ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 日 と し て 、 明 る い 、 暗 い 、 そ 
れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段階 は 、" 感 じ な い (0)」 か ら ”" と て も 感じ 
る (4)L の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回答 は ムー ビー が 実際 
に 動い \ て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 難 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操 人 作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 | と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 明る く お よ 
び 暗 く 感 じ ら れ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1 に 示 
し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 明 る く 、 暗 く 感 じ た 度 合い の 違い を 見 
る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の 検定 ( 両側 ) を 行っ た 。(n=200) 

結果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 明 る く 、 暗 く 感 じ る 度合 ! い に つい て 
は 、 暗 く 感 じ る 度合 い の 数値 が 、 明 る く 感 じ る 度合 いよ り も 、 有 意 
に 高かっ た 。(t(199)=10.60,p <.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 明 る く 、 暗 く 感 じ る 度合 い に つ いて 
は 、 明 る く 感 じ る 度合 い の 数 値 が 、 暗 く 感 じ る 度合 いよ り も 、 有 意 
に 高かっ た 。(t(199) = 4.92,p <.01) 

次 体 と 気体 と で は どちら を 、 より 明る く 感 じ る か に つい て は 、 NM 
分 子 運 動 パ ター ン を 明る く 感 じ る 度合 い が 、 液体 分 子 運 動 パ ター 

を 明る く 感 じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 
(t(199)=10.17jp <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 暗 く 感 じ る か に つい て は 、 液 体 分 
子 運 動 パ ター ン を 暗く 感じ る 度合 い が 、 和 気体 分 子 運動 パタ ー ン を 暗 
く 感 じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 (t(199) = 9.34,p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 

5 明る い 性 格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 
い 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 パタ ー ン と 

同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 明 る く 、 液 体 分 子 運動 パ 

ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 暗 く 感 じ ら れ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
0 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 明る い ・ 暗 い 評価 値 の 平均 


値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


刺激 種類 明る く 
液体 分 子 運動 0.53 
(0.94) 
気体 分 子 運動 1.67 
(1.44) 
n=200 


首 く 
2.02 
(1.46) 
0.89 
(1.31) 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 
液体 暗く - 液体 明る く 
気体 明る く - 気体 暗く 


t(199)=10.60** 
t(199) = 4.92** 


気体 明る く - 液体 明る く (199) ニ 10.17** 


液体 晴 く - 気体 暗く (199) =9.34** 
**D ご .01,*p ご .05 


准 た い 、 温 か いい パーソ ナリ ティ の 知 
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冷た い 、 温 か い パ ー ソ ナリ ティ と 、 気 体液 体 分 子 運動 パタ ー ン と の 
関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 冷た い パ ー ソ ナリ ティ と 気 
体 分 子 運動 、 温 か い パ ー ソ ナリ ティ と 液体 分 子 運動 が 、 相 関し ま 
す 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 冷 た い 、 温 か いと 、 物 質 の 気体 と 液 
体 の 人 間 に 与 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 
調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ 
レー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 
ムー ビー で 、 粒子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 どの 程度 た 
い 、 温 か い 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 
体 分 子 運動 パ ター ン は 人 々 の 動き と し て 冷た い 、 液 体 分 ) 了 運動 パー 
ター ン は 温か い 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 冷 た い 、 温 か い 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 


能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


MR で Se 人 『 報 は に 衝 択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設 選択 入力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 千昭 2007 年 9 月 15 晶 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 易 PI] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、EFigure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 和信 の 人 間 を 表 し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 冷 た く 、 温 
か く 感 じ ら れ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 日 と し て 、 冷 た い 、 温 か 
い 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段 階 は 、" 感 じ な い (0)L」 か ら " と て 
も 感じ る (4)L」 の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操 k 作 の デ プ リ ー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


針 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 冷た く お よ 
び 温 か く 感 じ ら れ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1 に 
示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 冷 た く 、 温 か く 感 じ た 度 合い の 違い を 


見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の て 検定 ( 両側 ) を 行っ た 。 

(=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 冷 た く 、 温 か く 感 じ る 度合 いい につい て 
は 、 温 か く 感 じ る 度合 い の 数 値 と 、 冷 た く 感 じ る 度合 い の 数 値 に 有 
意 大 は 見 られ な か っ た 。 (t(199) =0.04) 

気体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 冷 た く 、 温 か く 感 じ る 度合 ! に つい て 
は 、 冷 た く 感 じ る 度合 い の 数 値 が 、 温 か く 感 じ る 度合 いよ り も 、 有 
意 に 高かっ た 。 (t(199) = 4.75,p <.01) 

の 23 あう より 冷た く 感 じ る か に つい て は 、 3 
分 子 運 動 パ ター ン を 冷た く 感じ る 度合 い が 、 液体 分 子 運動 パ ター 
を 冷た く 感 じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 

(t(199) = 2.36,p <.05) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 より 温か く 感 じ る か に つい て は 、 6 
分 子 運動 パタ ー ン を 温か く 感 じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 パタ ー 
を 温か く 感 じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 

(t(199)= 3.82jp <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 冷 た い 性 格 と 説 知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 
温か い 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 パタ ー ン 
と 同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、/ 冷 たく 、 液体 分 子 運動 パ 
ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 温 か く 感 じ ら れ る 、 と 考え られ 
る 。 


図表 


Mk ) 子 運動 バタ ー ン 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 
ビー ( 研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
気体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 冷た い ・ 温 か い 評 価値 の 平 
均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


刺激 種類 冷た く 温か く 


液体 分 子 運動 1.08 1.08 
(1.32) (1.23) 
気体 分 子 運 動 1.36 0.71 
(1.40) (1.03) 
n= テ 200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 {検定 

液体 温か く - 液体 冷た く t(199) =0.04 
気体 冷た く - 気体 温か く t(199) = 4.75** 
気体 冷た く - 液体 冷た く t(199) =2.36* 
液体 温か く - 気体 温か く t(199) = 3.82** 
**p <.01,*p <.05 


責任 を 取る 、 責 任 を 回 避 す る パー ソナ リティ の 誰 知 
2012.07 初 出 


責任 を 取る 、 責 任 を 回 避 す る パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 
2 ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 責任 を 取る 

ー ソ ナリ ティ と 気体 分 子 運 動 、 責 任 を 回 避 す る パー ソナ リティ と 
生体 ) 子 運動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認 知 の 、 責 任 を 取る 、 責 任 を 回 避 す る と 、 物 
質 の 気体 と 液体 の 人 間 に 与 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た 
め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン 


ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し 
て 見 せ て 、 各 ムー ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど 
の 程度 、 責 任 を 取る 、 責 任 を 回 避 す る 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し 
て も ら っ た 。 そ の 和 結果 、 気 体 分 子 運動 も 液体 分 子 運動 も 同様 に 責任 
を 回 避 す る 性 格 と 認知 され る こと が 分 か っ た 。 た だ し 、 責 任 を 回 避 
する と 認知 され る 度合 い を 、 気 体 分 子 運動 と 液体 分 子 運 動 と で 比べ 
て みる と 、 液体 分 子 運動 の 方 が より 高く 、 相 対 的 に 見 る と 、 液 体 分 
子 運動 相当 の 行動 を する パー ソナ リティ の 方 が 、 よ り 責 任 回 避 的 で 
ある と 吉 え る こと が 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 能 動 的 、 責 任 を 回 避 す る 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し 
た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
女性 95 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 性 別 選択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 責 任 を 取る 
よう に 、 責 住 を 回 避 す る よう に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ 
い 。 日 と し て 、 責 任 を 取る 、 責 任 を 回 避 す る 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 
させ た 。 段 階 は 、" 感 じ な い (0)」 か ら " と て も 感じ る (4) の 5 段階 と 
し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い \ て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、” 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 責任 を 取る 
よう に お よび 責任 を 回 避 す る よう に 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平 
均 値 と 標準 偏差 は Table1 に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 責 任 を 取る よう に 、 責任 を 回 避 す る よ 
う 、 に 感じ た 度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 
定 ( 両側 ) を 行っ た 。(n= 200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 
液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 責任 を 取る よう に 、 責 任 を 回 避 す る よ 
うに 感じ る 度合 に つい て は 、 責任 を 回 避 す る よう に 感じ る 度合 い 
の 数 値 が 、 責 任 を 取る よう に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 
た 。 (t(199)=13.20,p <.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 責任 を 取る よう に 、 責 任 を 回 避 す る よ 
うに 感じ る 度合 に つい て は 、 責任 を 回 避 す る よう に 感じ る 度合 い 
の 数 値 が 、 責 任 を 取る よう に 感 じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ 
た 。 (t(199)=8.33,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 責 任 を 取る よう に 感じ る か に つい 
て は 、 両 者 に 有意 差 は 見 られ な か っ た 。 (t(199)=0.36) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 責 任 を 回 避 す る よう に 感じ る か に 
つい て は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン で 責任 を 回 避 す る よう に 感じ る 度 
合い が 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン で 責任 を 回 避 す る よう に 感じ る 度合 
いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(199) = 4.76,p <.01) 


考察 
以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 


て 観察 させ る と 、 責任 を 回 避 す る 性 格 と 誰 知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 
本 すか っ た 。 た 
し 、 責 任 を 回 避 す る と 認知 され る 度合 い を 、 気 体 分 子 運動 と 液体 
分 子 運 動 と で 比べ て みる と 、 洲 体 ) 子 運動 の 方 が より 高く 、 相 対 的 
に 見 る と 、 液 体 分 子 運動 相当 の 行動 を する パー ソナ リティ の 方 が 、 
より 責任 回 避 的 で ある と 吉 え る こと が 分 か っ た 。 


図表 


0 ) 子 運動 パタ ー ン 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
NE 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 責任 を 取る ・ 責 任 を 回 避 す 
る 評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (かっこ 内 ) 


責任 を 取る よう に 責任 を 回 避 す る よう に 


刺激 種類 

液体 分 子 運動 0.59 2.29 
(0.98) (1.45) 

気体 分 子 運 動 0.62 1.65 
(1.04) (1.43) 

n= テ 200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 検定 
液体 責任 を 回 避 す る よう に - 液 K(199)=13.20** 
体 責任 を 取る よう に 

気体 責任 を 回 避 す る よう に - 気 t(199)=8.33** 
体 責任 を 取る よう に 

気体 責任 を 取る よう に - 液体 責 (199)=0.36 
任 を 取る よう に 

液体 責任 を 回 避 す る よう に - 気 t(199)=4.76** 
体 責任 を 回 避 す る よう に 
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開放 的 、 閉 鎖 的 、 排 他 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運動 パ 
ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 開放 的 パー ソナ 
リティ と 気体 分 子 運動 、 閉 針 的 、 排 他 的 パー ソナ リティ と 液体 分 子 
運動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認 知 の 、 開 放 的 、 閉 鎖 的 、 排 他 的 と 、 物 質 の 
気体 と 液体 の 人 間 に 上 与え る 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、 
web で の 調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ 
シミ ュ レ ー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ 
て 、 各 ムー ビー で 、 粒子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程 
度 、 開 放 的 、 閉 鎖 的 、 排 他 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ 
た 。 そ の 結果 、 気体 分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て 開放 的 、 
液体 分 子 運 動 パ ター ン は 閉鎖 的 、 排 他 的 、 と 感じ られ る こと が 、 分 
が うだ 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 
ビー を 見 せ て 、 加 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 開 放 的 、 閉 鎖 的 ・ 排 他 的 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し 
た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
女性 95 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 性 別 選択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 

で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 開 放 的 、 閉 
鎖 的 、 排 他 的 に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 日 と し て 、 開放 
的 、 閉 鎖 的 、 排 他 的 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段階 は 、" 感 じ 

な い (0) HH から” と て も 感じ る (4 の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 


に 動い \ て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 難 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操 人 作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 開放 的 お よ 
び 閉 鎖 的 、 排 他 的 と 感じ られ た 度合 い の 評定 値 の 平均 値 と 標準 偏 差 
は Table1 に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 開 放 的 、 閉 鎖 的 、 排 他 的 、 に 感じ た 度 
合い の 違い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 定 ( 両側 ) を 
行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 開 放 的 、 閉 鎖 的 ・ 排 他 的 、 と 感じ る 度 
合い に つい て は 、 閉 鎖 的 、 排 他 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 開 放 
的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 そ れ ぞ れ 有 意 に 高かっ た 。 閉鎖 的 と 振 
他 的 と の 比較 で は 、 液 体 分 子 運 動 で は 、 閉 鎖 的 、 と 感じ る 度合 い の 
数 値 が 、 排 他 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 
気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 開 放 的 、 閉 鎖 的 ・ 排 他 的 、 と 感じ る 度 
合い に つい て は 、 開 放 的 、 と 感じ る 度合 い の 数値 が 、 閉 鎖 的 、 排 他 
的 と それ ぞ れ 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 閉鎖 的 と 排他 
的 と の 比較 で は 、 気 体 分 子 運動 で は 、 排 他 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 
値 が 、 閉 鎖 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 開 放 的 と 感じ る か に つい て は 、 気 
体 分 子 運 動 パ ター ン を 開放 的 、 と 感じ る 度合 い が 、 液体 分 子 運動 パ 
ター ン を 開放 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 閉 鎖 的 と 感じ る か に つい て は 、 液 
体 分 子 運 動 パ ター ン を 閉鎖 的 に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 パ 
ター ン を 閉鎖 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 液体 と 気 
体 と で は どちら を 、 よ り 拝 他 的 と 感じ る か に つい て は 、 液 体 分 子 運 
動 パ ター ン を 排他 的 に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 拓 
他 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 開 放 的 性 格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 

閉鎖 的 、 排 他 的 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 
パタ ー ン と 同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 開 放 的 な よう 

に 、 液体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 閉 鎖 的 、 排 他 
的 な よう に 感じ られ る 、 と 考え られ る 。 閉鎖 的 と 排他 的 と の 比較 で 


は 、 拝 他 的 の 方 が 、 開 放 的 に 対し て 、 よ り 近 いい 概念 で ある 、 と 考え 
られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
0 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 開放 的 ・ 閉 鎖 的 評価 値 の 平 
均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


開放 的 閉鎖 的 排他 的 
刺激 種類 
1.81 
液体 分 子 運動 0.38 2.60 (1.55) 
(0.94) (1.41) 
1.40 
気体 分 子 運 動 2.30 1.08 (1.34) 
(1.51) (1.41) 
n=200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 ( 析 定 
液体 閉鎖 的 - 液体 開放 的 (199) =17.13** 
液体 拓 他 的 - 液体 開放 的 t199) =10.71** 
液体 閉鎖 的 - 液体 排他 的 (199)=6.00** 
気体 開放 的 - 気体 開 鎖 的 (199)=7.36** 
気体 開放 的 - 気体 排他 的 t(199)=6.17** 
気体 排他 的 - 気体 開 鎖 的 (199) = 2.75** 
気体 開放 的 - 液体 開放 的 (199) =15.95** 
液体 閉鎖 的 - 気体 閉鎖 的 t(199)=11.95** 
液体 拓 他 的 - 気体 排他 的 ((199) = 2.85** 
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能動 的 、 受 動 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ ター ン と の 
関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 能動 的 パー ソナ リティ と 気 
体 分 子 運動 、 受 動 的 パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ま 
す 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認 知 の 、 能 動 的 、 受 動 的 と 、 物 質 の 気体 と 液 
体 の 人 間 に 王 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 
調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ 

レー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 

ムー ビー で 、 粒子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 能 動 
的 、 受 動 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 
体 分 子 運動 パ ター ン は 人 々 の 動き と し て 能動 的 、 液 体 分 子 運動 パ 

ター ン は 受動 的 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 能 動 的 、 受 動 的 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
女性 95 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 性 別 選択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 能 動 的 、 受 
動 的 に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 と し て 、 能動 的 、 受 動 
的 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段階 は 、” 感 じ な い (0)」 か ら ” と て 
も 感じ る (4 の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 


回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操作 の デ プ ブリー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 能動 的 お よ 
び 受 動 的 と 感じ られ た 度合 い の 評定 値 の 平均 値 と 標準 偽 差 は Table1 
に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 能 動 的 、 受 動 的 、 に 感じ た 度合 い の 違 
い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 定 ( 両側 ) を 行っ た 。 
(=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 能動 的 、 受 動 的 、 と 感じ る 度合 い に つ 
いて は 、 受 動 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 格 差 を 容認 する 、 と 感 
じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(199) =9.58,p <.01) 
気体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 能 動 的 、 受 動 的 、 と 感じ る 度合 い に つ 
いて は 、 能 動 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 受 動 的 、 と 感じ る 度合 
いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(199)=8.44,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 能 動 的 と 感じ る か に つい て は 、 気 
体 分 子 運動 パタ ー ン を 能動 的 、 と 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運動 パ 
ター ン を 能動 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(199)=11.25,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 受 動 的 と 感じ る か に つい て は 、 液 
体 分 子 運動 パタ ー ン を 受動 的 に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運 動 パ 
ター ン を 受動 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(199)=9.72,p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 能動 的 性 格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 
受動 的 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 パタ ー ン 
と 同様 に 振る 舞う つう 人 の パー ソナ リティ は 、 能 動 的 な よう に 、 液 体 分 
子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 好 つ 人 で は 、 受 動 的 な よう に 感じ られ 
る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 バ パターン 分 子 運動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 


ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
0 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 能動 的 ・ 受 動 的 評価 値 の 平 
均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


能動 的 受動 的 
刺激 種類 
液体 分 子 運動 0.88 ヴ 221 
(1.17) (1.41) 
気体 分 子 運 動 2.22 1.00 
(1.40) (1.27) 
n=200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 {検定 

液体 受動 的 - 液体 能動 的 t(199)=9.58** 
気体 能動 的 - 気体 受動 的 t(199)=8.44** 
気体 能動 的 - 液体 能動 的 t(199)=11.25** 
液体 受動 的 - 気体 受動 的 t(199) =9.72** 


**D ご .01,*p ご .05 


プラ イバシー が ある パー ソナ リティ の 座 知 
2012.07 初 出 
プラ イバシー が ある パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ ター ン 


と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 プ ライ バシ ー が ある 
パー ソナ リティ と 気体 分 子 運 動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の 、 プ ライ バシ ー が ある パー ソナ リティ の 認知 と 、 物 質 の 気体 
と 液体 の 人 間 に 后 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web 
で の 調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シ 

ミュ レー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 
各 ム ー ビ ー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 プ 
ライ バシ ー が ある よう 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ 
の 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン の 方 が 、 液 体 分 子 運動 よ り も 、 人 々 
の 動き と し て より プラ イバシー が ある よう に 感じ られ る こと が 分 

か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 それぞれ 
どの 程度 、 プ ライ バシ ー が ある よう に 感じ る か 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ン ト に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
女性 95 名 ) で あっ た 。 回 答 時 に 性 別 選 択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設 選択 入力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 時 期 は 2007 年 9 月 15 晶 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 プ ライ バ 

シー が ある よう に に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 中 と し て 回 
答 さ せ た 。 段階 は 、" 感 じ な い (0)J か ら ” と て も 感じ る (4) の 5 段階 
(か 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い \ て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、” 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て プラ イバシー が ある 
よう に 感じ られ た 度合 い の 評定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1 に 示 
し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に に 、 プラ イバシー が ある よう 、 に 感じ た 度 
合い の 違い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 定 ( 両側 ) を 
行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り プ ライ バシ ー が ある と 感じ る か に 
つい て は 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を プラ イバシー が ある 、 と 感じ る 
度合 い が 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン を プラ イバシー が ある 、 と 感じ る 
度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 (t(199)=6.63,p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 液 体 分 子 運動 の 場合 より も 、 よ り プ ライ バシ ー が 
ある 人 性格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 
同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ の 方 が 、 液体 分 子 運動 パタ ー ン 
と 同様 に 振る 舞う 人 の 場合 より も 、 よ り けり プライバシー が ある よう に 
感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
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了 。* 
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る の の の も 
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Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の プラ イバシー が ある 評価 値 
の 平均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


プラ イバシー が ある 


刺激 種類 

液体 分 子 運動 0.54 
(0.96) 

気体 分 子 運動 1.24 
(1.33) 

n テ 200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 
比較 対象 {検定 


気体 プラ イバシー が ある - 液体 199)=6.63** 
プラ イバシー が ある 


**p <.01,*p <.05 


び る パー ソナ リティ の 認 知 

2012.07 初 出 

刀 び る パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ ター ン と の 関係 に つ 
いて 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 妨 びる パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 
動 が 、 相 関し ます 。 


要約 


人 間 の 、 始 びる パー ソナ リティ の 認知 と 、 物 質 の 気体 と 液体 の 人 間 
に 上 え る 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 調査 を 

行っ た 。 気 体液 体 分 子 運 動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し 
た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 

で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 答 度 、 敵 び る よう 、 
に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 液 体 分 子 運動 パ 
ター ン の 方 が 、 気 体 分 子 運動 より も 、 人 々 の 動き と し て より び る 
よう に 感じ られ る こと が 分 け か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 それぞれ 
どの 程度 、 如 び る よう に 感じ る か 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ン ト に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 

能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な | 同一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
女性 95 名 ) で あっ た 。 村人 報 は 、 回 答 時 に 性 別 選 択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 0 2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、EFigure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 


ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 婚 びる よう 
に に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 と し て 回 答 さ せ た 。 段階 


は 、” 感 じ な い (0)L」 か ら ” と て も 感じ る (4)L の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回答 は ムー ビー が 実際 
に 動い \ て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 難 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操 人 作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、” 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て 既 び る よう に 感じ ら 
れ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偽 差 は Table1 に 示し た 通り で あ 
る 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 妨 びる よう 、 に 感じ た 度合 い の 違 い を 
見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 定 ( 両側 ) を 行っ た 。 
(nm=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 妨 びる よう に 感じ る か に つい て 
は 、 液体 分 子 運動 パタ ー ン を び る 、 と 感じ る 度合 い が 、 和 気体 分 子 
運動 パタ ー ン を 妨 び る 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(199)=8.95,p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 液 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 気 体 2 ) 子 運動 の 場合 より も 、 よ り 妨 びる 性 格 と 褒 
知 さ れる こと が 、 分 か っ た 。 液体 分 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 舞 
う 人 の パー ソナ リティ の 方 が 、 気 体 人 ) 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 
舞う 人 の 場合 より も 、 よ り 妨 びる よう に 感じ られ る 、 と 考え られ 
る 。 


図表 


10 ) 子 運動 バタ ー ン 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
気体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 妨 び る 評価 値 の 平均 値 と 標 
準 偏差 (か っ こ 内 ) 


娘 び る 


刺激 種類 

液体 分 子 運動 1.76 
(1.46) 

気体 分 子 運動 0.69 
(1.10) 

n= テ 200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 (検定 
気体 刀 びる う 液体 如 び る t(199) =8.95** 
**p<.01.*p <.05 


か わい い パ バ パー ソナ リティ の 認知 
2012.07 初 出 


か わい いい パー ソナ リティ と 、 和 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン と の 関係 に 
つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 か わい い パ ー ソ ナリ ティ と 液体 分 
子 運 動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の 、 か わい い パ ー ソ ナリ ティ の 認知 と 、 物 質 の 気体 と 液体 の 人 
間 に 上 与え る 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 調査 を 
行っ た 。 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し 
た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 


で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 か わい く 感 じ 
られ る か を 評価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン の 
方 が 、 気 体 分 子 運 動 よ り も 、 人 々 の 動き と し て より か わい く 感 じ ら 
れる こと が 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 それぞれ 
どの 程度 、 か わい く 感 じ る か 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ン ト に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 

能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
女性 95 名 ) で あっ た 。 机 報 は 、 回 答 時 に 性 別 選択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設 選択 入力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 人 2007 年 9 月 15 晶 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、EFigure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 か わい く 感 
じ ら れ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 日 と し て 回 答 さ せ た 。 段階 

は 、” 感 じ な い (0)L」 か ら ” と て も 感じ る (4)L の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い \ て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、” 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て か わい く 感 じ ら れ た 
度合 い の 評定 値 の 平均 値 と 標準 偽 差 は Table1 に 示し た 通り で ある 。 
見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に に かわ いく 感じ た 度合 い の 違 い を 見 る た 
め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の {検定 ( 両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 
は Table2 の 通り で ある 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ りか わい く 感 じ る か に つい て は 、 液 
体 分 子 運動 パタ ー ン を か わい い 、 と 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 
パタ ー ン を か わい い 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(199) = 2.14p <.05) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 液 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 気体 分 ) 子 運動 の 場合 より も 、 よ りか わい い \ 性 格 と 
認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 液体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 
舞う 人 の パー ソナ リティ の 方 が 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振 
る 舞う 人 の 場合 より も 、 よ りか わい く 感 じ ら れ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


0 ) 子 運動 バタ ー ン 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
気体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の か わし いい 評 価値 の 平均 値 と 
標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


か わい く 


刺激 種類 

液体 分 子 運動 0.85 
(1.22) 

気体 分 子 運 動 0.66 
(1.08) 

n= テ 200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 {検定 
気体 か わい し ! - 液体 か わい い  t(199)=2.14* 


**D に .01,*p ご .05 


探検 を 好 び の パー ソナ リティ の 府 知 
2012.07 初 出 


探検 を 好 び パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ ター ン と の 関係 
に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 探検 を 好 び パー ソナ リティ と 気 
体 分 子 運動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の 、 探 検 を 好 の パー ソナ リティ の 招 知 と 、 物 質 の 気体 と 液体 の 
人 間 に 提 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 調査 
を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト 
し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 
で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 探 検 を 好む よ 
う 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運 


動 パ ター ン の 方 が 、 液 体 分 子 運 動 よ り も 、 人 々 の 動き と し て より 探 
検 を 好 の よう に 感じ られ る こと が 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 それぞれ 
どの 程度 、 探検 を 好む よう に 感じ る か 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ン ト に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 

能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
女性 95 名 ) で あっ た 。 本 回 答 時 に 性 別 選 択 欄 を web ペ ベー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設 選択 入力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 上 昭 2007 年 9 月 15 晶 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、EFigure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 探 検 を 好む 
よう に に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 と し て 回 答 させ た 。 
段階 は 、” 感 じ な いい (0) から” と て も 感じ る (4 の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 


に 動い \ て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 難 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操 人 作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 
気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て 探検 を 好む よう に 感 
じ ら れ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1 に 示し た 通り 
で ある 。 
見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 探 検 を 好む の よう 、 に 感じ た 度合 い の 違 
い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の 検定 ( 両側 ) を 行っ た 。 
(nm=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 
液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 探 検 を 好む と 感じ る か に つい て 
は 、 気体 分 子 運 動 パ ター ン を 探検 を 好む 、 と 感じ る 度合 い が 、 液 体 
分 子 運 動 パ ター ン を 探検 を 好 お の 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高 
か っ た 。(t(199) =13.58,p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 和 気体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観 窪 させ る と 、 液 体 分 ) 子 運動 の 場合 より も 、 よ り 探 検 を 好む 性 格 
と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振 
る 舞う 人 の パー ソナ リティ の 方 が 、 液 体 2 ) 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 

振る 舞う 人 の 場合 より も 、 よ り 探 検 を 好む よう に 感じ られ る 、 と 考 
えら れる 。 


図表 


0 ) 子 運動 バタ ー ン 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
気体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 探検 を 好む お 評 価値 の 平均 値 
と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


探検 を 好む 


刺激 種類 

液体 分 子 運動 0.53 
(0.98) 

気体 分 子 運動 2.14 
(1.47) 

n= テ 200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 (検定 
気体 探検 を 好む - 液体 控 検 を 好 ((199)=13.58** 
お 

YYp<.01.*p<.05 


自主 性 が ある パー ソナ リティ の 唐 知 
2012.07 初 出 
自主 性 が ある パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ ター ン と の 関 


係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 自主 性 が ある パー ソナ リティ 
と 気体 分 子 運動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の 、 自 主 性 が ある パー ソナ リティ の 認知 と 、 物 質 の 気体 と 液体 
の 人 間 に 上 与え る 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 詩 
査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー 
ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー 
ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 自 主 性 が 
ある よう 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気体 
分 子 運 動 パ ター ン の 方 が 、 液 体 分 子 運 動 よ り も 、 人 々 の 動き と し て 
より 自主 性 が ある よう に 感じ られ る こと が 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 それぞれ 
どの 程度 、 自主 性 が ある よう うに 感じ る か 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ン ト に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 

能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


の MM 陸 記 1 人 半生 択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 前 は 2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、EFigure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 自 主 性 が あ 
る よう に に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 と し て 回 答 さ せ 
た 。 有 段階 は 、” 感 じ な い (0)」 か ら " と て も 感じ る (4)L の 5 段階 と し 

た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デ プ リ ー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て 自主 性 が ある よう に 
感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偽 差 は Table1 に 示し た 通 
けり で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 自 主 性 が ある よう 、 に 感じ た 度合 い の 
違い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の 検定 ( 両側 ) を 行っ た 。 
(nm=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 自 主 性 が ある と 感じ る か に つい て 
は 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン を 自主 性 が ある 、 と 感じ る 度合 い が 、 液 
体 分 子 運 動 パ ター ン を 自主 性 が ある 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 
に 高かっ た 。(t(199)=14.06jp <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 液 体 分 子 運動 の 場合 より も 、 よ り 自 主 性 が ある 性 
格 と 認知 され る こと が 、 分 が っ た 。 気体 分 ) 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 
振る 舞う 人 の パー ソナ リティ の 方 が 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン と 同様 
に 振る 舞う 人 の 場合 より も 、 よ り 自 主 性 が ある よう に 感じ られ る 、 
と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 


ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
0 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 自主 性 が ある 評価 値 の 平均 
値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


自主 性 が ある 
刺激 種類 
液体 分 子 運動 0.49 

(0.96) 
気体 分 子 運動 2.00 

(1.45) 
n=200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 検定 
気体 自主 性 が ある - 液体 自主 性 (199)=14.06** 
が ある 

YYp <.01.*p <.05 


個人 の 能力 を 重視 する 能力 主義 パー ソナ リティ の 認知 
2012.07 初 出 


個人 の 能力 を 重視 する 能力 主義 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運 
動 パ ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 個人 の 能 
を 重視 する 能力 主義 パー ソナ リティ と 気体 分 子 運動 が 、 相 関し ま 
す 。 


要約 

人 間 の 、 個 人 の 能力 を 重視 する 能力 主義 パー ソナ リティ の 論 知 と 、 
物質 の 気体 と 液体 の 人 間 に 与 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する 
た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン を コン 
ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し 
て 見 せ て 、 各 ムー ビー で 、 粒子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど 
の 程度 、 個 人 の 能力 を 重視 する よう 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て 
も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン の 方 が 、 液 体 分 子 運動 
より も 、 人 々 の 動き と し て より 個人 の 能力 を 重視 する よう に 感じ ら 
れる こと が 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 
ビー を 見 せ て 、 加 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 個 人 の 能力 を 重視 する よう に 感じ る か 調べ る こと に し 

た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ン ト に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
女性 95 名 ) で あっ た 。 村上 報 は 、 回 答 時 に 性 別 選択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設 選択 入力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 生計 2007 年 9 月 15 晶 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 

液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 々 30 秒 問 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 


生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 個 人 の 能 

を 重視 する よう に に 感じ られ る か 5 段階 施 価 し て 下さ い 。 と し て 回 
答 さ せ た 。 有 段階 は 、” 感 じ な い (0)H か ら ? と て も 感じ る (4) の 5 段階 
宮寺 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操作 の デ プ ブリー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て 個人 の 能力 を 重視 す 
る よう に 感じ られ た 度合 い の 評定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1 に 
示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 個 人 の 能力 を 重視 する よう 、 に 感じ た 
度合 い の 違い を 見 る た め 、 対 応 あり の 平均 値 の 差 の 検定 ( 両側 ) を 
行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 個 人 の 能力 を 重視 する と 感じ る か 
に つい て は 、 和 気体 分 子 運動 パタ ー ン を 個人 の 能力 を 重視 する 、 と 感 
じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン を 個人 の 能力 を 重視 する 、 と 
感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(199)=12.31jp <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 液 体 分 子 運動 の 場合 より も 、 よ り 個 人 の 能力 を 重 
視 す る 能力 主義 の 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 
動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ の 方 が 、 液 体 分 子 
運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 舞 つ 人 の 場合 より も 、 よ り 個 人 の 能力 を 
重視 する よう に 感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
連動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 個人 の 能力 を 重視 する 評価 
値 の 平均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


個人 の 能力 を 重視 する 
刺激 種類 
液体 分 子 運 動 0.48 
(0.91) 
気体 分 子 運動 1.84 
(1.46) 
nー=200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 (検定 
気体 個人 の 能力 を 重視 する - 液 ((199) =12.31** 
体 個人 の 能力 を 重視 する 

ーー .01,*p <.05 


個性 的 バー ソナ リティ の 認知 


2012.07 初 出 


個性 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ ター ン と の 関係 に つ 
いて 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 個性 的 パー ソナ リティ と 気体 分 子 運 
動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の 、 個 性 的 パー ソナ リティ の 認知 と 、 物 質 の 気体 と 液体 の 人 間 
に え る 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 調査 を 

行っ た 。 気 体液 体 分 子 運 動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し 
た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 

で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 個 性 的 、 に 感 
じ ら れ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運動 パタ ー 
ン の 方 が 、 液 体 分 子 運動 より も 、 人 々 の 動き と し て より 個性 的 に 感 
じ ら れ る こと が 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 個 性 的 に 感じ る か 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ン ト に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


入 特 5 ) で 上 人 は B 択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設 選択 入力 し て も ら う つこ と で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 清明 2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 

液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 


た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 個 性 的 に 感 
じ ら れ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 日 と し て 回 答 さ せ た 。 段階 

は 、” 感 じ な い (0 から” と て も 感じ る (4 の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回答 は ムー ビー が 実際 
に 動い \ て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 難 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操 人 作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、” 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て 個性 的 に 感じ られ た 
度合 い の 評定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1 に 示し た 通り で ある 。 
見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 個 性 的 、 に 感じ た 度合 い の 違 い を 見 る 
た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 定 ( 両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 
果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 個 性 的 と 感じ る か に つい て は 、 気 
体 分 子 運動 パタ ー ン を 個性 的 、 と 感じ る 度合 い が 、 液体 分 子 運動 パ 
ター ン を 個性 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t199)=13.23p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 液 体 分 ) 子 運動 の 場合 より も 、 よ り 個 性 的 性 格 と 認 
知 さ れる こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 舞 
う 人 の パー ソナ リティ の 方 が 、 液 体 の ) 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 
舞う 人 の 場合 より も 、 よ り 個 性 的 に 感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
連動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 個性 的 評価 値 の 平均 値 と 標 


準 偏差 (か っ こ 内 ) 


刺激 種類 
液体 分 子 運動 


n= テ 200 


個性 的 
0.46 
(1.01) 


ら 移 
(1.52) 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 
気体 個性 的 - 液体 個性 的 


**p <.01,*p <.05 


{検定 
t(199)=13.23** 


機動 性 が ある パー ソナ リティ の 誰 知 
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機動 性 が ある パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ ター ン と の 関 
係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 機動 性 が ある パー ソナ リティ 
と 気体 分 子 運 動 が 、 相 関し ます 。 


要約 
人 間 の 、 機 動 性 が ある パー ソナ リティ の 認知 と 、 物 質 の 気体 と 液体 
の 人 間 に 上 与え る 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 詩 
査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー 
ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー 
ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 機 動 性 が 
ある よう 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気体 
分 子 運 動 パ ター ン の 方 が 、 液体 分 子 運 動 よ り も 、 人 々 の 動き と し て 
より 機動 性 が ある よう に 感じ られ る こと が 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ 
どの 程度 、 機 動 性 が ある よう に 感じ る か 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同じ 研究 参加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 
能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な し 、 同 一 の Tp アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
SW 回 答 時 に 性 別 選 択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設 選択 入力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 生計 2007 年 9 月 15 晶 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 
ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 

液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 


コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、EFigure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 機 動 性 が あ 
る よう に に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 と し て 回 答 さ せ 
た 。 有 段階 は 、” 感 じ な い (0)」 か ら " と て も 感じ る (4)L| の 5 段階 と し 
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[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い \ て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 難 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操 人 作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、” 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


千 果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て 機動 性 が ある よう に 
感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偽 差 は Table1 に 示し た 通 
けり で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 機 動 性 が ある よう 、 に 感じ た 度合 い の 
違い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の 検定 ( 両側 ) を 行っ た 。 
(nm=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 機 動 性 が ある と 感じ る か に つい て 
は 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン を 機動 性 が ある 、 と 感じ る 度合 い が 、 液 
体 分 子 運 動 パ ター ン を 機動 性 が ある 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 
に 高かっ た 。(t(199)=14.77jp <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 和 気体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 液 体 分 子 運 動 の 場合 より も 、 よ り 機 動 性 が ある 性 
格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 ) 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 
振る 舞う 人 の パー ソナ リティ の 方 が 、 液 体 2 ) 子 運動 バタ ー ン と 同様 
に 振る 舞う 人 の 場合 より も 、 よ り 機 動 性 が ある よう に 感じ られ る 、 
と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
2 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 機動 性 が ある 評価 値 の 平均 


値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


刺激 種類 
液体 分 子 運動 


n=200 


機動 性 が ある 
0.66 
(0.97) 


2.32 
(1.39) 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 


{検定 


気体 機動 性 が ある - 液体 機動 性 (199)=14.77** 


が ある 


**p <.01,*p <.05 


都市 的 、 農村 的 パー ツ リ 馬 イ の 認知 
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都市 的 、 農 村 的 パー ソナ リティ と 、 和 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン と の 
関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 都 市 的 パー ソナ リティ と 気 
体 分 子 運動 、 農 村 的 パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ま 


oO 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認 知 の 、 都 市 的 、 農 村 的 と 、 物 質 の 気体 と 液 
体 の 人 間 に 所 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 
調査 を 行っ た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ シミ ュ 
レー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 
ムー ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 どの 程度 者 
的 、 農 村 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 
体 分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て 都市 的 、 液 体 分 ) 了 運動 バー 
ター ン は 農村 的 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


課題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ーション ムー 
ビー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 見 立て た 場合 、 それぞれ 
どの 程度 、 都 市 的 、 農 村 的 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 収集 し た 。 
回 答 の カウ ン ト に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 加 者 が 複数 回 回 答 す る 可 

能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 
回 答 者 で ある と 見 な 癌 同一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 
の 回 答 の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複数 回 の 
回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男性 105 名 、 
女性 95 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 性 別 選択 欄 を web ペ ー 
ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 力 し て も ら う こと で 得 た 。 
[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 24 日 間 で 
あっ た 。 


[刺激 映像] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を シミ ュ レ ー 


ト す る Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の web サ イト より 入手 し 、 
液体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶対 温度 
20 度 (液体 ) と 300 度 (気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し 
た 。 プ ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー を 、 パ ソ 
コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の WindowsMediaVideo 形 式 の 
ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 
生 可 能 と し た 。 各 ムー ビー の 静止 画 は 、Figure1 の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動き を 早送り 
で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 人 一 人 の 人 間 を 表し て い 
ます 。 こ の ムー ビー に お ける 人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 都 市 的 、 農 
村 的 に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。 日 と し て 、 都 市 的 、 農 村 
的 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 させ た 。 段階 は 、" 感 じ な い (0)」 か ら ” と て 
も 感じ る (4 の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダム に し て 旦 
示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 
に 動い て いる の を 見 な が ら で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 
回 答 中 エン ドレ ス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操作 の デ プ ブリー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ は 、 気 体液 体 
分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で し た 。 日 と いう 断り 書き を 
画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ れ 都市 的 お よ 
び 農 村 的 と 感じ られ た 度合 い の 評定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1 
に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 都 市 的 、 農 村 的 、 に 感じ た 度合 い の 違 
い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 定 ( 両側 ) を 行っ た 。 
(=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 都 市 的 、 農 村 的 、 と 感じ る 度合 い に つ 
いて は 、 農 村 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 格 差 を 容認 する 、 と 感 
じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(199) =2.40,p <.05) 
気体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 都 市 的 、 農 村 的 、 と 感じ る 度合 い に つ 
いて は 、 都 市 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 農 村 的 、 と 感じ る 度合 
いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(199)=13.64,p <.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 都 市 的 と 感じ る か に つい て は 、 気 
体 分 子 運動 パタ ー ン を 都市 的 、 と 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運動 パ 
ター ン を 都市 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(199) = 5.87,p <.01) 


液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 農 村 的 と 感じ る か に つい て は 、 液 
体 分 子 運 動 パ ター ン を 農村 的 に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 パ 
ター ン を 農村 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有意 に 高かっ た 。 
(t(199)=10.14,p <.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 見 立て 
て 観察 させ る と 、 部 市 的 性 格 と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 

農村 的 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 パタ ー ン 
と 同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 都 市 的 な よう に 、 液 体 分 

子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 農 村 的 な よう に 感じ られ 
る 、 と 考え られ る 。 


図表 


6 ) 子 運動 バタ ー ン 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン ム ー 
ビー ( 研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
OSG 二 0 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 都市 的 ・ 農 村 的 評価 値 の 平 
均 値 と 標準 偏差 ( か っ こ 内 ) 


都市 的 農村 的 
刺激 種類 
液体 分 子 運動 1.42 1.73 
(1.45) (1.47) 
気体 分 子 運 動 2.21 0.5 
(1.47) (0.93) 
n= テ 200 


Table.2 奈 件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 ( 対応 あり ) 


比較 対象 {検定 


液体 農村 的 - 液体 都市 的 (199)=2.40* 
気体 都市 的 - 気体 農村 的 (199) =13.64** 
気体 都市 的 - 液体 都市 的 (199)=5.87** 
液体 農村 的 - 気体 農村 的 t199)=10.14** 
YYp<.01.*p<.05 
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内 容 そ れ 自 体 は 、 オ リ ジ ナ ル の まま と な っ て いま す 。 ) 


隊 6 
人 間 行 動 を 説明 する レベ ル 。 そ れ は 、 基 礎 的 な も の か ら 順 に 、 下 記 


の よう な 内 容 が 、 考 えら れる 。 

1 物理 化学 レベ ル ( 物体 の 運動 ) 

2 生理 学 な いし 生物 学 の レベ ル ( 神経 細胞 か ら 動物 まで 。 遺 伝 。 ) 
3 人 間 固 有 レ ベル ( 大脳 の 前 頭 葉 。 そ れ が 生み 出す 、 文 化 や 文 
明 。 ) 


今 ま で の 、 人 間 行 動 を 扱う "行動 科学 "に お いて 。 そ れ は 、 下 記 の よ 
うな 現状 で ある 。 

1 社会 学 や 社会 心理 で は 、 人 間 固 有 レ ベル し か 、 扱 わな いこ と 。 

( そこ で は 、 動 物 実験 すら 、 殆 ど な さ れ な いこ と 。 ) 

2 心理 学 で も 、 せ い ぜ い 生物 学 レ ベル まで で ある こと 。 (動物 行動 
学 の 応用 。 生 理 心理 学 に み ら れ る 神経 細胞 研究 。 ) 


物理 化学 的 考え 方 を 、 比 障 と し て 、 行 動 科学 へ と 、 応 用 する こと 。 
そう し た 例 は 、 か な けり 存 在 する 。 

例 。 

シダ 4 

心理 学 精神 物理 学 (ウェ ー バ ー。 フ ェ ヒ ナー。 ) 

社会 心理 学 集団 力学 。 ( レヴ ィ ン な ど 。 ) ソシオ メト リー。 ( モレ 
ノ 。) 

社会 学 社会 シス テム 論 や 自己 組織 理論 (パー ソン ズ な ど 。 ) 


し か し 。 

人 間 を 、 単 な る 比 隊 で は な く 、 物 理 的 存在 や 物体 と し て 、 扱 つこ 

と 。 そ の 行動 を 、 物 体 の 運動 と し て 捉え る こと 。 そ つう し た 、 最 も 基 
礎 的 な 物理 化学 レベ ル へ の アプ ロー チ 。 そ れ は 、 未 だ 、 あ まり 検討 
され て いな い 。 

こう いっ た 状況 は 、 吉 わ ば 、 基 礎 工 事 を し な いま ま 、 高 層 ビ ル を 建 
て て いる よう な も の で ある 。 そ れ は 、 研 究 を 進め る 手順 と し て 、 適 
当 か どう か 疑わ し い 。 

6 

従来 、 よ り 高 次 の 人 間 固 有 レ ベル の も の と し て 研究 され て きた 事 

項 。 ( 例え ば 、 対 人 関係 や 民族 性 な ど 。 ) それ ら が 、 よ り 基 礎 的 な 
物理 化学 レベ ル で 説明 で き な い か どう か 、 検 討 し 直す 必要 が ある 。 


2 。 

個々 の 人 間 。 彼 ら を 、 宇 宙 ・ 地 球 レ ベル の 極め て マク ロ 的 な 視点 か 
ら 眺 め た 時 。 彼ら を 、 物 理化 学 的 な 分 子 程度 の 大 き さ と し て 、 極 小 
化し て 捉え る こと が で きる こと 。 

し か し 。 


分 子 レ ベル に まで 極小 化 さ れ た 、 物 理化 学 的 存在 と し て の 人 間 。 な 
いし 、 そ うし た 人 間 集 団 の 行動 様式 。 それら を 、 ど の よう な 形 で 捉 
える こと が で きる か に つい て 。 そ れ に つい て は 、 目 立っ た 研究 は 、 
現状 で は 、 行 われ て いな い 。 

( 人 間 を 分 子 レ ベル まで 極小 化し て 捉え る 、 物 理化 学 的 アプ ロー 
チ 。 そ れ 自 体 が 、 そ も そ も 、 社 会 科学 の 興味 の 対象 に な っ て いな 
し 1。 
分 子 化 さ れ た 物理 化学 的 存在 と し て の 、 人 間 な いし 人 間 集 団 。、 そ れ 
ら の 、 遺 伝 的 ある い は 文化 的 行動 様式 。 ( 民族 性 や 社会 的 性 格 。 ) 
それ ら が 、 物 理化 学 に お ける 現実 の 分 子 運 動 法 則 と 、 頁 接 の 関連 を 
持つ か どう か ? その こと に つい て も 、 婚 存 の 研究 で は 、 不 明 の まま 
で ある 。 (物理 学 を 、 社 会 心理 分 野 に 応用 し た 研究 。 そ の 例 と し て 
は 、K.Levin ら の 集団 力学 理論 な ど が ある 。 し か し 、 "それ ら の 内 容 
は 、 い ずれ も 比 喰 的 レベ ル に 、 止 まっ て いる 。 ) 
も し も 、 人 間 の 遺伝 的 ・ 文 化 的 行動 様式 が 、 分 子 運動 法則 と 直接 の 
関連 を 持つ こと を 、 立 証 で きた 場合 。 
現在 、 物 理化 学 で 使わ れ て いる 、 コ ンピュータ を 用 いた 分 3 
ミュ レー ショ ン 技 術 。 そ うし た 技術 を 、 人 間 (集団 ) の 研究 に 、 そ 
の まま 応用 で きる 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 に 、 繋 が る 。 社 会 科 
学 分野 で の コン ピュ ー タ 活用 の レベ ル 。 そ れ を 、 飛 躍 的 に 向上 させ 
る こと 。 
この 文章 の 目的 。 

1 従来 の 、 民 族 性 や 社会 的 性 格 と いっ た 、 社 会 学 や 心理 学 や 文化 人 
類 学 固 有 の 研究 テー マ と し て 扱わ れ て きた 対象 。 そ うし た 対象 を 、 
物理 化学 の 分 子 運 動 論 その も の と し て 扱え る こと 。 そ れ が 可能 で あ 
る ご こ と を 示す こと 

分 子 化 さ れ た 物理 化学 的 存在 と し て の 人 間 な いし 人 間 集 団 の 遺伝 
的 な いし 文化 的 行動 様式 。 それ ら が 、 流動 性 を 持つ 液体 気体 分 子 の 
運動 法則 に 、 大 局 的 に は 従っ て いる こと 。 そ れ を 示す こと 
上 記 の 内 容 に より 、 下 記 の 内 容 が 、 (単なる 比 只 と し て で は な 
く 、 ) 青 接 可能 で ある こと を 示す こと 。 社会 科学 へ の 、 物 理化 学 的 
アプ ロー チ 。 社会 科学 に 対す る 、 コ ンピュータ を 用 いた 分 子 シ ミュ 
レー ショ ン 技 術 の 応用 


て 1 ) 人 則 動 を 、 マク ロ 的 な 視点 か ら 眺 め た 場合 、 そ れ ら は 、 社 
・ 文化 的 行動 を 含め て 、 ( 本 人 が 自覚 する し な い に 関 わら ず 、 ) 

物理 化学 的 な 液体 気 人 の ) 子 運動 法則 に 従っ て いる こと 。 

人 間 は 、 上 厳密 に は 、 物 理化 学 的 分 子 と は 、 知 覚 や 連合 や 運動 の 機能 

を 内 蔵 す る 点 で 、 異 な る 動き を 示す 。 し か し 、 彼 ら は 、 大 局 的 に 


は 、 物 理化 学 的 な 存在 と し て 振る 舞 つ 。 
( 2 ) 遺伝 的 な 側面 。 女 性 な いし 男性 の 行動 様式 。 そ れ ら が 、 以 下 
の ( 1 ) の 内 容 に 従っ て 、 以 下 の ( 2 ) の 内 容 に 相当 する 。 ( 1 ) 
それ ぞ れ の 持つ 生物 学 的 貴重 性 。 そ の 度合 い 。 そ の 大 小 。 ( 2 ) 液 
体 な いし 気体 の 分 子 運動 法則 。 
( 3 ) 文化 的 な 側面 。 適応 先 の 自然 環境 に お ける 、 液 体 優位 な いし 
気体 優位 の 、 度 合い 。 ( 湿潤 な いし 乾燥 の 度合 い 。 ) そう し た 度合 
い に 従 っ て 、 以 下 の 内 容 が 、 液 体 な いし 気体 の 分 子 運動 に 相当 す 
る 。 農耕 社会 。 ( 定住 的 で 集約 的 。 ) な いし 、 遊 牧 社会 。 ( 移動 的 
で 粗 放 的 。 ) それ ら の 社会 の 行動 様式 。 ( 民族 性 。 ) 
( 文化 的 な 人 間 行 動 様式 の 、 乾 湿 の 度合 U い 。 そ れ は 、 自然 環境 の 乾 
混 の 度合 い に 、 正 相関 し て いる 。 ) 
( 4 ) 遺伝 的 な 、 女 性 な いし 男性 の 行動 様式 。 文化 的 な 、 自 然 環境 
の 乾湿 に 由来 する 、 農 耕 社会 な いし 遊牧 社会 の 行動 様式 。 上 記 の 両 
者 の ペア は 、 相 互 に 対応 関係 に ある 。 自然 環境 へ の 適応 度 か ら 見 た 
2 女性 は 、 液 体 優位 環境 ( 湿潤 環境 ) の 下 の 農 耕 社会 に お い 
、 優 位 と な る 。 男 性 は 、 気 体 優位 環境 (乾燥 環境 ) の 下 の 遊 牧 社 
次 に お Ui 優位 と な る 。 


4 . 

人 間 行 動 に は 、 相 互 作用 面 で の 流動 性 が 絶え ず 存 在 す る 。 従 っ て 。 
人 間 行 動 を 、 物 理化 学 的 に 捉え る 場合 。 そ の 比較 の 対象 と な る も 
の 。 そ れ は 、 流動 性 の ある 、 気 体液 体 の 分 子 運 動 で ある 。 ( 流動 性 
の な いり | 固体 。 そ れ は 、 比較 の 対象 か ら 外 され る 。 ) 

この 節 で は 、 以 下 の 内 容 に つい て 、 ま と め る 。 液体 な いし 気体 の 分 
運動 。 それ ら の 基礎 的 な 性 質 。 

まず 、 分 子 間 力 に つい て 説明 する こと 。 次 に 、 分子 運動 の 原理 を 、 
分 子 間 力 中 心 に 、 動 作 次 元 ( M ) と 、 分 布 次 元 ( D ) と に 分 け て 、 
整理 する こと 

次 に 、 基本 原理 の 各 項 目 に つい て 、 液体 気体 分 子 運 動 の 比較 を 、 
子 間 力 中 心 に 行い 、 表 に 整理 する こと 。 

この 説明 文 の 中 に は 、 以 下 の 内 容 が 、 含 まれ る 。 分 子 を 擬人 化し た 
表現 。 社 会 科学 で 用 いら れ て きた 概念 を 、 積 極 的 に 流用 し た も の 。 
その 内 容 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 目 的 と し て いる 。 従来 の 物理 化 
学 と 、 社 会 科学 と の 、 用 語 面 で の 橋渡し 。 


分 子 間 力 
千 分 子 は 、 ” 分 子 間 カ ” ( 相互 に 引き 合う 力 ) を 持つ こと 。 
"分 子 間 力 "の 作用 する 度合 い 。 ( 複数 分 子 相互 の 引力 の 働き や す 


) それ は 、 下 記 の 内 容 に 負 相 関す る こと 
1 ) 間 分 子 間 の "距離 ”。 
2 ) 各 分 子 個体 の 、 相 互 の 引力 を 振り 切る "運動 エネ ルギー”。 


冬 
| 
ヒー ス 
二 影 ) 


M 動作 次 元 
各 分 子 の 動作 と 、" 分 子 間 力 "と の 関係 に つい て 、 ま と め る こと 。 


M 1 各 分 子 の 動作 エネ ルギー に つい て 。 そ れ は 、 下 記 の 各 項 目 の 積 
と し て 、 表 され る 。 
流動 性 の ある 分 子 は 、 問 、 中 語 レベ ル か ら 高 位 レ ベル の 、 運 動 エ 
ネル ギー を 持っ て いる 。 
6 それ は 。 

0 1 "質量 " 
0 2 * 速 度 ” 


各 分 子 の 動作 エネ ルギー。 そ れ は 、 以 下 の 各 項目 の 内 容 に 、 正 相関 
する 。 

1 1 動作 の ” ア スケール" の 大 き さ 

2 1 動作 の "能動 性 ”( 自発 的 に 動き 回 る 度合 い ) 

3 1 相互 接触 時 の "当たり けり? の ハー ド さ ・ 破 壊 的 で ある 度合 い 

3 2 相互 接触 時 の 傷つき や すさ 

3 3 現状 打破 や 変革 へ の エネ ルギー 


” 分 子 間 カ "が 作用 する 度合 い 。 そ れ は 、 各 分 子 の 運動 エネ ルギー に 
負 相関 する 。 

し た が っ て 、 以 上 の 0 1 - 3 1 の 指標 の 値 は 、” 分 子 間 力 " に 負 相関 
する 。 


各 分 子 の 動作 決定 の あり 方 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 に よっ て 、 表 
され る 。 


M 2 1 1 提 分 子 の 各々 に つい て 。 

0 1 "自由 度 (周囲 の ) 子 の 物理 的 束縛 を 受け ず に 決定 で きる 、 度 合 
い 。 ) 

0 2 "自律 度 ?( 周 囲 と は 独立 し て 決定 で きる 、 度 合い 。 ) 

0 3 "独創 度 ? (周囲 分 子 と 異な る 、 自 分 だ け の 決定 が で きる 、 度 合 
い 。 ) 


これ ら の 値 は 、 下 記 の 度合 い を 表す 。 各 分 子 が 、 そ の 引力 を 振り 


切っ て 、 自 由 に 動き 回 れる 度合 い 。 な いし 。 各 分 子 が 、 動 作 決 定時 
に 、 周 囲 個体 の 引力 の 影響 を 結果 的 に 配 慮 し な く て 済む 、 度 合い 。 
それ ら の 度合 い 。 そ れ ら の 値 は 、" 分 子 間 力 ” ( 分 子 間 相 互 の 引力 ) 
に 負 相 関す る 。 

分 子 間 力 が 大 きい ほど 、 下 記 の 度合 い が 、 強 まる 。 提 分 子 に お け 

る 、" 自 由 か ら の 逃走 ?。 〔E.Fromm。 〕 


M 2 1 2 分 子 間 に つい て 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 に よっ て 、 表 され 
る 。 
0 1 ” 相 互 依存 度 ” (相互 に 、 他 分 子 の 動作 決定 の 影響 を 被る こと 。 
その 度合 い 。 ) 

0 2 "相互 牽制 度 ? (相互 に 、 他 分 子 の 動作 を 規制 し 束縛 し 合う つこ 
と 。 そ の 度合 い 。 相 互 に 、" 足 を 引っ 張り 合う "こと 。 その 度合 


い 。) 
0 3 " 画 一 度 ”( 個別 に バラ バラ に 動く こと が で き な く な る こと 。 そ 
の 度合 い 。 ) 


0 4 "集団 主義 度 ? ( 相互 の 引力 で 、 ひ と か た まり に な っ て 一 斉 に 動 
く こ と 。 そ の 傾向 。 そ の 強 さ 。 ) 

0 5 ”( 同 類 ) 他 者 指向 度 ”( 動作 ター ゲッ ト を 、 同 類 の 他 分 子 と す 
る こと 。 そ の 傾向 。 相互 の "温もり ? を 求め る こと 。 そ の 傾向 。 ) 

0 5B ” 擬 人 化 度 ?( 義 同 類 の 無機 物 な ど を 、 同 類 の 他 者 に 準 え る こ 
と 。 そ の 度合 い 。 ) 

0 6 "相互 和合 度 ”( 相互 が 、" 仲 良く "親しみ 合う ” こ と 。 度合 
ki ) 

この 値 に つい て は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 で ある 。 以 下 の 0 6 
1 か ら 、 以 下 の 0 6 3 へ と 、 細 分 化し て 表す こと 。 こ の 値 は 、 ま 
た 、 分 子 の 相互 融合 や 相互 一 体 化 の 度合 い に 正 相関 する 。 ( D2 2 
1 1。) 

6 1 ” 引 力 追認 度 ? ( 相互 の 間 で 引力 が 作用 する こと 。 そ の こと 
、 ( 積極 的 に ) 追認 する 度合 い 。 ) 

0 6 2 "兵力 抑止 度 ” ( 相互 の 間 で 、 圧 力 ( 反発 力 ) の 作用 を 抑止 す 
る こと 。 周囲 と 反対 方 向 へ の 動作 の 存在 を 許さ な いこ と 。 "満場 一 
致 " を 指向 する こと 。 そ れ ら の 度合 い 。 ) 

0 6 3 ” 引 力 無効 化 抑 止 度 ”( 相互 の 間 で 、 ( 周囲 の ) 引力 を 、 振 けり 
切る こと 。 ( そう し た 引力 を 、 無 効 化 する こと 。 ) その こと で 、 自 
由 に 動き 回 る こと 。 そ れ ら の 実現 を 抑止 する こと 。 そ の 度合 い 。 ) 


計ら ・ 


これ ら の 値 は 、 難 分 子 動作 の "自由 度 ? に 負 相 関す る 。 従 っ て 。 こ れ 
ら の 値 は 、" 分 子 間 カカ "と 正 相関 し て いる 。 


M 2 1 3 対 周囲 に つい て 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 に よっ て 、 表 され 


る 。 

0 1 ” 同 調度 ” (周囲 と の 、 動 作 面 で の 調和 。 そ の 実現 を 求め る 度合 
いし !。) 

0 2 ” 恥 の 感じ や すさ ? 〔 R.Benedict 〕 ( 相互 に 、 周 囲 の 他 分 子 に 注 
目 さ れ 、 監 視 さ れ て いる こと 。 そ の こと を 、 感 じ る 度合 い 。 ) 

0 3 "周囲 の 目 の 気 に し や すさ ?( 相互 に 、 以 下 の 内 容 を 、 考 慮 する 
こと 。 周囲 の 他 分 子 が 、 彼 自身 に つい て 、 ど う 感 じ て い る か ? そう 
し た 考慮 の 、 度 合い 。 ) 

0 4 "根回し の 必要 性 ” ( 彼 自 身 の 動 作 に 対す る 事前 の 承諾 。 相 互 
に 、 そ の 実現 を 、 周 囲 に 対し て 、 求 め る こと 。 そ の 度合 い 。 ) 


これ ら の 値 は 、 以 下 の 内 容 を 示す 。 提 分 子 の 動作 が 、 周 囲 他 分 子 の 
動作 に 規定 され る 度合 い 。 従 っ て 。 こ れ ら の 値 は 、 分 子 間 力 に 正 相 
関す る 。 

これ ら の 値 は 、 難 分 子 動作 の "自由 度 ” に 、 負 相関 する 。 


M 2 2 各 分 子 の 動作 方 向 (進路 ) 。 そ れ ら の あり 方 。 そ れ は 、 下 記 
の 内 容 に よっ て 表 さ れる 。 

0 1 "一 定 度 "直進 度 " 

0 2 明確 度 "(物事 の 白黒 が は っ きり する こと 。 そ の 度合 い 。 ) 


これ ら の 値 は 、 分 子 間 力 に 負 相 関す る 。 

そう し た 動作 方 向 。 そ れ は 、 分子 が 相互 に 引き 合う こと で 、 ジ グ ザ 
ク で 場当たり 的 で ファ ジー と な る 。 そ の こと で 、 そ の 明確 度 が 、 減 
少 す る 。 

その 結果 。 動 作 の "目的 指向 "性 。 ( 目的 対象 に 向かっ て 一 下線 に 進 
む 度 合い 。 ) その 度合 い が 、 減 少 する 。 


M 2 3 各 分 子 自身 の 動作 に 対す る 責任 の 取り 方 。 そ れ は 、 下 記 の 内 
容 に よっ て 、 表 され る 。 

0 1 "分 散 ”( 他 の 分 子 と の 間 へ と 、 拡 散 す る こと 。 そ の 度合 い 。 ) 
0 2 "連帯 化 度 ?( 他 の 分 子 と 共同 で 、 取 っ た けり 、 持 ち 合っ た りす る 
こと 。 そ れ ら の 度合 い 。 ) 


これ ら の 値 は 、 分 子 間 力 に 正 相 関す る 。 

相互 に 引き 合う 度合 い が 、 増 大 する こと 。 そ の こと で 、 下 記 の 度合 
い が 、 増 大 する 。 操 自 の 動作 を 、 彼 自身 と いう 1 分 子 の み で 、 決 定 
で き な く な る 度合 |。 そ の こと で 、 ト 下記 の 度合 い が 、 減 少 す る 。 彼 
自身 の 動作 に 対す る 責任 を 、 個 別に 負う 度合 い 。 


その 結果 。 動 作 に 対す る "集団 的 無責任 "の 度合 い 。 そ つう し た 度合 い 
が 、 そ の こと で 、 増 大 する 。 


集団 ) の 分 布 に つい て 、 分 子 間 力 と の 関係 を 中 心 に 、 説 明 


D 1 1 相互 距離 

流動 性 の ある 分 子 は 、 相 互 に 、 中 市 な 距離 、 な いし 、 大 き な 距 離 
を 、 保 っ つて いる 。 

分 子 相互 の 引力 が 有効 な こと 。 そ の 度合 い 。 "分 子 間 力 ” が 作用 する 
こと 。 そ の 度合 い 。 そ れ ら の 度合 い は 、 操 分 子 間 の 距離 に 、 負 相関 
する 。 


D2 1 分 子 各 々 の 分 布 に つい て 。 それ は 、 下記 の 内 容 に よっ て 、 表 
され る 。 
0 1 ?individuality” ( 各 分 子 が 、 相 互 に 分 離 独立 する こと 。 そ の 度 
合い 。 "個人 主義 的 ! で ある こと 。 そ の 度合 い 。 ) 
1 ? 視 点 の 客観 度 ? (相互 に 相手 を 突き 放し て 見 る こと 。 その 度合 
。 相 手 を 見 る 眼 に お ける 、 義 近眼 性 。 ) 
2 リト リー の 広 さ ?( 分 子 が 確保 する 、 彼 自身 専用 の 、 空 
間 。 そ れ ら の 広 さ 。 ) 
2 2 "視界 の 広 さ ”( 提 分 子 が 確保 する 視界 。 そ れ ら に お ける 、 広 さ 
や 遠 さ や 見 通し の 良さ 。 ) 
2 3 ? プ ライ バシ ー” ( 各 分 子 が 、 相 互 に 、 相 手 に よっ て 、 彼 自身 の 
動き を 息 視 され な いこ と 。 そ の 度合 い 。 ) 
2 4 ” 個 室 指向 度 ?( 各 分 子 が 相互 の 間 に 衝 立 を 設け る こと 。 彼 が 、 
その こと で 、 彼 自身 の 空間 を 、 周 囲 か ら 独 立 さ せる こと 。 その 度合 
い 。 ) 
3 1 ?( 対 環境 ) 露出 度 ”( 各 分 子 が 、 外 部 環境 に 対し て 、 他 分 子 の 
介在 な く 、 下 接 填 出す る こと 。 そ の 度合 い 。 ) 


これ ら の 値 は 、 分 子 間 の 相互 距離 に 正 相関 する 。 従 っ て 、 こ れ ら の 
値 は 、 分 子 間 カ の 大 き さ に 負 相 関す る 。 


D 2 2 分 子 間 の 分 布 に つい て 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 に よっ て 、 表 さ 
れる 。 

0 1 ? 相 互 接近 度 ” ( 損 分 子 が 、 相 互 に 、 距 離 的 に 近づこ うと する こ 
と 。 そ の 度合 い 。 ) 


1 1 融合 や ー 体 化 の 指向 度 ” ( 各 分 子 が 、 相 互 に 、 融 合 し 一 体 化 し 
よう と する こと 。 そ の 度合 い 。 ) 
1 2 ? も た れ あ いり 度 ” ( 操 分 子 が 、 相 互 に 、 相 手 に も た れ た り 、 相 手 
か ら も た れ ら れ た りす る こと 。 そ れ ら の 度合 い 。 "甘え "指向 度 。 
{ 土居 健郎 。 〕) 
1 3 ”? 扱 れ 合 い 度 ”( 他 分 子 と の 接触 。 そ れ ら に お ける 、 期 間 や 頻度 
や 面 数 の 、 多 さ 。 他 分 子 と 、 べ た べた くっ 付き 合う こと 。 その 度合 
し 1。 ) 
これ ら の 値 。 そ れ ら は 、 以 下 の 値 に 、 正 相関 する 。 分 子 が 相互 に 引 
力 を 働か せ 合 うこ と 。 そ の 度合 い 。 そ れ ら は 、 従 っ て 、 分 子 間 力 の 
大 き さ に 、 正 相関 する 。 
これ ら の 値 は 、 下 記 の 度合 い に 、 正 相関 する 。 各 分 子 間 の 相互 作用 
より ” 全 人 格 的 "家族 的 / に な る こと 。 そ の 度合 い 。 

2 1 ? テ リト リー 不明 瞭 化 度 ? ( 相互 の テリ トリ ー の 境界 。 それら 
が 、 ぼ や け て 不明 確 に な る こと 。 そ れ ら の 度合 い 。 ) 
この 値 は 、 芝 分 子 の 相互 一 体 化 の 度合 い に 、 正 相関 する 。 (D 2 2 
- 1 1 項 。 ) この 値 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 、 正 相関 する 。 
? 間 人 性 ” 浜口 恵 袋 。 ) その 度合 は 、 こ の 値 に 正 相関 する 。 


D 2 3 分 子 集合 レベ ル で の 分 布 に つい て 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 に 
の 表 さ れる 。 
0 1 "分散 ”( 分 布 領域 の 、 空 間 的 な 散ら ば り 。 ) 
0 2 ? ス ケー ル ” (分布 領域 の 、 空 間 的 広がり や 、 空 間 的 な スケ ー ル 
の 、 大 き さ 。 ) 
これ ら の 値 は 、 下 記 の 値 に 、 正 相関 する 。 分 子 間 に お ける 、 相 互 距 
本 の 大 き さ 。 分 子 間 に お ける 、 引 力 の 働き に くさ 。 
これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 、 負 相関 する 。 
1 1 ? 集 中 度 。 凝 集 度 。” ( 分 布 が 、 一 箇所 に 固まる こと 。 そ の 度合 
KM 3 
1 2 "連続 度 ? (分布 が 、 ア ナ ロ グ 的 に 繋が る こと 。 そ の 度合 い 。 ) 
1 3 (相互 ) 保護 度 ” ( 外部 環境 に 対し て 、 相 互 に 、 相 手 の 衝立 と 
な る こと 。 そ の こと で 、 露 出 を 防止 する こと 。 そ の 度合 い 。 ) 
これ ら の 値 は 、 以 下 の 値 に 、 正 相関 する 。 分子 間 の 相互 距離 の 小さ 
分 子 間 に お ける 引力 の 働き や すさ 。 
これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 、 正 相関 する 。 


2 1 外れ 値 許容 度 ” ( 分 布 面 に お いて 、 周 囲 へ の 同調 度 の 低い 分 子 
が 存在 し 得る こと 。 その 度合 い 。 ) 
2 2 "地方 分 権 度 ? (分布 に お ける 、 操 部 分 の 、 他 部 分 に 対す る 、 
離 独立 。 そ の 度合 い 。 ) 


これ ら の 値 は 、 分 布 の 分 散 の 大 き さ に 、 正 相関 する 。 (->D23 - 

0 1 項 。 ) 

これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 、 負 相関 する 。 

3 1 ”? 密 度 ? (相互 に 密着 する 度合 い 。 相互 に 、 過 密 状 態 を 指向 する 

度合 い 。 ) 

3 2 ” 地 上 指向 度 ?” ( 重力 の 影響 が 強まっ て 、 空 間 的 に 下方 を 指向 す 
る 度合 い 。 大 地 へ の 指向 。 そ の 度合 い 。 ) 

これ ら の 値 は 、 分 布 の 集中 ・ 比 集 度 に 正 相関 する 。(->D2 3 - 1 
1 頂 。 

これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 、 正 相関 する 。 


MD 動作 x2 分 布 次 元 
M . 動作 。 D . 分 布 。 そ れ ら の 両者 が 関連 する 項目 に つい て 、 分 子 
間 カ と の 関係 を 中 心 に 、 ま と め る こと 。 


MD 1 拡散 性 
1 1 ? 拡 散 度 ?( 損 分 子 の 分 布 領域 が 、 次 第 に 拡散 する こと 。 そ の 度 
6 ) 


2 "分布 枠 非 限定 度 ”( 分 布 空間 を 限定 し な いこ と 。 そ の 度合 
。 ” 枠 や 型 に 囚われ な い ” こ と 。 そ の 度合 い 。 体積 一 定 で 無い こ 
た その 度合 い 。 ) 
1 3 "未知 領域 指向 度 ”( 各 分 子 が 、 他 の 分 子 が 未だ 分 布 し な い 鎮 域 
と 、 積 極 的 に 挑戦 し 飛び 出し て いく こと 。 そ の 度合 い 。 ) 
1 4 ? オ リ ジ ナ リティ 度 ” (目的 と する 領域 に 、” 最 初 に "入る こと 
の 領域 に お いて 、 何 か 、 新 た に 、 発 見 や 発明 を 行う こと 。 その 度 
合い 。 ) 
1 5 ” 異 分 野 交流 指向 度 ” (異な る 領域 へ と 出 て 行き 、 他 分 子 ( 集 
団 ) と 相互 交流 する こと 。 そ の 度合 い 。 ) 
これ ら の 値 は 、 下 記 の 値 に 、 正 相関 する 。 動 作 エ ネル ギー の 大 き 
さ 。 相互 距離 の 大 き さ 。 
これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分 子 間 カカ の 大 き さ に 、 負 相関 する 。 
これ ら の 値 は 、 分 布 に お ける 、 下 記 の 値 に 、 正 相関 する 。 非 "セク 
ショ ナリ ズム " 度 。 疾 ” 晴 刺 ? 度 。 〔 丸 山 真 男 。 〕 


2 1 "表面 存在 度 ? (分布 領域 の 表面 や 界面 、 そ れ ら が 存在 する こ 
と 。 そ の 度合 い 。 ) 

2 2 ? 内 外 区 別 度 ” ( 分 布 領域 に お ける 、 内 部 と 外部 と の 区 別 。 そ う 
し た 領 域 に お ける 、 境 界 。 そ の 内 容 を 、 は っ きり させ る こと 。 そ の 
度合 い 。 ) 

2 3 "縁故 ・ 閥 指向 度 ?( 相互 作用 の 相手 を 、 領 域内 の 同類 分 子 へ 


と 、 ( 仲間 の 内 部 に ) 限定 する こと 。 そ の 度合 い 。 ) 

これ ら の 値 は 、 下 記 の 度合 い を 、 示 す 。 提 分 子 が 、 相 互 に 分 子 間 力 

が 働き 合う 同士 だ け で 、 か た まり 引き 止め 合う こと 。 そ の 度合 い 。 

これ ら の 値 は 、 す な わ ち 、 以 下 の 内 容 を 示す 。 分 布 領域 に お け 

る "拡散 度 ?”。 (MD1- 11- 14。 ) それ ら の 低 さ 。 そ れ ら の 値 
分 子 間 カ の 大 き さ に 正 相関 する 。 


3 1 ” 表 面 張力 ” ( 分 布 領域 の 表面 面積 を 、 最 小 化す る こと 。 そ の 実 
現に 掛け る エネ ルギー の 大 き さ 。 そ の 度合 い 。 ) 

3 2 "表面 回 避 度 ”( 各 分 子 が 、 以 下 の 状 況 を 、 避 ける こと 。 そ の 傾 
向 。 領 域 の 表面 に 出 て 、 領 域 の 外部 に 対し て 、 王 接 露出 する こ 
(の 

3 3 ” 対 内 指向 度 ” ( 各 分 子 が 、 領 域内 部 に 入り た が る こと 。 そ の 傾 
向 。 ) 

3 4 "排他 度 ?( 外部 に 対す る 窓口 ( 領域 表面 ) を 、 最 小 化す る こ 
と 。 そ の 度合 い 。 ) 

3 5 ?( 対 内 ) 閉塞 度 ”( 領域 内 か ら 外 部 へ の スピ ン ア ウト 。 その 実 
現 が 、 困 難 に な る こと 。 そ の 度合 い 。" 集 団 凝 集 性 。” ) 

3 6 (対外 ) 閉鎖 度 ” ( 領域 外 か ら 内 部 へ の 参入 。 そ の 実現 が 、 困 | 
難 に な る こと 。 そ の 度合 い 。 ) 

これ ら の 値 は 、 下 記 の 度合 い を 、 示 す 。 相互 に 分 子 間 力 が 働き 合う 
分 子 同士 。 彼 ら が 、 そ う で な い 分 子 を 、 部 外 者 扱い する こと 。 そ の 
度合 い 。 

これ ら の 値 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 正 相関 する 。 


MD 2 流動 性 

1 1 ? 移 動 ・ 流 動 度 ” ( 分 布 空間 を 自主 的 に 変え る こと 。 そ の 度合 
い 。) 

1 2 ” 視 野 の スケ ー ル ” ( 視野 が 、 行動 範囲 の 広がり に より 、 拡 大 す 
る こと 。 そ の 度合 い 。 ) 

1 3 ? 視 野 の 多角 性 ” ( 複数 の 視点 か ら 、 対 象 を 捉え る こと 。 その実 
現 が 、 可 能 な こと 。 そ の 度合 い 。 ) 

これ ら の 値 は 、 下 記 の 加 項 目 に 、 正 相関 する 。 動 作 エ ネル ギー の 大 
き さ 。 分 子 相互 の 引力 と いう 、 動 作 面 に お ける ブレ ー キ 。 そ の 掛か 
これ ら の 値 は 、 従 っ て 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 負 相 関す る 。 


2 1 "定住 度 "(相互 に 引力 と いう ブレー キ を 掛け 合っ て 、 ほ ば ぼ 同一 
位置 に 静止 する こと 。 そ うし た 傾向 。” 植 物化 "の 傾向 。 ) 
2 2 "現状 維持 度 ?( ” 外 圧 ? が 加わ ら な い 限 り 、 現 在 位置 に 停滞 し 続 


ける こと 。 そ うし た 傾向 。 ) 

2 3 ? ス トッ ク 指 向 度 ”( 各 分 子 の 軌跡 が 、 蓄 積 さ れる こと 。 そ うし 
た 傾向 。 ) 

2 4 "前例 有 効 度 ”( 各 分 子 の 軌跡 が 、 以 前 に 他 分 子 が 通っ た 地点 を 
繰り 返し な ぞ る こと 。 そ うし た 傾向 。 ) 

これ ら の 値 は 、” 流 動 性 "の 項 の 逆 を 行く 。 こ れ ら の 値 は 、 分 子 間 力 
の 大 き さ に 正 相 関す る 。 


C 液体 気体 分 子 運動 の 比較 
以上 の 原理 や 法則 の 面 で の 説明 を も と に 、 液体 気体 の 分 子 運 動 を 相 
互 に 比較 する こと 
液体 気体 分 子 は 、 各 々 、 流 動 性 を 持ち 、 運 動 エ ネル ギー を 持っ て い 
る 。 
0 ea 

分 子 当 た り の 質量 を 両者 等 し いと 仮定 し た 場合 。 

和 作 謗 度 は 、 気体 分 子 が 、 液 体 分 子 に 比べ て 、 格 段 に 大 きい 。 
Ap ( 分 本 ME ) 

1 各 分 子 間 の 距離 が 、 気 体 の 方 が 、 液 体 に 比べ て 、 格 段 に 遠 

2 各 分子 の 運動 エネ ルギー が 、 気 体 の 方 が 、 液 体 に 比べ て 、 格 度 に 
大 きい 。 
そつ し た 度合 い は 、 上 記 の 理由 より 、 液体 分 ) 子 の 方 が 、 気体 分 ) 子 に 
比べ て 格段 に 大 きい 。 
その 結果 。 上 記 の 原理 や 法則 。 そ の 説明 文 。、 そ れ ら の 内 容 。 そ れ 
了 下記 の 内 容 に よっ て 、 表 され る 。 

1 液体 分 子 (集団 ) の 運動 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 正 相関 する 項目 
に 、 適合 する 。 
2 気体 人 ) 子 (集団 ) の 運動 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 負 相 関す る 項目 
に 、 適 合 する 。 


表 1 は 、 以 下 の ( 1 ) と 、 以 下 の ( 2 ) と の 関係 を 、 ま と め た も の 
で ある こと 。 
(1) 
上 記 で 述べ た 原理 や 法則 。 そ れ ら の 説明 文 の 、 項 目 。 
(2) 
下記 の 、 各 項目 。 
6 
分 子 間 力 と の 、 正 相関 な いし 負 相 関 。 そ の 度合 い 。 
2 液体 分 子 運動 と の 、 適 合 な いし 不適 合 。 そ の 度合 い 。 


3 気体 分 子 運動 と の 、 適 合 な いし 不適 合 。 そ の 度合 い 。 


上 記 で 述べ た 原理 や 法則 。 そ れ ら の 内 容 が 、 現 実 の 液体 気体 分 子 運 
0 の 、 以 下 に 挙げ る 。 

分 子 間 カ 

人 内 の ) 子 間 力 を 無効 に する こと 。 すなわち 、 液体 を 気体 に 変 
える こと 。 そ の 実現 の た め に は 、 膨 大 な 量 の エネ ルギー を 、 外 部 か 
ら 供 給 す る 必要 が ある 。 
M 動作 次 元 

動作 方 向 の 一 定 度 や 直進 度 。 そ れ ら の 度合 い は 、 和 気体 分 子 の 方 
9 液体 分 子 に 比べ 格段 に 大 きい 。->M2 1 1 - 0 1。 

分 布 次 元 

分 布 の 宮 度 は 、 六 体 は 、 先 体 に 比べ て 格 答 に 大 きい 。( 1 0 0 0 
VeD グ ウッ 3 1。 

同じ 数 の 分 ) 子 集団 が 必要 と する 領 域 の 大 き さ 。 ( 体積 。 ) それ 
は 、 液 体 に お いて 、 よ り 小 さい J。 
例 。 
空気 を 抜い た 風船 の 中 に 、 液体 の 水 を 入れ て 、 沸 騰 し た 湯 に 入れ た 
場合 、 そ れ は 、 水 が 気化 し た 分 、 急 激 に 膨張 する 。-> D 2 3 - 0 
和 。 

分 布 の 空間 的 な 上 下 に つい て 。 気体 は 天上 方 向 に 浮上 する 。 液体 
は 地上 方 向 に 降下 する 。->D 2 3 - 3 2。 
MD 動作 次 元 と 分 布 次 元 と の 掛け 合わ せ 。 

液体 は 、” 体 積 一 定 ?" で ある 。 液体 に お いて は 、" 拡 散 ” ぢ は 、 ほ と ん 
ど 見 られ な い !。 
例 。 
仮に 、 液 体 の 水 を 封入 し た 容器 の 鞭 を 開け た 場合 。 そ れ は 、 気 化し 
た 水蒸気 の よう に は 、 出 て いか な い 。->MD 1 - 1 1。 

分 布 領域 の "表面 や 界面 Pb。 それ ら は 、 液 体 に の み 存 在 す る 。 
( 例 。 透 明 な コッ プ に 水 を 注ぐ と 、 境 界 線 が 見 える こと 。 ) -> MD 
1 1。 

? 表 面 張力 "は 、 液 体 に の み 存 在 す る 。 ( 例 。 水面 に 浮か ぶ 1 円 
玉 。 ) -> MD 1 - 3 1。 

液体 は 、 分 布 領域 の 移動 や 流動 の 傾向 に 、 欠 ける 。 
例 。 
水滴 を 、 い っ た ん 水平 面 上 に 垂らし た 場合 。 そ れ は 、 外 か ら 、 息 
( 外圧 ) を 吹き 掛け 無い 限り 、 い つま で も その 場 に と ど ま る 。 
0 


デモ プロ グラ ム 編 


気体 分 子 運動 シミ ュ レ ーション 。 液体 分 子 運 
動 シ ミュ レー ショ ン 。 


2006.12 一 初出 

気体 分 子 運動 シミ ュ レ ーション 。 
気体 分 子 運動 シミ ュ レ ーション 。 5 色 版 。 
液体 分 子 運動 シミ ュ レ ーション 。 低速 版 。 
液体 分 子 運動 シミ ュ レ ーション 。 高速 版 。 
液体 分 子 運動 シミ ュ レ ーション 。 高 速 版 。 5 色 版 。 


私 の 書籍 に つい て の 関連 情報 。 


私 の 主要 な 書籍 。 そ れ ら の 内 容 の 、 総 


要約 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 

その こと に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 明 。 


男女 の 性 差 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

精子 と 卵子 と の 、 性 質 の 差 。 

それ ら の 、 証 接 的 な 、 延 長 で あり 、 反 映 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 、 忠 実に 、 基 づい て いる 。 
精子 と 卵子 と の 、 社 会 行動 上 の 差 。 


それ は 、 全 て の 生物 に お いて 、 共 通し て いる 。 
それ は 、 生 物 の 一 種 と し て の 人 間 に も 、 当 て は まる 。 


男性 の 心身 は 、 精 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 

女性 の 心身 は 、 卵 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 

子 除 の 生育 に 必要 な 、 宗 養分 と 水分 。 

卵子 は 、 そ れ ら の 、 所 有 者 で あり 、 占 有 者 で ある 。 


生殖 設備 。 
女性 は 、 そ れ ら の 所 有 者 で あり 、 占 有 者 で ある 。 


卵子 が 占有 する 、 栄 養分 や 水分 。 
精子 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


女性 が 占有 する 生殖 設備 。 
男性 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


所 有 者 が 上 位 者 で あり 、 借 用 者 が 下位 者 で ある 。 


その 結果 。 

米 状 分 や 水分 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 卵 子 が 上 位 者 で あり 、 精 子 が 下位 者 で ある 。 
生殖 設備 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 女 性 が 上 位 者 で あり 、 男 性 が 下位 者 で ある 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 精 子 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 精 子 に 対し て 、 受 精 を 、 一 方 的 に 許可 する こと 。 
そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 男 性 に 対し て 、 婚 問 を 、 一 方 的 に 許可 する こと 。 
そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 行為 を 、 行 う 。 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 
その こと で 、 男 性 を 、 様 々 な 側面 か ら 、 総 合 的 に 搾取 する こと 。 


卵子 は 、 精 子 を 、 性 的 に 誘引 する 。 
女性 は 、 男 性 を 、 性 的 に 誘引 する 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
それ 自身 の 内 部 へ の 、 精 子 の 進入 。 

その こと に つい て の 、 許 認可 。 

その 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 


男性 に 対す る 、 セ ックス の 詩 誰 可 。 
その 権限 。 


彼女 自身 が 所 有する 生殖 設備 。 
男性 に よる 、 そ れ ら の 、 借用 。 
その 詩 認可 。 
その 権限 。 


男性 か ら の 求 靖 。 
それ に 対す る 詩 諾 。 
その 権限 。 


生物 が 、 有 性 生殖 を 行う 限り 、 以 下 の 内 容 は 、 確 実に 存在 する 。 
男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
それ ら は 、 無 くす こと は 、 決 し て 出来 な い 。 


私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 説明 する 。 
世界 に は 、 男 性 優位 の 社会 だ け で な く 、 女 性 優位 の 社会 も 、 同 様 
に 、 普 通 に 、 多 数 存在 する こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
女性 優位 社会 の 存在 の 明瞭 性 。 
その 、 世 界 社会 に お ける 、 新 た な 再 確認 。 


男性 優位 社会 は 、 移 動 生活 様式 の 社会 で ある 。 
女性 優位 社会 は 、 定 住 生活 様式 の 社会 で ある 。 


精子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 男 性 の 心身 。 
彼ら は 、 移 動 生活 様式 者 で ある 。 


卵子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 女 性 の 心身 。 
彼ら は 、 定 住 生活 様式 者 で ある 。 


男性 優位 社会 は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
欧米 諸国 。 中 東 諸 国 。 モ ン ゴ ル 。 


女性 優位 社会 は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
中 国 。 ロ シア 。 日 本 。 韓 国 や 北朝 鮮 。 東 南ア ジア 。 


男性 は 、 行 動 の 自由 の 確保 を 最 優先 する 。 

男性 は 、 上 位 者 に 反抗 する 。 

男性 は 、 下 位 者 を 、 暴 力 で 強引 に ね じ 伏 せ て 、 服 従 さ せる 。 
男性 は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 余地 は 、 少 し だ け 残 す 。 
下位 者 に よる 反抗 。 

その 可能 性 。 

下位 者 に よる 自由 行動 。 

その 可能 性 。 

それ ら の 余地 。 


男性 優位 社会 は 、 暴 力 に よる 支配 を 行う 。 


女性 は 、 自 己 保身 を 最 優先 する 。 
女性 は 、 上 位 者 に 対し て 、 隷 従 する 。 


女性 は 、 下 位 者 を 、 隷 従 さ せる 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
// 
最大 限 の 高慢 さと 弄 大 さ を 、 用 いる こと 。 


下位 者 に よる 反抗 や 自由 行動 。 
それ ら の 行動 の 余地 を 、 完 全 に 封 級 し て 、 一 切 不 可能 に する こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

周囲 の 同調 者 と 、 予 め 、 示 し 合わ せ て 、 行 われ る こと 。 

下位 者 に よる 反抗 を 、 一 切 、 許 さ な い こと 。 

下位 者 を 、 逃 げ 場 の 一 切 無い 、 密 閉 室 間 に 藍 禁 する こと 。 

上 位 者 の 気 が 済む まで 、 粘着 的 に 、 行 われ れる こと 。 

下位 者 を 、 サ ンド バッ グ 代 わり に し て 、 一 方 的 に 、 虐 待 し 続け る こ 
で 。 

ん 


女性 優位 社会 は 、 専 制 に よる 支配 を 行う 。 


欧米 諸国 と 、 ロ シア や 中 国 と の 、 対 立 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 と し て 、 十 分 に 説明 可能 で ある 。 
男性 優位 社会 と 、 女 性 優位 社会 と の 、 対 立 。 


移動 生活 様式 は 、 男 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 女 性 差別 が 起き る 。 
定住 生活 様式 は 、 女 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 男 性 差別 が 起き る 。 


女性 優位 社会 で は 、 以 下 の 内 容 が 、 恒 常 的 に 発生 する 。 

上 位 者 と し て の 女性 に よる 、 以 下 の よ うな 行動 。 

自己 弱者 性 に つい て の 、 窓 意 的 な 連呼 。 

男性 の 強者 性 に つい て の 、 次 意 的 な 連呼 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 故 意 に 隠蔽 する 。 

女性 の 社会 的 優位 性 。 

男性 差別 。 

それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 その も の を 、 対 外 的 に 、 隠 蔽 する 。 


女性 優位 社会 に お ける 、 そ の 内 部 の 機密 性 や 閉鎖 性 や 排他 性 。 
その 内 部 情報 の 義 公 開 性 。 
それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 その も の を 、 対 外 的 に 、 隠 蔽 する 。 


生物 や 人 間 の 社会 に お いて 、 性 差別 を 無く すこ と 。 

その 実現 は 、 不 可能 で ある 。 

そう し た 試み は 、 し ょ せん は 、 綺 麗 事 の 理想 の 主張 に 過ぎ な い 。 
それ ら の 行為 は 、 全 て 無駄 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 強引 に 否定 する こと 。 
性 聞 別 に 反対 する こと 。 

欧米 主導 の 、 そ うし た 社会 運動 。 

それ ら は 、 基 本 的 に 、 全 て 無 意 味 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 前 提 と する 、 社 会 政策 。 
その 展開 が 、 新 た に 必要 で ある 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

人 間 の 本 質 。 

それ ら に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 明 。 


当方 は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 転換 し 、 破 壊す る 。 


従来 の 、 欧 米 や ユダ ヤ や 中 東 に よる 主導 の 、 移 動 生 活 様式 の 思想 。 
それ ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 由 別 する 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 基づく 。 

家 茜 の 恒常 的 な 層 。 そ の 必要 性 。 

そつ うし た 見 方 。 


私 の 主張 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


人 間 の 存在 は 、 生 物 一 般 の 存在 へ と 、 完 全 に 包含 され る 。 

人 間 の 本 質 は 、 以 下 の 方 法 に よっ て 、 よ り 効 果 的 に 説明 で きる 。 
人 間 を 、 生 物 の 一 種 と し て 、 眺 め る こと 。 

人 間 の 本 質 を 、 生 物 一 般 の 本 質 と し て 、 捉 える こと 。 


生物 の 本 質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
自己 の 複製 。 
自己 の 存続 。 
自己 の 増殖 。 


それ ら の 本 質 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 生 み 出 す 。 
私 的 な 生き や すさ 。 

その 、 飽く な き 追 求 。 

それ へ の 欲求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 生 み 出 す 。 
有人 能 性 の 獲得 。 
學 得 権益 の 獲得 。 
それ ら へ の 欲求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 絶 え ず 生じ させ る 。 
生存 に お ける 、 優位 性 。 

その 確認 。 

その 必要 性 。 


その こと は 、 結 果 的 に 、 生 物 の 間 に 、 以 下 の 内 容 を 、 生 み 出 す 。 
社会 的 優劣 関係 。 
社会 的 上 下関 係 。 


その こと は 、 以 下 の 内 容 を 、 必 然 的 に 生み 出す 。 
上 位 者 の 生物 に よる 、 下 位 者 の 生物 に 対す る 、 虐 待 や 搾取 。 


その こと は 、 生 物 に 対し て 、 原 罪 を 、 回 避 不 可能 な 形 で 、 も た ら 
す 。 
それ は 、 生 物 を 、 生 き に くく する 。 


そう し た 原則 や 生き に くさ か ら 人 逃れ る こと 。 

その 実現 。 

どん な 生物 も 、 そ の 内 容 は 、 生 き て いる 限り 、 決 し て 、 実 現 出来 な 
し 1。 

それ は 、 生 物 の 一 種 で ある 人 間 に お いて も 、 同 様 で ある 。 

人 間 の 原則 は 、 生 物 で ある こと その も の に より 、 生 じ て い る 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 発見 し た 。 
従来 の 生物 学 に お いて 主流 で ある 、 進 化 論 。 
それ に つい て 、 以 下 の 内 容 を 指摘 する こと 。 
その 内 容 面 に お ける 根本 的 な 斉 け 。 

その た め の 、 新 た な 説明 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 否定 する 。 
人 間 は 、 生 物 の 進化 の 完 成形 で ある こと 。 
生物 の 頂点 に 、 人 間 が 、 君 臨 す る こと 。 


そう し た 見 方 。 
生物 は 、 自 己 複製 を 、 ひ た すら 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 繰 り 返 す だ 
け で ある 。 


生物 は 、 そ うし た 点 に お いて 、 純 粋 に 物質 的 な 存在 で ある 。 
生物 は 、 進 化 へ の 意思 を 、 全 く 持 た な い 。 


生物 の 自己 複製 に お ける 突然 変異 。 
それ ら は 、 純 粋 に 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 起 きる 。 
それ は 、 生 物 に 対し て 、 新 た な 形態 を 、 自 動 的 に も た ら す 。 


従来 の 進化 論 の 説明 。 
そう し た 新た な 形態 が 、 従 来 の 形態 より も 、 優 れ て いる こと 。 
そう し た 説明 は 、 何 も 根拠 が 無い 。 


現状 の 、 生 物 の 一 斑 と し て の 人 間 の 、 形 態 。 

それ が 、 生 物 に よる 自己 複製 の 繰り 返し の 過程 に お いて 、 そ の まま 
保 た れる こと 。 

そう し た 保証 は 、 一 切 無 い 。 


生物 を 取り 巻く 環境 は 、 常 に 、 予 想 外 の 方 向 へ と 変化 する 。 

以前 の 斑 境 に お いて 適応 的 だ っ た 形 外 。 

それ ら は 、 次 の 変化 し た 環境 に お いて は 、 往 々 に し て 、 以 下 の よ う 
な 形質 と な る 。 

その 新た な 環境 に 対し て 、 不 適応 で ある こと 。 


その 結果 。 

生物 の 形態 は 、 自 己 複製 と 突然 変異 に より 、 常 に 変化 する 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 全 く 保証 し な い 。 

より 望ま し い 状態 へ の 進化 。 

その 持続 。 


//// 
私 の 、 上 記 の 主張 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


世界 の 上 位 を 独占 する 、 世 界 一 の 既得 権益 者 。 
そう し た 、 男 性 優位 社会 。 

欧米 諸国 。 

ユダ ヤ 。 


国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら は 、 彼 ら を 中 心 と し て 、 生 成 さ れ て いる 。 

それ ら の 内 容 は 、 彼 ら が 、 彼 ら 自 身 が 有利 に な る よう に 、 一 方 的 に 
決定 し た 。 

それ ら の 背景 を な す 、 彼 ら の 、 伝 統 的 な 社会 思想 。 

キリ スト 教 。 


進化 論 。 

リベラ リズ ム 。 

民主 主義 。 

彼ら に と っ て 、 一 方 的 に 有利 な 内 容 の 、 様 々 な 社会 思想 。 
それ ら の 内 容 を 、 根 本 的 に 破壊 し 、 封 殺し 、 初 期 化 する こと 。 


国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら の 決定 の プロ セス に お ける 、 女 性 優位 社会 の 関所 の 度合 い 。 
その 拡大 。 

その 実現 を 、 更 に 促進 する こと 。 


女性 優位 社会 の 内 部 に お ける 、 根 本 的 に 生き づら い 、 社 会 的 内 実 。 
それ は 、 上 位 者 へ の 隷 従 と 、 下 位 者 へ の 専制 支配 に よっ て 、 完 全 に 
満た され て いる 。 

例 。 

日 本 社会 の 内 実 。 


そう し た 不都合 な 社会 的 内 実 。 

その 発生 メカ ニズム を 徹底 的 に 解明 する こと 。 
その 結果 の 内 容 を 、 暴 露 し 、 内 部 告発 する こと 。 
そう し た 内 容 で ある こと 。 


//// 

私 の 書 天 。 

それ ら の 内 容 に お ける 、 隠 れ た 、 重 要 な 目的 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 
彼ら は 、 今 まで 、 以 下 の 内 容 に 頼る し か 無かっ た 。 
男性 優位 社会 の 人 々 が 、 彼 ら 自身 の た め に 生成 し た 、 社 会 理論 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 社 会 を 説明 する 、 自 前 の 社会 理論 。 
彼ら が 、 そ れ を 、 自 前 で 持つ こと が 出来 る よう に する こと 。 
その 実現 。 


その こと に よる 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 
世界 秩序 の 形成 に お いて 、 現 在 、 優位 に 立っ て いる 、 男 性 優位 社 


会 
アニマ 


それ ら の 弱体 化 。 
女性 優位 社会 の 力 の 、 新 た な 強化 。 
私 が 、 そ れ を 、 手 伝 うこ と 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 自 前 の 社会 理論 を 、 い つま で 経っ て も 、 な か な か が 持つ こと 
が 出来 な いこ と 。 

その 理由 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


分 析 行 動 そ の も の を 、 心 の 底 で 、 嫌 っ て いる こと 。 
対象 と の 一 体 化 や 、 対 象 と の 共感 を 、 対 象 の 分 析 よ り も 、 優 先 す る 
こさ 。 

彼ら 自身 の 社会 が 持つ 、 強 い 排他 性 や 閉鎖 性 。 


彼ら 自身 の 社会 の 内 実 を 解明 され る こと に 対し て 、 強 い 抵 質感 を 
持っ て いる こと 。 


彼ら 自身 の 女性 的 な 自己 保身 性 に 基づく 、 強 い 退 暴 性 。 
未知 の 危険 な 償 域 を 探査 する こと を 嫌っ つこ と 。 
安全 性 が 既に 確立 され た 、 前 例 踏襲 ば か り を 優先 する こと 。 


前 例 の 無い 、 女 性 優位 社会 の 内 実 の 探査 。 
そう し た 行動 その も の を 、 嫌 つこ と 。 


前 例 と し て の 、 男 性 優位 社会 の 社会 理論 。 


その 内 容 を 、 ひ た すら 暗記 学習 する こと 。 
それ し か 、 能 力 的 に 、 出 来 な いこ と 。 
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婦 者 の 執筆 の 目的 と 、 そ の 実現 に 当たっ て の 
方 法論 。 


私 の 執筆 の 目的 。 


生物 に と っ て の 生き や すさ 。 生物 に と っ て の 生存 可能 性 。 生 物 に 
と っ て の 増殖 可能 性 。 そ れ を 増大 させ る こと 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 一 番 、 価 値 が ある こと で ある 。 そ れ は 、 生 
物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 善 で ある 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 
に 、 光 明 性 を も た ら す 。 

社会 的 上 位 者 に と っ て の 善 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 最 上 位 の 
社会 的 地位 の 獲得 。 軸 権 の 獲得 。 獲得 し た 皮 得 権益 の 維持 。 
社会 的 下位 者 に と っ て の 善 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 有 能 性 の 
獲得 に よる 、 社会 的 上 昇 。 社会 的 革命 の 生成 に よる 、 社会 的 上 位 者 
の 上 學 得 権益 の 、 破 壊 と 初期 化 。 

その 実現 に 役立つ 思想 。 真実 。 生物 が 、 自 分 自身 の 真実 を 知る こ 
と 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 冷酷 で 上 厳しく 辛 天 な 内 容 で ある 。 そ の 
受容 。 そ の 助け に な る 思想 。 そ れ ら を 、 効 率 良 く 生み 出す 方 法 。 そ 
の 確立 。 


私 の 方 法論 。 

上 記 の 目的 。 そ の 実現 に 当たっ て の 手順 。 そ の 実現 に 当たっ て の 基 
所 。 そ の 実現 に 当たっ て の 注意 点 。 そ れ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
ネッ ト 検 索 や ネッ ト 閲 覧 に よっ て 、 環 境 や 生物 社会 の 動向 を 常に 佑 
農 し 観察 し 把握 する こと 。 そ れ ら の 行為 は 、 以 下 の 内容 の 源泉 に な 


る 。 

環境 や 生物 社会 の 真実 や 法則 の 解明 に お いて 、 説 明 力 や 説得 力 の あ 
る アイ デア 。 

ある アイ デア に よっ て 、 上 真実 を 8 0 % 説 明 で きそう な 見 通し が 立っ 
た 場合 。 そ の アイ デア の 内 容 を 、 ど ん どん 書き 出し て 、 体 化 する 
こと 。 真実 に 近 そ つう な 、 説 明 力 の 高 そ うな 思想 を 、 独 力 で 、 ど ん ど 
ん 生み 出す こと 。 そ の 行為 を 、 最 優先 する こと 。 

詳細 な 説明 を 後回し に する こと 。 難解 な 説明 を 避け る こと 。 

過去 の 前 例 と の 照合 は 、 後 回 し に する こと 。 正 し さ の 完全 な 検証 
は 、 後 回 し に する こと 。 

簡潔 で 分 か りや すく 使い や すい 法則 の 確立 。 そ の 行為 を 、 最 優先 す 
る こと 。 そ れ は 、 例 えば 、 以 下 の 行為 と 同様 で ある 。 簡潔 で 分 か り 
や すく 使い や すい コン ピュ ー タ の ソフ トウ ェ ア の 開発 。 


私 の 執筆 に お ける 、 理 想 と スタ ンス 。 
私 の 執筆 に お ける 、 理 想 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
// 


私 が 生成 する 内 容 の 説明 力 の 最大 化 。 
その た め に か ける 手間 や 時 間 の 最小 化 。 
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それ ら の 実現 の た め の 方 針 や スタ ンス 。 そ れ ら は 、 下 記 の 内 容 で あ 
る 。 


私 の 執筆 に お ける 、 ス タン ス 。 


私 が 、 文 章 の 作成 に お いて 、 考 慮 する 、 根 本 的 な 方 針 。 
それ ら の 対比 。 

それ ら の 主要 な 項目 一 覧 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


上 位 概念 性 。 / 下位 概念 性 。 
要約 性 。 / 詳細 性 。 
根幹 性 。 / 枝葉 性 。 

一 般 性 。 / 個別 性 。 
基本 性 。 / 応用 性 。 
抽象 性 。 / 具体 性 。 
純粋 性 。 / 混合 性 。 
集約 性 。 / 粗 放 性 。 

一 貫 性 。 / 変動 性 。 
普遍 性 。 / 局所 性 。 

綱 維 性 。 / 例外 性 。 
定式 性 。 / 壮 定 式 性 。 
簡潔 性 。 / 複雑 性 。 
論理 性 。 / 非 論理 性 。 
実証 可能 性 。 / 実証 不能 性 。 
客観 性 。 / 非 客 観 性 。 
新規 性 。 / 皮 知 性 。 
破壊 性 。 / 現状 維持 性 。 
効率 性 。 / 甘 効 率 性 。 
結論 性 。 / 中 途 性 。 
短縮 性 。 / 冗長 性 。 


全て の 文章 に お いて 、 内 容 面 で 、 以 下 の よ うな 性 質 を 、 最 初 か ら 、 
最上 級 の 形 で 、 実 現す る こと 。 


概念 上 位 性 。 


要約 性 。 
根幹 性 。 
一 般 性 。 
基本 性 。 
抽象 性 。 
純粋 性 。 
集約 性 。 
一 貫 性 。 
普遍 性 。 
綱 維 性 。 
定式 性 。 
簡潔 性 。 
論理 性 。 
実証 可能 性 。 
客観 性 。 
新規 性 。 
破壊 性 。 
効率 性 。 
結論 性 。 
短縮 性 。 


その 実現 を 最 優先 し て 、 文章 の 内 容 を 、 執 筆 す る こと 。 

その 内 容 を 、 な る べく 早く 完成 させ る こと 。 

その 内 容 を 、 書 き 上 げた 部 分 毎 に 、 表 ぐに 、 本 文 に に 、 マ ー ジ し て い 
く こ と 。 

それ ら を 、 最 優先 する こと 。 

例 。 

固有 名 詞 を 、 使 わな いこ と 。 

ロー カル な 、 抽 象 度 の 低い 意味 の 語句 を 、 使 わな いこ と 。 


先進 的 な コン ピュ ー タ プロ グラ ミン グ 技 術 を 、 文 章 作成 の 方 法 へ 
と 、 積 極 的 に 、 応 用 する こと 。 


例 。 

オプ ジェ クト 思考 に 基づく 、 文 章 作 成 の 技術 。 
クラ ス と イン スタ ンス の 概念 の 、 文 章 作 成 へ の 応用 。 
上 位 ク ラス の 内 容 の 優先 的 な 記述 。 


例 。 


アジ ャ イル 開発 の 方 法 の 、 文 章 作 成 へ の 応用 。 

頻繁 に 、 以 下 の 行動 を 、 繰 り 返 すこ と 。 

電子 書籍 の 内 容 の 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 。 

その 電子 書籍 ファ イル の 、 公 開 サ ー バ ー へ の アッ プロ ー ド 。 


私 は 、 従 来 の 学術 論文 の 作成 方 法 と は 異な る 方 法 を 、 採 用 し て い 
る 


従来 の 学術 論文 の 作成 方 法 は 、 説 明 力 の ある 内 容 の 導出 に お いて 、 
間 効 率 で ある 。 


書籍 の 執筆 に お ける 、 私 の 視点 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


統合 失調 症 の 患者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 最 下位 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 扱い が 、 一 番 、 劣 悪 な 者 か ら の 視点 。 

社会 か ら 、 拒 絶 さ れ 、 差 別 さ れ 、 迫 害さ れ 、 追 放さ れ 、 隔 離さ れ た 
者 か ら の 視点 。 

社会 不適 応 者 か ら の 視点 。 

社会 で 生き る こと を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

一 番 、 社 会 的 ラン ク が 下位 の 病気 に 容 加 し た 患者 か ら の 視点 。 
社会 に お ける 、 一 番 の 有害 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 一 番 の 嫌 わ れ 者 か ら の 視点 。 

社会 に 対し て 、 生 涯 、 心 を 閉ざし た 者 か ら の 視点 。 

生物 や 人 間 に 対 し て 、 根 本 的 に が っ か !) し た 者 か ら の 視点 。 
生物 や 人 間 に 対 し て 、 絶 望 し た 者 か ら の 視点 。 

人 生 を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

稚 患 し た 病気 の せい で 、 彼 自身 の 遺伝 的 子孫 を 残す こと を 、 社 会 的 
に 拒絶 され た 者 か ら の 視点 。 

秩 加 し た 病気 の せい で 、 極 め て 短命 に 終わ る こと 。 そ の こと を 、 運 
命 付け られ た 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の せい で 、 生 き や す さ や 救い を 、 生 涯 、 得 られ な いこ 
と 。 そ の こと が 、 予 め 確 定 し て いる 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の せい で 、 有 人 能 性 を 、 生 涯 、 得 られ な いこ と 。 そ の こ 
と が 、 予 め 確定 し て いる 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の せい で 、 生 涯 に わた っ て 、 社 会 か ら 、 虚 待 や 搾取 を 
受け 続け る こと 。 そ の こと が 、 予 め 確定 し て いる 者 か ら の 視点 。 
そう し た 者 に よる 、 生 物 社会 や 人 間 社 会 に 対す る 内 部 告発 の 視点 。 


私 の 人 生 目 標 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

男女 の 性 差 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 。 

生物 その も の 。 

それ ら の 本 質 を 、 自 力 で 、 分 析 し 、 解 明 す る こと 。 


そう し た 、 私 の 人 生 目 標 は 、 以 下 の ひよ つう な 人 々 に よっ て 、 大 きく 妨 
害さ れ た 。 


男性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 欧米 諸国 。 

そう し た 、 男 性 優位 社会 に よっ て 支配 され て いる 、 女 性 優位 社会 の 
人 々 。 例 。 日 本 と 韓国 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 男 女 の 本 質 的 な 性 差 を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 男 女 の 性 差 に つい て の 研究 その も の を 、 社 会 的 に 、 妨 害 
し 、 禁 止 し て いる 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に と っ て 、 本 質 
的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と の 、 本 質 的 な 共通 性 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 必 死 で 、 区 別 し 、 差 別 し よ 
うと する 。 

彼ら は 、 人 間 の 、 人 間 以 外 の 生物 に 対す る 優位 性 を 、 必 死 で 、 主 張 
し よう と する 。 


そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 解明 に と っ 
て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


女性 優位 社会 の 女性 た ち 。 例 。 日 本 社会 の 女性 た ち 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 に お ける 女性 の 優位 性 を 、 表 向き は 、 決 し て 
認め な い 。 

女性 専用 社会 や 、 女 性 優位 社会 に お ける 、 そ れ ら の 社会 の 内 部 の 真 
実 。 

彼ら は 、 そ の 公開 を 、 決 し て 認め な い 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に と っ て 、 本 質 


的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 
そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 解明 に と っ 
て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


上 記 の よう な 人 々 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 目 標 を 、 根 本 的 に 、 妨 害 し た 。 
そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 を 、 そ の 土台 か ら 、 狂 わせ 、 破 
壊し 、 台 無し に し た 。 

私 は 、 そ れ ら の 結果 に つい て 、 と て も 即 っ て いる 。 

私 は 、 彼 ら に 対し て 、 鉄 丁 を 下 し た い 。 

私 は 、 彼 ら に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 理 解 さ せ た 


私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 自 力 で 解明 し た い 。 


男女 の 性 差 に お ける 、 真 実 。 
人 間 社 会 や 生物 社会 に お ける 、 真 実 。 
メ / 


私 は 、 人 間 社 会 を 、 冷 静 に 、 客 観 的 に 、 分 析 し た か っ た 。 

そこ で 、 私 は 、 人 間 社 会 か ら 、 一 時 的 に 、 私 自身 を 、 隔 離し た 。 
私 は 、 人 間 社 会 の 佑 踊 者 と な っ た 。 

私 は 、 人 間 社 会 の 動向 を 、 ネ ッ ト 経 由 で 、 毎 日 、 ひ た すら 、 観 察し 
続け た 。 


その 結果 。 
私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 手 に 入れ た 。 
人 間 社 会 の 全体 を 、 最 下位 か ら 佑 陣 す る 、 独 自 の 視点 。 


その 結果 。 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 自 力 で 、 何 と か 、 掴 ん だ 。 
// 

男女 の 性 差 の 本 質 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 。 
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その 結果 。 
私 は 、 新 た な 人 生 目 標 を 、 手 に 入れ た 。 


私 の 、 新 た な 人 生 目 標 。 


彼ら の 社会 的 妨害 に 対し て 、 対 抗 し 、 挑 戦 する こと 。 
そし て 、 以 下 の 内 容 を 、 人 々 の 間 に 広 く 知 ら せ る こと 。 
の の 4 

私 が 自力 で 掴ん だ 、 男 女 の 性 差 の 真実 。 

私 が 自力 で 掴ん だ 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 真実 。 


// 

私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 を 作成 し て い 
る 。 

私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 の 内 容 を 、 


日 々 、 熱 心 に 、 改 訂 し 続け て いる 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 
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Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Motherhood and Fatherhood. Maternal 
and paternal authority. Parents and Power. 

Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) 母性 司 父 性 。 母 選 和 父 。 父母 避 槍 
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Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) MareprrrHcrBo OTTOBCTBO. 
IMareDMHCKaI MI OTIOBCKa 呈 BIACTb. POIMTeJLM 以 BIACTbB. 


Iwao Otsuka (Nov 22, 2020) 母性 と 父性 。 母 権 と 父 権 。 親 と 権力 。 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Sex differences and sex discrimination. 
They cannot be eliminated. Social mitigation and compensation for 
them. 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 性 列 基 昇 和 性 列 岐 祝 。 仙 元 法 消除 。 
対 包 人 行 社会 角 解 和 社 信 。 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) IIoroBpre Da3JIrTdrTH MI 有 UMCKDIIMIFHaTI 呈 
TO TOTOBOMY TDI3HaKy. OHr1 He MOTYT ObrTb YCTDaHeHbI. 
CorrrtaJrbtHOe CMITHeHrIe II KOMIIeHCaTIM 呈 34 HKIX. 

twao Otsuka (Dec 15, 2020) 男女 の 性 差 と 性 差別 、 そ れ ら は 無く せ 
な い 。 そ れ ら へ の 社会 的 な 緩和 や 補償 。 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mechanisms of acquired settled group 
societies. Female dominance. 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 后 天 定 居 和 群体 社会 的 机 制 。 女 性 主 号 地 
位 。 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mexarrr3Mbr o6rmecrB TDrO0DeTeHHbIX 
OCe ル JTbIX TDYIHT. 用 OMLIHYDOBaHTe CHILMH. 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 後天 的 定住 集団 社会 の メカ ニズム 。 女 
性 の 優位 性 。 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Ownership and non-ownership of 
resources. Their advantages and disadvantages. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 資源 的 所 有 槍 和 疾 所 有 。 基 利 幣 。 
Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) BraerIrre II He BaIeHYIe DeCYDCaM. 
MX TTDerIMYITeCTBa He ル IOCTaTKT. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 資源 の 所 有 と 疾 所 有 。 そ の 利点 と 欠 


ババ oO 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Wealth and poverty. The emergence of 
economic disparity. Causes and solutions. 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 叶 富 与 貧 央 。 程 済 差 距 的 出現 。 原因 和解 
決 少 法 。 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Barorroydrre 6enFlocTb. IIOgBeHr1e 
3KOHOMI1HCCKOTO HeCDaBCHCTBa. IIDrrdrHbr II DCIICHI1 殺 . 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 富裕 と 貧困 。 経 済 的 格差 の 発生 。 その 原 
と 解消 法 。 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Social delinquents. A true delinquent. 
The difference between the two. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 不良 分 子 。 真正 的 不良 分 子 。 両者 之 
周 的 区 列 。 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) CorrrarErbre DecTyTHrKr. HacToInr 履 
TPDeCTYITHMK. Pa3HMTIA Me2KIY HLMM. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 両者 の 違 
し 1。 


Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) How to enjoy game music videos. 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) 如何 大 賞 済 世 音 示 祝 頻 。 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) Kak Hacaxk 有 UaTbC 如 MTDOBbIMT1 
MY3pbIKaJTbHbIMr1 KJIKIIIAMIT. 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) ゲー ム 音 楽 動画 の 楽し み 方 。 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Life worth ]iving. Fulfilling life. The 
SOurce Of them. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 値 得 生 活 的 生活 。 充 英 的 生活 。 他 休 的 
Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) sr, ocTOMHa ※3HT. 
IIorHfOLeHHHa 呈 了 ※3rb. MCTOTHrK IX. 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 生き が い 。 充実 し た 人 生 。 そ れ ら の 
源 。 


私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 翻訳 の プロ セ 
ス に つい て 。 


ご 訪問 あり が と う ご ざ いま す ! 
私 は 本 の 内 容 を 頻 敬 に 改訂 し て いま す 。 


その た め ヽ 読者 の 皆様 に は 、 随時 サイ ト を 訪れ て いた だ き 、 新刊 や 
改訂 版 の 書籍 を ダウ ン ロ ー ド し て いた だ く こ と を お 勧め し て いま 


oO 


自動 翻訳 に は 以下 の サー ビス を 利用 し て いま す 。 


DeepL プロ 
https://www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 。 
DeepL GmbH 

私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す 。 

私 の 本 の 自動 翻訳 の 順序 は 以下 の 通り で す 。 
日 本 語 一 英語 一 中 国語 、 ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下 さい ! 


私 の 略歴 。 


私 は 、1964 年 に 、 日 本 の 神奈 川 県 で 、 生 まれ た 。 

私 は 、1989 年 に 、 東 京 大 学 文 学部 社会 学科 を 卒業 し た 。 

私 は 、1989 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の I 種 区 分 の 、 社 会 学 
の 職種 に 、 最 終 合 格 し た 。 

私 は 、1992 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の I 種 区 分 の 、 心 理学 
の 職種 に 、 最 終 合格 し た 。 

私 は 、 大 学卒 業 後 は 、 日 系 大 手 IT 企業 の 研究 所 に 勤務 し て 、 コ ン 
ピュ ー タ の ソフ トウ ェ ア の 試作 業務 に 従事 し た 。 

私 は 、 現 在 は 、 企 業 を 退職 し て 、 執 筆 活 動 に 専念 中 で ある 。 


